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）C、

わ
が
国
医
学
の
宝
玉
を
完
全
復
元
好
評
頒
布
中
／
、

00

00）

１
織
り
参
令
多
碓

偉
大
な
玄
白
と
、
似
る
、
と
い
う
二
つ
の
構
成
上
の
要

素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の
世
界
を
彫
り
上
げ

よ
う
、
昇
華
さ
せ
よ
う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
こ
の
像
で
あ
る
。

ブ
ロ
ン
ズ
立
像
（
高
さ
弱
習
桐
箱
入
・
長
谷
川
義
起
先
生
箱
書

①
「
活
物
窮
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・
探
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
近
代
外
科
の
先
駆
と
な
っ
た

華
岡
青
洲
は
、
「
活
物
窮
理
」
・
を
外
科
医
と
し
て
の
生

命
を
か
け
た
信
条
と
し
た
。

②
百
鶴
図
は
、
杉
田
玄
白
が
六
十
歳
の
誕
生
日
に
仕
上

げ
た
も
の
で
、
繊
細
華
麗
に
描
か
れ
て
い
る
。
製
作

は
技
術
の
粋
を
尽
し
独
自
の
手
法
に
よ
り
復
元
、
仕

上
げ
部
分
は
手
描
き
に
よ
る
。

日
展
評
議
員
３
霧
蹴
り
承
罐
仏
醗

亮捌所／株式会社金原商店製作所／財団法人日本医学文化保存会



一
、
緒
言

緒
方
洪
庵
に
「
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
」
の
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
最
近
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
緒
方
富
雄
先
生
が
わ
れ
わ
れ
に

紹
介
せ
ら
れ
た
の
は
日
本
医
史
学
会
の
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
六
日
の
例
会
に
お
い
て
で
、
そ
の
要
旨
は
本
誌
第
一
六
巻
第
三
号
（
昭
和
四

十
五
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
緒
方
富
雄
「
緒
方
洪
庵
『
適
麦
斎
薬
室
膠
柱
方
』
と
『
解
剖
略
式
』
）
。

先
生
は
そ
の
席
で
こ
の
資
料
の
研
究
を
私
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
緒
方
先
生
は
、
本
書
に
洪
庵
が
二
十
九
才
で
大
阪
瓦
町
に
は
じ
め
て
開
塾
し

た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
十
二
月
の
日
付
の
自
序
が
あ
る
こ
と
に
着
眼
し
、
ま
だ
臨
床
経
験
が
十
分
と
い
え
な
い
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な

系
統
を
た
ど
っ
て
こ
の
処
方
集
が
で
き
た
か
、
そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
当
時
の
蘭
学
医
が
処
方
を
修
得
す
る
経
路
と
経
過
の
一
端
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
問
題
提
示
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
洪
庵
の
場
合
に
は
宇
田
川
榛
斎
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
、
『
和
蘭
局
方
』
、
『
坪
井
信

道
の
『
製
煉
発
蒙
』
、
洪
庵
等
共
訳
の
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
な
ど
が
さ
し
あ
た
り
問
題
と
な
る
の
で
な
い
か
と
示
唆
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
は
、
そ
れ
に
対
す
る
私
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

二
、
『
膠
柱
方
』
が
で
き
る
ま
で

『
膠
柱
方
』
が
草
せ
ら
れ
た
の
は
、
洪
庵
が
医
学
の
修
業
を
一
通
り
終
え
て
、
一
本
立
ち
の
蘭
学
者
と
し
て
大
阪
に
開
塾
し
た
天
保
九
年

『
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
』
に
つ
い
て

郡
幸
率
唾
峠
癖
嘩
や
癖
軒
軌
膳
昭
和
四
十
八
年
二
月
十
日
受
付

大
塚
恭
男
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製
剤
に
必
要
な
化
学
の
基
礎
知
識
並
び
に
実
験
に
つ
い
て
は
、
宇
田
川
塾
、
坪
井
塾
で
十
分
に
研
鎖
を
積
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
製
煉
発

蒙
』
は
化
学
、
製
剤
学
の
入
門
書
で
あ
り
、
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
に
は
随
所
に
具
体
的
な
実
験
の
手
引
き
が
示
さ
れ
て
い
る
。

植
物
性
生
薬
の
運
用
に
あ
た
っ
て
の
第
一
の
緊
要
事
は
、
文
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
個
々
の
西
洋
生
薬
の
同
定
で
あ
り
、
海
外
か
ら
舶
載
さ

れ
た
実
際
の
薬
物
の
鑑
定
で
あ
る
。
も
し
、
本
邦
産
の
植
物
中
に
そ
れ
ら
の
類
似
品
が
み
い
だ
さ
れ
た
場
合
に
は
、
実
際
に
そ
れ
が
原
薬
物
の

代
替
品
と
し
て
利
用
し
得
る
か
否
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
対
し
て
は
稲
生
若
水
、
松
岡
玄
達
、
小
野
閲
山
ら
歴
代
の

本
草
家
の
業
績
が
基
本
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
宇
田
川
榛
斎
・
溶
庵
ら
が
こ
れ
を
臨
床
の
実
際
に
徴
し
て
吟
味
し
た
功
績
は
大

き
い
。
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
、
『
和
闘
薬
鏡
』
の
実
用
面
で
の
最
大
の
功
績
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
關
書
に
眼
を
転
ず
れ
ば
、
薬
物
治
療
学
の
領
域
で
は
、
ま
ず
イ
ペ
ィ
の
『
薬
性
論
』
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ペ
ィ
の
『
薬
性

論
』
国
四
目
ｇ
①
戸
号
民
日
胃
の
国
①
⑰
日
①
島
８
９
日
シ
８
｝
冒
扇
曙
己
亀
は
一
八
二
年
に
初
版
が
、
一
八
一
八
年
に
二
版
が
で
た
。
本
邦

で
は
藤
林
普
山
（
初
版
本
よ
り
訳
出
、
初
篇
五
冊
の
み
刊
行
）
、
青
地
林
宗
（
二
版
本
よ
り
訳
出
、
未
刊
写
本
）
に
よ
る
訊
訳
が
行
な
わ
れ
た
。

の
ち
に
林
洞
海
の
訳
で
広
く
知
ら
れ
た
ワ
ー
ト
ル
の
『
薬
性
論
』
の
序
説
で
、
著
者
ワ
ー
ト
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
夫
レ
予
ガ

れ
る
。

（
一
八
三
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
洪
庵
の
修
学
を
辿
っ
て
み
る
と
》
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
同
一
三
年
ま
で
の
問
診
中
天
勝

に
、
天
保
二
年
（
一
八
三
○
）
か
ら
同
六
年
ま
で
の
間
、
坪
井
信
道
に
師
事
し
て
お
り
、
天
保
七
・
八
両
年
は
長
崎
に
遊
学
し
、
同
九
年
初
め

に
長
崎
を
発
っ
て
帰
国
し
て
い
る
。
ま
た
坪
井
塾
に
い
た
間
に
、
信
道
の
師
で
あ
る
宇
田
川
榛
斎
（
天
保
五
年
一
二
月
四
日
没
）
の
指
導
を
も
受

け
て
お
り
、
天
保
六
年
刊
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
緯
』
の
凡
例
を
執
筆
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
そ
の
学
問
上
の
系
譜
か
ら
み
る
時
、
宇
田
川
榛
斎
著
、
椿
庵
校
補
に
か
か
る
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
、
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
並

び
に
『
同
補
緯
』
坪
井
信
道
著
の
『
製
煉
発
蒙
』
ら
の
諸
知
識
が
洪
庵
の
学
問
の
血
肉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
心
さ
ら
に
、
こ
れ

に
加
え
て
長
崎
遊
学
時
代
の
労
作
で
あ
る
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
の
訳
業
が
、
そ
れ
ま
で
に
修
学
し
た
知
識
の
整
理
に
役
立
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
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『
膠
柱
方
』
著
述
に
先
だ
つ
二
年
間
、
天
保
七
’
八
年
（
一
八
三
六
’
七
）
は
洪
庵
の
長
崎
修
学
時
代
で
、
こ
の
時
に
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
の

訳
業
（
青
木
周
弼
、
伊
東
南
洋
と
共
訳
）
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
訳
書
の
原
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
中
山
沃
氏

は
プ
ラ
ッ
ヘ
の
『
白
耳
義
局
方
注
解
』
己
①
里
胃
冒
勤
８
ｇ
８
国
の
垣
３
》
岳
①
日
⑦
爵
ｇ
①
ロ
冒
農
爵
呂
ご
閏
匡
自
己
》
号
。
門
巨
・
言
ゞ
国
‐

畠
鴨
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
宮
下
三
郎
氏
は
こ
れ
を
否
定
し
て
、
同
著
者
に
よ
る
『
白
耳
義
局
方
の
た
め
の
処
方
書
』
爵
８
胃
ｇ
男
ぐ
○
億
の
扁

号
弔
冨
尻
目
．
国
巴
四
。
“
）
詞
。
茸
．
・
品
培
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

本
訳
書
の
薬
品
分
類
に
つ
い
て
は
別
表
に
示
し
た
通
り
だ
が
、
同
書
巻
之
一
括
套
に
よ
る
と
「
諸
薬
品
次
席
従
和
蘭
局
方
列
之
」
と
あ
り
、

こ
の
分
類
法
が
『
和
蘭
局
方
』
に
よ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
国
定
薬
局
方
の
制
定
は
一
八
五
一
年
以
降
の
こ
と
で
、

そ
れ
以
前
は
パ
タ
ビ
ャ
、
ラ
ィ
デ
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ハ
ー
グ
等
各
地
方
薬
局
方
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
『
和
蘭
局

方
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ブ
ラ
シ
へ
の
撰
に
な
る
『
白
耳
義
局
方
注
解
』
乃
至
は
『
同
局
方
の
た
め
の
処
方
書
』
が
、
先
行
す
る

『
和
蘭
局
方
』
の
一
つ
を
範
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
一
八
一
四
’
五
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
ベ
ル
ギ
ー
は
オ

ラ
ン
ダ
に
併
合
さ
れ
、
漸
く
一
八
三
○
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
八
二
九
年
の
時
点
で
は
ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ

ン
ダ
は
政
治
的
に
は
一
つ
の
王
国
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
は
広
般
に
処
方
を
集
め
て
い
る
点
と
、
そ
れ
ら
の
製
法
を
明
示
し
た
点
で
ま
こ
と
に
実
用
的
な
本
で
あ
っ
た
。
原

志
ス
所
ノ
者
ハ
何
ゾ
ャ
。
医
ヲ
シ
テ
病
床
一
一
臨
ン
デ
薬
ヲ
用
フ
ル
’
一
便
ナ
ラ
シ
メ
、
初
学
ヲ
シ
テ
学
ビ
得
易
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ
是
余
ガ
志
ノ
寓

ス
ル
所
ナ
リ
。
故
二
薬
石
ノ
効
、
歴
然
ト
シ
テ
指
画
ス
ベ
キ
者
二
従
テ
之
ヲ
為
サ
ン
。
然
ラ
バ
則
チ
恢
奇
乙
部
ヲ
法
ト
ス
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
。

依
百
乙
ハ
軌
近
ノ
碩
学
ナ
リ
。
嘗
テ
薬
性
論
ヲ
著
ス
。
当
時
天
下
大
二
之
ヲ
珍
ト
ス
。
其
書
ノ
分
類
大
一
一
吾
志
卜
途
ヲ
一
｝
一
ス
。
因
テ
今
之
二

倣
フ
ト
爾
ヵ
云
。
（
林
洞
洞
海
訳
に
よ
る
）
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
し
て
も
、
イ
ペ
イ
の
著
作
の
声
価
が
当
時
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
り
我
が
国
の
蘭
学
者
の
間
の
み
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
間
で
も
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
し
得
る
の
で

仁
《
》
フ
（
》
０
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蘭
文
テ
キ
ス
ト
に
製
法
の
示
さ
れ
て
い
な
い
薬
剤
に
つ
い
て
は
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
ま
た
は
『
同
補
緯
』
を
参
照
し
、
更
に
こ
れ
ら
両
書
に

も
記
載
の
無
い
場
合
に
は
『
和
蘭
局
方
』
に
拠
っ
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
二
者
の
場
合
は
、
既
に
版
本
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も

あ
る
の
で
、
重
復
の
煩
を
省
き
、
単
に
一
名
一
ま
た
は
禰
一
の
符
号
を
記
し
て
文
献
探
索
の
便
に
供
し
た
が
、
『
和
藺
局
方
』
に
拠
っ
た
場
合
は
、

必
要
部
分
を
原
テ
キ
ス
ト
の
訳
文
に
増
補
し
、
園
の
符
号
を
つ
け
た
。
こ
の
旨
は
伊
東
南
洋
の
記
し
た
同
書
凡
例
に
見
え
る
が
、
こ
の
点

が
記
者
ら
の
最
大
の
苦
心
の
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
に
い
う
『
和
蘭
局
方
』
と
既
述
の
本
文
巻
一
括
套
の
い
う
『
和
蘭
局

方
』
と
は
無
論
別
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
興
味
深
い
の
は
、
緒
方
富
雄
氏
著
の
『
緒
方
洪
庵
伝
』
中
に
、
洪
庵
が
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
頃
、

『
和
蘭
局
方
』
の
一
部
を
記
し
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
と
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
の
増
補
作
業
と
が
一
つ
の
線

で
つ
な
が
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三
、
『
膠
柱
方
』
の
薬
物

『
膠
柱
方
』
の
本
文
は
八
八
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
冒
頭
の
一
六
節
は
、
い
わ
ば
総
論
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
入
門

し
た
塾
生
が
最
初
に
教
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
一
六
節
中
の
最
後
の
一
節
は
、
あ
と
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
形
式
内
容
と
も
に
他
の
一
節
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
冒
頭
に
「
十
六
剤
」
と
表
題
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
加
え

た
一
六
節
を
と
り
あ
え
ず
一
括
し
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
「
十
六
剤
」
と
は
、
揮
発
剤
、
渭
凉
剤
、
緩
和
剤
、
強
壮
剤
、
鎮
痙
剤
、
健
胃
剤
、

発
汗
剤
、
利
尿
剤
、
緩
下
剤
蕊
諮
疾
剤
、
解
凝
剤
、
駆
虫
剤
、
排
毒
剤
、
駆
徽
剤
、
初
生
下
剤
、
発
表
泡
剤
で
あ
る
。
そ
し
て
発
表
泡
剤
を
除

く
一
五
剤
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
四
種
の
薬
物
を
あ
げ
る
。
た
と
え
ば
揮
発
剤
と
し
て
は
、
榿
葉
、
加
密
列
、
纈
草
、
白
正
の
名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
薬
物
の
用
量
や
調
剤
法
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
一
薬
物
が
二
剤
以
上
に
重
出
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
例
え
ば
榿

葉
は
揮
発
剤
の
ほ
か
に
鎮
屋
剤
の
部
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
無
論
、
い
わ
ゆ
る
揮
発
剤
は
こ
れ
ら
四
品
だ
け
で
は
な
く
非
常
に
た
く
さ
ん
あ

る
の
だ
が
、
上
掲
の
四
品
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
代
表
的
と
は
、

122



薬
効
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
駆
徽
剤
の
項
に
水
銀
剤
が
全
く
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
水
銀
剤
は
各
論
の
方
で
は
頻
回
に
で
て
く
る
の
で
、
洪
庵
が
水
銀
剤
の
使
用
に
否
定
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
水

銀
剤
は
化
学
療
法
前
の
駆
梅
剤
の
花
形
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
副
作
用
の
は
げ
し
い
こ
と
も
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
。
総
論
の
駆
徴
剤
中
に
水
銀

剤
を
敢
て
記
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
洪
庵
の
塾
生
指
導
の
周
到
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
水
銀
剤
と
は
違
っ
た
恐
ら
く
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
幾
那
が
総
論
中
に
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
あ
げ
る
な
ら
強
壮
剤
中
に
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
キ
ナ
皮
と
強
壮
剤
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
現
在
の
常
識
か
ら
す
る
と
鞘
々
見
当
は
ず
れ
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
イ

ペ
イ
は
キ
ナ
皮
を
強
壮
剤
（
ぐ
曾
翼
曾
斎
且
①
冨
巨
号
房
己
中
に
入
れ
、
ワ
ー
ト
ル
は
こ
れ
を
強
壮
解
熱
剤
（
ぐ
臼
巽
①
鼻
①
ロ
烏
①
目
百
○
国
ゅ
‐

号
曽
①
口
号
巨
冨
号
房
目
）
中
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
総
論
の
一
五
剤
の
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
薬
物
は
、
薬
効
の
点
玲
副
作
用
の
点
、
経
済
性
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
考
慮
し

て
ま
ず
無
難
と
み
ら
れ
る
も
の
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

総
論
部
分
の
薬
物
分
類
法
を
考
え
る
た
め
に
、
別
表
に
イ
ペ
ィ
の
『
薬
性
論
』
（
原
テ
キ
ス
ト
と
青
地
林
宗
、
藤
林
普
山
の
邦
訳
書
参
照
）
、
ワ
ー

ト
ル
の
『
薬
性
論
』
（
林
洞
海
の
邦
訳
版
本
に
よ
る
。
蘭
名
は
邦
訳
書
記
載
の
カ
ナ
文
字
を
原
語
に
な
お
し
た
）
、
プ
ラ
ッ
ヘ
の
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
（
邦

訳
名
の
み
、
緒
方
洪
庵
、
青
木
周
弼
、
伊
東
南
洋
共
訳
書
に
よ
る
）
ら
に
み
ら
れ
る
薬
品
分
類
を
一
括
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。

ゴ
ル

な
お
、
当
時
の
薬
品
分
類
法
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ト
ル
の
『
薬
性
論
』
の
凡
例
中
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
我
爾

卜
ル
ゲ
副
ッ
ペ
ロ
ー
ブ
ラ
ン
デ
サ
ク
ス
イ
ヤ
ン

リ
ン
ナ
ウ
ス

徳
児
、
業
胴
百
洛
、
歩
間
徳
、
雑
屈
西
、
英
ら
は
「
韻
二
従
」
っ
て
、
つ
ま
り
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
薬
品
を
配
列
し
て
お
り
、
林
梛
私
（
リ

ペ
ル
革
．
１
イ
ス
、
、
、
ユ
ル
ラ
ク
メ
リ
ン

ホ
ウ
ル
コ
ロ

ン
ネ
）
は
「
自
家
本
草
ノ
学
一
一
由
」
っ
て
分
類
し
、
別
而
鳩
斯
、
膠
爾
罹
、
屈
墨
林
ら
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
保
烏
児
箇
魯
は
「
与
酸
奪
酸
ノ
ー
類
」
、

ビ
ス
ヨ
フ

カ
ル
テ
ウ
セ
ル
グ
レ
ヂ
ト
ス
モ
ン
ロ
プ
レ
ン
キ
ス
プ
レ
ン

つ
ま
り
酸
塩
基
に
よ
っ
て
分
け
、
毘
斯
骨
布
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
と
い
う
。
ま
た
加
爾
僅
烏
設
爾
、
机
礼
直
多
西
、
蒙
洛
、
布
欽
幾
、
私
仏
拐

ゲ
ル
ヘ
ッ
ケ
ル
リ
プ
テ
ル

業
爾
、
協
劫
児
、
利
弗
的
児
ら
は
「
合
薬
家
及
上
舎
密
家
ノ
説
一
一
随
」
っ
て
、
つ
ま
り
薬
品
の
化
学
的
特
性
に
準
拠
し
て
分
類
し
、
「
嘗
テ
余

ホ
ル
テ
レ
ン

（
ワ
ー
ト
ル
）
が
著
ス
方
ノ
方
言
モ
亦
之
二
倣
」
っ
た
と
い
う
。
更
に
訶
爾
的
傍
は
ま
ず
「
天
地
間
ノ
三
属
」
、
つ
ま
り
動
鉱
植
物
の
三
類
に
大
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『
袖
珍
内
外
方
叢
』
の
分
類
法
は
睾

従
っ
て
細
別
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

そ
し
て
『
膠
柱
方
』
の
総
論
部
分
は
イ
ペ
ィ
・
ワ
ー
ト
ル
方
式
で
あ
る
。

『
樛
柱
方
』
の
十
六
剤
の
中
に
は
、
字
義
の
明
白
な
も
の
と
あ
い
ま
い
な
も
の
が
あ
る
。
鎮
産
剤
、
発
汗
剤
、
利
尿
剤
、
緩
下
剤
、
舗
疾
剤

（
怯
疾
剤
）
、
駆
虫
剤
、
駆
徽
剤
、
初
生
下
剤
、
発
表
泡
剤
（
治
虎
狼
猩
病
）
な
ど
は
明
白
な
方
の
例
で
あ
り
、
揮
発
剤
、
清
凉
剤
、
緩
和
剤
、
強

壮
剤
、
解
凝
剤
、
排
毒
剤
な
ど
は
あ
い
ま
い
な
方
の
例
で
あ
る
。
今
日
で
も
強
壮
剤
、
健
胃
剤
な
ど
の
言
葉
は
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
や
は
り

そ
の
意
義
は
明
瞭
で
な
い
。
特
に
甚
し
い
の
は
強
壮
剤
の
方
で
、
こ
れ
は
『
膠
柱
方
』
の
頃
と
今
日
と
で
は
ま
っ
た
く
イ
メ
ー
ジ
が
変
っ
て
い

る
。
次
に
意
義
不
明
確
な
分
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
み
る
。

揮
発
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
榿
葉
、
加
密
列
、
纈
草
、
白
孟
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
ペ
ィ
に
は
揮
発
剤
の
目
は
な
く
、
ワ
ー
ト
ル
は

揮
発
衝
動
剤
の
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
定
義
と
し
て
ワ
ー
ト
ル
は
「
揮
発
衝
動
剤
ハ
、
其
力
速
一
一
全
身
諸
器
、
殊
一
一
神
経
｝
一
弥
漫
シ
テ
、

揮
発
衝
動
ス
ト
錐
モ
久
シ
ク
体
中
一
一
保
持
ス
ル
可
能
ハ
ズ
。
薬
力
醒
メ
来
レ
バ
、
衰
弱
随
テ
生
ズ
。
是
し
保
固
強
壮
剤
一
一
異
ナ
ル
所
ナ
リ
」
と

イ
ペ
イ

別
し
、
こ
れ
を
「
薬
性
ノ
目
一
一
見
ル
ベ
キ
者
二
従
」
っ
て
細
別
し
た
。
ま
た
依
百
乙
は
「
薬
効
ノ
尤
モ
著
明
一
一
シ
テ
指
画
ス
ベ
キ
者
ヲ
取
」
っ

て
分
類
し
た
。
そ
し
て
ワ
ー
ト
ル
は
結
論
と
し
て
云
う
。
「
薬
品
ノ
分
類
是
ノ
如
ク
各
異
ニ
シ
テ
、
其
善
悪
モ
亦
各
相
半
ハ
ス
。
之
ヲ
以
テ
予

ガ
此
挙
一
一
於
ル
。
望
洋
ト
シ
テ
従
う
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
然
卜
錐
モ
霜
一
一
謂
ラ
ク
。
此
書
畢
寛
初
学
ノ
為
｝
一
著
ス
者
ナ
リ
。
故
一
一
古
人
ノ
分
類
法
中

尤
モ
習
学
シ
易
ク
尤
モ
治
療
一
一
便
ナ
ル
者
一
一
従
ハ
ン
」
。
結
果
と
し
て
は
、
す
で
に
緒
論
で
引
い
た
よ
う
に
ワ
ー
ト
ル
は
イ
ペ
ィ
に
範
を
と
っ

た
の
で
あ
り
、
別
褐
の
よ
う
に
、
若
干
の
相
異
は
あ
っ
て
も
大
綱
と
し
て
は
イ
ペ
イ
の
分
類
法
、
つ
ま
り
薬
効
的
分
類
法
に
従
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
校
訂
者
の
ブ
ラ
シ
へ
も
原
著
の
意
を
尊
重
し
て
、
「
抑
寅
氏
ガ
著
ス
所
ノ
薬
性
論
ハ
世
人
能
ク
之
ヲ
知
ル
。
故
二
予
ヵ
此
挙
只
強
壮
解
熱

剤
篇
一
一
於
テ
、
香
霞
収
欽
楽
卜
苦
味
収
欽
薬
ト
ヲ
分
ツ
ノ
外
、
毫
モ
其
体
裁
ヲ
変
ズ
ル
ー
ナ
シ
」
と
の
態
度
を
と
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

薬
効
別
分
類
法
は
変
遷
を
経
つ
つ
も
そ
の
後
の
薬
品
分
類
法
の
主
流
と
し
て
現
在
に
ひ
き
つ
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ホ
ヰ
テ
レ
ン

『
袖
珍
内
外
方
叢
』
の
分
類
法
は
前
述
中
の
訶
爾
的
榴
方
式
、
つ
ま
り
ま
ず
動
鉱
植
物
の
三
類
に
分
け
た
の
ち
、
薬
性
の
見
る
べ
き
も
の
に
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述
べ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
推
す
と
、
速
効
性
で
作
用
持
続
の
短
い
興
奮
剤
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
『
膠
柱
方
』
所
載
の
四
品
中
で
は
白
並
だ

け
が
ワ
ー
ト
ル
の
揮
発
衝
動
薬
中
に
と
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
は
植
物
性
薬
中
に
揮
発
油
性
薬
の
目
を
立
て
、
動
物
性
薬

中
に
揮
発
薬
の
目
を
立
て
て
い
る
。
揮
発
油
性
薬
な
ら
、
有
効
成
分
と
し
て
揮
発
油
を
含
有
し
て
い
る
薬
品
を
さ
す
こ
と
は
明
白
だ
が
、
こ
の

中
に
『
膠
柱
方
』
所
載
の
四
品
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
薬
効
別
と
い
う
よ
り
は
化
学
組
成
に
よ
っ
た
も
の
で
、
『
袖
珍
内
外

方
叢
』
は
こ
の
両
様
の
分
類
法
が
混
渭
し
て
い
る
。

清
凉
剤
は
イ
ペ
イ
も
ワ
ー
ト
ル
も
目
を
立
て
て
い
る
。
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
は
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。
イ
ペ
ィ
に
よ
れ
ば
、
「
清
涼
剤
ハ

血
液
運
行
ノ
大
過
已
甚
ナ
ル
ヲ
制
シ
身
体
ノ
大
熱
ス
ル
ヲ
減
ズ
ル
薬
」
で
あ
り
、
ワ
ー
ト
ル
に
よ
れ
ば
、
「
人
体
生
々
ノ
機
殊
一
一
心
臓
脈
管
ノ

動
作
抗
拒
等
大
一
一
抗
進
ス
ル
者
ヲ
調
達
シ
テ
、
以
テ
非
常
ノ
熱
度
ヲ
抑
制
ス
ル
者
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
意
義
の
明
確
を
欠
く
が
、
イ
ペ
ィ

は
栗
整
子
、
拘
機
汁
、
仏
甲
草
、
蔬
菜
、
テ
ー
ル
ワ
ー
ト
ル
、
熟
果
、
酒
石
酸
塩
、
渭
凉
仁
、
酸
模
、
硝
石
、
硝
石
精
（
い
ず
れ
も
青
地
林
宗
の

訳
名
）
を
あ
げ
、
ワ
ー
ト
ル
は
水
、
氷
、
拘
機
汁
、
酸
模
、
酷
、
酒
石
酸
、
珊
酸
、
硝
石
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
概
し
て
今
云
う
清
凉
飲

料
に
近
い
も
の
だ
が
、
『
樛
柱
方
』
は
茅
根
、
蒲
公
英
、
大
麦
、
干
姜
の
四
品
を
あ
げ
て
、
上
記
二
者
と
は
全
く
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
茅

根
は
イ
ペ
イ
で
は
融
解
剤
（
青
地
訳
名
、
『
膠
柱
方
』
の
解
凝
剤
に
あ
た
る
）
に
属
し
て
い
る
が
、
「
此
ヲ
熱
性
ノ
病
一
一
処
ス
ル
モ
害
ヲ
ナ
ス
ニ
至
フ

ズ
。
：
。
：
此
ヲ
煎
剤
ト
シ
諸
熱
病
ノ
少
シ
ク
倣
衝
ヲ
兼
ル
者
一
一
用
テ
無
危
ノ
良
剤
ト
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
蒲
公
英
に
つ
い
て
『
遠
西
医
方
名
物

考
』
（
以
下
単
に
『
遠
西
』
）
は
、
「
熱
病
及
ビ
間
歌
熱
ヲ
解
シ
、
胆
液
過
多
ノ
人
一
一
効
ア
リ
、
是
し
倣
衝
質
ノ
稠
厚
ナ
ル
血
ヲ
稀
釈
ス
レ
バ
ナ
リ
」

ユ
ル

と
記
し
て
い
る
。
大
麦
に
つ
い
て
は
『
遠
西
』
は
、
「
性
凉
、
熱
ヲ
解
シ
酷
属
液
ヲ
甘
メ
悪
液
ヲ
除
キ
小
便
ヲ
利
シ
身
体
ヲ
栄
養
ス
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
こ
に
「
性
凉
」
と
あ
る
の
は
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
伝
統
に
よ
る
薬
性
の
表
現
法
で
、
薬
物
の
基
本
的
性
質
と
し
て
寒
（
冷
）
、
熱
（
温
）
、

湿
、
乾
を
述
べ
た
も
の
の
例
で
あ
り
、
中
国
に
も
似
た
概
念
が
あ
り
、
古
来
薬
性
の
寒
熱
温
凉
を
い
う
。
と
こ
ろ
が
干
姜
は
中
国
で
は
代
表
的

な
熱
薬
の
一
つ
で
あ
り
、
西
洋
本
草
で
も
従
来
熱
薬
（
例
え
ば
ロ
ニ
ヶ
ル
ス
ス
の
本
草
書
で
は
三
度
の
熱
と
一
度
の
湿
と
し
て
い
る
。
一
度
が
最
も
程
度

が
弱
く
、
三
度
が
最
も
強
い
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
（
以
下
単
に
『
薬
鏡
』
）
は
姜
（
生
乾
の
別
を
記
し
て
い
な
い
が
、
西
洋

125



強
壮
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
鹿
角
、
水
楊
梅
、
榿
皮
、
木
香
の
四
品
を
し
て
い
る
。
イ
ペ
イ
青
地
訳
の
強
壮
剤
は
ぐ
①
厨
蔚
禺
①
且
①
冨
鹿

号
一
①
巨
の
訳
語
で
、
藤
林
は
こ
れ
を
健
補
薬
と
し
て
い
る
。
ワ
ー
ト
ル
に
は
強
壮
解
熱
剤
の
目
が
あ
り
、
原
名
は
く
①
届
訂
烏
①
且
の
①
邑
冒

、
扇
島
一
言
の
目
①
巨
昼
号
］
①
ロ
で
あ
る
。
イ
ペ
イ
は
「
強
壮
剤
ハ
衰
脱
乏
欠
ス
ル
精
力
ヲ
復
ス
ル
功
ア
ル
薬
ヲ
謂
フ
」
と
し
、
カ
ス
カ
リ
ラ
、

で
は
主
に
乾
燥
品
を
使
う
）
に
つ
い
て
「
此
薬
ハ
熱
ヲ
起
サ
ズ
血
液
ノ
運
行
ヲ
増
進
セ
ズ
シ
テ
飲
食
ノ
消
化
ヲ
進
メ
殊
二
過
酒
二
因
ヲ
発
ス
ル
胃

虚
ノ
諸
症
ヲ
治
ス
。
是
ヲ
以
テ
又
痛
風
ヲ
緩
解
シ
及
ビ
其
毒
ノ
潜
伏
内
攻
ヲ
防
護
ス
」
と
記
し
て
を
り
、
『
膠
柱
方
』
が
干
姜
を
清
凉
剤
と
し

た
の
は
恐
ら
く
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
根
拠
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
『
膠
柱
方
』
の
清
凉
剤
は
イ
ペ
イ
や
ワ
ー
ト
ル
の

そ
れ
と
は
違
っ
た
方
向
を
う
ち
だ
し
て
お
り
、
洪
庵
独
自
の
見
識
に
も
と
ず
く
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
消
炎
と
い
う
よ
う

な
も
の
に
似
た
概
念
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

緩
和
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
右
薬
、
葵
根
、
麦
門
（
冬
）
、
亜
麻
仁
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
ペ
イ
藤
林
訳
は
君
⑦
鼻
ョ
農
⑦
且
①
ご
己
‐

烏
一
①
ロ
を
緩
和
薬
と
す
る
。
同
じ
語
が
青
地
訳
で
は
軟
和
剤
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ワ
ー
ト
ル
林
訳
で
は
ぐ
①
且
四
目
①
且
①
巨
日
号
帝
国
に

緩
和
剤
の
語
を
与
え
て
い
る
。
言
①
鼻
日
農
①
目
は
「
軟
く
す
る
」
の
意
で
あ
り
、
く
①
吊
冨
ｇ
①
ロ
は
「
（
筋
肉
な
ど
の
緊
張
を
）
ゆ
る
め
る
」
意

で
あ
る
。
弓
①
禺
日
鼻
①
ロ
の
方
が
よ
り
包
摂
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
ま
ず
同
じ
方
向
の
薬
の
グ
ル
ー
プ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

イ
ペ
ィ
は
「
軟
和
剤
ハ
粘
膠
油
脂
ノ
質
一
一
シ
テ
此
一
一
由
テ
硬
強
ノ
部
ヲ
軟
和
シ
刺
激
ノ
物
ヲ
挫
鋭
ス
。
常
二
経
久
セ
ル
癖
痛
及
ビ
準
塞
ヲ
治
ス

ル
ノ
功
ア
リ
（
青
地
訳
）
」
と
述
べ
、
ワ
ー
ト
ル
は
「
大
凡
人
体
ノ
筋
肉
線
維
ヲ
縦
緩
ス
ル
ノ
能
力
ア
ル
者
、
是
ヲ
緩
和
剤
卜
謂
フ
」
と
述
べ
て

い
る
。
『
膠
柱
方
』
の
四
品
中
イ
ペ
ィ
の
軟
和
剤
（
緩
和
薬
）
に
と
ら
れ
て
い
る
の
は
亜
麻
仁
だ
け
で
、
ワ
ー
ト
ル
に
と
ら
れ
て
い
る
の
は
葵

根
、
亜
麻
仁
の
二
品
で
あ
る
。
苛
薬
は
イ
ペ
ィ
で
は
鎮
痙
剤
中
に
と
ら
れ
て
お
り
、
ワ
ー
ト
ル
は
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。
麦
門
冬
は
純
粋
な

漢
薬
で
西
洋
で
使
わ
れ
た
例
は
な
い
。
苛
薬
と
麦
門
冬
は
古
来
漢
方
で
筋
肉
の
過
緊
張
を
緩
解
す
る
目
的
で
使
わ
れ
て
き
た
。
洪
庵
の
み
な
ら

ず
、
間
方
諸
家
は
西
洋
生
薬
の
代
替
品
を
和
漢
生
薬
に
求
め
る
こ
と
に
種
々
工
夫
を
こ
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
例
と
み
る
こ
と
が
で
き

るず
○ ，
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コ
ロ
ン
ボ
、
桂
皮
浄
水
楊
梅
》
キ
ナ
皮
や
サ
ル
ビ
ア
蕊
へ
ラ
オ
オ
》
バ
コ
蕊
ブ
ド
ウ
酒
、
鉄
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
ワ
ー
ト
ル
は
強
壮
解
熱
剤
の

定
義
は
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
支
目
の
一
つ
、
保
固
強
壮
薬
（
８
日
ａ
の
ぐ
①
厨
扇
島
①
且
①
巨
昼
烏
］
①
ロ
）
に
対
し
て
は
、
「
苦
味
ノ
質
ヲ
以
テ

腸
胄
ノ
運
営
ヲ
調
理
シ
、
消
食
機
及
ビ
其
機
一
一
関
係
セ
ル
諸
般
ノ
官
能
ヲ
勧
発
ス
。
故
一
一
或
ハ
健
胃
薬
卜
曰
フ
」
と
述
べ
て
い
る
。
既
述
の
揮

発
剤
の
項
で
引
い
た
ワ
ー
ト
ル
の
揮
発
衝
動
剤
と
保
固
強
壮
剤
と
の
鑑
別
と
照
合
し
て
考
え
る
と
前
者
が
芳
香
健
胃
剤
で
後
者
が
苦
味
健
胃
剤

の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
あ
げ
ら
れ
た
薬
品
を
み
る
と
必
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
ワ
ー
ト
ル
に
は
健
胃
剤
の
目
は
な
い
が
、
『
膠
柱
方
』

で
は
強
壮
剤
と
は
別
に
健
胃
剤
の
目
を
立
て
て
い
る
。
と
も
か
く
も
現
在
き
わ
め
て
莫
然
と
し
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
強
壮
剤
の
概
念
と
は

よ
ほ
ど
変
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
な
い
。
ま
た
木
香
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
洋
で
は
土
木
香
（
冒
昌
色
西
里
①
。
旨
日
）
を
使
う

が
、
關
方
諸
家
は
こ
の
代
替
品
と
し
て
漢
方
で
古
く
よ
り
使
わ
れ
て
い
る
木
香
（
留
巨
朋
昌
８
訂
９
ｍ
）
を
よ
く
使
っ
た
。
同
じ
キ
ク
科
植
物

健
胃
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
差
活
、
陳
皮
、
半
夏
、
縮
砂
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
ペ
イ
、
ワ
ー
ト
ル
と
も
に
健
胃
剤
の
名
の
目
は
な

い
。
ワ
ー
ト
ル
の
保
固
強
壮
薬
が
健
胄
剤
に
相
当
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
健
胃
剤
と
い
う
言
葉
は
今
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
が
厳
密
に
定

義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
冑
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
の
症
状
を
軽
減
し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
薬
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
差
活
、
陳

皮
、
半
夏
、
縮
砂
の
四
品
は
い
ず
れ
も
漢
方
で
重
用
さ
れ
る
薬
物
で
あ
る
。

■

解
凝
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
蜀
羊
泉
、
蒲
公
英
、
半
夏
、
良
姜
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
ワ
ー
ト
ル
林
訳
は
解
凝
剤
の
目
を
あ
げ
て
い

る
。
原
名
は
ｇ
さ
め
砂
①
目
①
冨
丘
烏
一
①
弓
で
あ
る
。
イ
ペ
ィ
も
同
名
の
目
を
あ
げ
て
い
る
が
青
地
訳
で
は
融
解
剤
、
藤
林
訳
で
は
開
塞
塞
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ペ
ィ
青
地
訳
で
は
「
身
体
彼
此
ノ
空
塞
ヲ
融
解
シ
、
血
液
ノ
凝
結
ヲ
澳
解
ス
ル
ノ
功
ア
ル
薬
ヲ
融
解
剤
ト
名
ク
」
と
あ
り
、
ワ
ー

ト
ル
に
は
「
夫
薬
石
ハ
大
抵
解
凝
ノ
効
ア
ル
者
多
キ
｝
一
居
ル
。
故
一
一
画
然
ト
シ
テ
此
名
称
ヲ
定
ム
ル
可
甚
タ
難
シ
ト
雛
モ
、
今
予
姑
ク
其
各
自

固
有
ノ
衝
動
性
ヲ
以
テ
、
喜
ン
デ
液
ヲ
含
ム
ノ
地
及
ピ
之
ヲ
分
泌
ス
ル
部
一
一
走
り
、
其
部
ノ
機
能
ヲ
奮
発
シ
テ
蓄
液
ヲ
誘
蕩
シ
、
能
ク
其
レ
ヲ

シ
テ
健
運
融
通
ス
ル
可
ヲ
得
セ
シ
メ
又
其
漏
排
泄
除
二
便
ナ
ル
者
ハ
、
其
漏
泄
排
除
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
者
ヲ
撰
テ
、
以
テ
之
一
一
解
凝
薬
ノ
名
ヲ
命

で
あ
る
が
属
を
異
に
し
て
い
る
。
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ズ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
解
離
剤
と
は
非
生
理
的
な
血
液
乃
至
は
体
液
の
疲
滞
凝
結
を
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
病
理
説
は
西
洋
に
も
東
洋
に
も
伝
統
的
に
あ
り
、
中
国
で
は
疲
血
、
疾
飲
、
ま
た
よ
っ
て
生
ず
る
凝
結
を
積
聚
な
ど
と
よ
ん

だ
。
現
在
で
も
ド
イ
ツ
の
民
間
薬
物
書
に
囚
員
Ｈ
①
冒
億
匡
品
の
日
胃
①
一
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
み
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
ま
た
各
種
臓
器

の
秘
結
２
閂
ｍ
８
℃
冒
邑
巴
を
開
き
散
ず
る
（
①
Ｒ
民
ロ
①
口
巨
目
旦
働
コ
ロ
目
④
島
①
己
）
と
い
う
よ
う
な
表
現
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
病
理
観
を
背

景
に
し
て
考
え
ね
ば
解
凝
剤
の
意
義
は
理
解
で
き
な
い
。

排
毒
剤
と
し
て
『
膠
柱
方
』
は
杜
松
木
、
蜀
羊
泉
、
杜
松
子
、
山
牛
房
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
排
毒
剤
に
相
当
す
る
目
は
イ
ペ
ィ
に
も
ワ

Ｏ

Ｉ
ト
ル
に
も
み
あ
た
ら
な
い
。
現
在
解
毒
剤
と
莫
然
と
よ
ん
で
い
る
も
の
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
種
の
概
念
は
東
西
と
も

に
古
代
か
ら
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
『
膠
柱
方
』
所
載
の
薬
物
か
ら
み
る
と
こ
の
場
合
は
主
に
皮
層
秘
尿
器
科
領
域
の
疾
患
が
主
た
る

対
象
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
山
牛
房
で
あ
る
が
、
今
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
と
云
え
ば
勺
ご
ｇ
一
胃
８

の
⑳
。
巳
の
ロ
国
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
根
は
中
国
で
商
陸
と
呼
ば
れ
、
利
尿
剤
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
西
洋
で
は
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
に
使

わ
れ
た
。
一
方
零
コ
ポ
ウ
の
方
は
少
禺
ｇ
盲
目
一
眉
冒
で
西
洋
で
古
く
か
ら
利
尿
、
発
汗
の
目
的
で
使
わ
れ
、
漢
方
で
も
利
尿
、
解
毒
な
ど
の
効
が

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
や
や
こ
し
く
な
る
の
は
藤
林
普
山
が
ゴ
ボ
ウ
つ
ま
り
Ｐ
Ｈ
ｇ
旨
日
一
号
息
に
山
牛
等
の
名
を
与
え
、
宇
田
川

榛
斎
の
『
和
蘭
薬
鏡
』
が
こ
れ
を
踏
襲
し
た
こ
と
で
あ
る
。
『
薬
鏡
』
巻
五
の
山
牛
芳
の
項
に
宇
田
川
椿
庵
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
「
椿

按
二
山
牛
芳
ハ
牛
芳
ノ
ー
種
一
一
シ
｜
プ
花
葉
亦
是
一
一
類
ス
。
商
陸
ノ
『
ヤ
マ
今
コ
ボ
ウ
』
卜
異
ナ
リ
」
。
イ
ペ
ィ
青
地
訳
や
ワ
ー
ト
ル
林
訳
も
、

少
Ｈ
ｇ
旨
ョ
茜
で
園
に
山
牛
菩
の
名
を
あ
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
膠
柱
方
』
は
排
毒
剤
中
に
山
牛
房
を
記
し
、
駆
徽
剤
中
に
牛
房
を
記
し
て

い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
両
者
と
も
に
コ
ポ
ウ
シ
吋
旦
言
日
置
ロ
層
を
さ
す
と
考
え
た
い
。
と
い
う
の
は
『
膠
柱
方
』
の
薬
名
記
載
は

余
り
神
経
質
で
な
く
、
あ
る
い
は
縮
砂
と
書
き
、
ま
た
宿
砂
と
書
き
、
あ
る
い
は
杜
松
子
と
書
き
、
ま
た
土
松
子
と
書
い
て
い
る
よ
う
な
具
合

だ
か
ら
で
あ
る
。
げ
ん
に
山
牛
芳
を
山
午
房
と
、
牛
菩
を
午
房
と
記
し
て
い
る
。
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ま
た
本
文
と
は
別
に
欄
外
に
記
さ
れ
た
処
方
が
二
一
方
あ
り
、
こ
れ
に
は
①
、
②
の
如
く
番
号
を
附
し
た
。

本
文
中
、
及
び
欄
外
の
方
中
に
で
て
く
る
す
べ
て
の
薬
物
を
別
表
に
し
て
、
各
品
の
材
料
、
薬
効
、
及
び
漢
方
、
イ
ペ
ィ
、
ワ
ー
ト
ル
、
『
遠

西
』
、
『
薬
鏡
』
、
『
内
外
』
の
各
耆
に
記
載
の
有
無
を
示
し
、
更
に
下
欄
に
は
当
該
薬
物
の
記
さ
れ
て
い
る
本
文
ま
た
は
欄
外
の
条
文
の
番
号
を

列
挙
し
た
。
ま
た
余
白
に
若
干
の
備
考
を
附
記
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
書
の
処
方
の
適
応
症
を
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
天
保
九
年
当
時
の
適
々
斎
塾
の
治
療
の
実
態
を
推
測
し

得
る
と
思
う
。

四
、
結
語

緒
方
洪
庵
と
そ
の
家
塾
で
あ
る
適
々
斎
塾
が
日
本
の
近
代
医
学
史
に
占
め
る
意
義
に
つ
い
て
は
賛
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
ら

に
関
す
る
資
料
、
研
究
も
す
で
に
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
今
回
た
ま
た
ま
発
見
さ
れ
た
『
膠
柱
方
』
は
洪
庵
開
塾
当
時
の
塾

生
指
針
書
と
い
う
い
わ
ば
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
ン
ド
の
資
料
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

こ
の
仕
事
に
費
し
た
日
子
の
割
に
は
貧
し
い
小
著
で
あ
る
が
、
同
学
の
諸
兄
姉
の
御
叱
正
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
研
究
を
私
に
託
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
便
宜
と
助
言
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
緒
方
富
雄
先
生
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

冒
頭
の
一
六
剤
に
続
い
て
は
四
種
の
泡
剤
、
六
種
の
熨
剤
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
二
六
剤
に
つ
い
て
は
分
量
の
指
示
は
な
い
。

そ
れ
以
下
は
完
全
な
処
方
の
体
裁
を
と
り
分
量
が
示
さ
れ
、
且
つ
一
部
の
例
外
を
除
き
そ
れ
ぞ
れ
に
処
方
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
山

奈
健
胃
丸
、
和
胸
丸
の
如
く
で
あ
る
。
各
処
方
の
適
応
症
の
指
示
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
上
述
二
方
の
よ
う
に
処
方
名
か
ら
推
測
で
き
る

も
の
も
多
い
。
し
か
し
二
胆
丸
（
龍
胆
、
牛
胆
各
適
宜
）
の
よ
う
に
処
方
名
か
ら
は
適
応
症
が
類
推
で
き
ぬ
も
の
も
相
当
数
あ
る
。

そ
し
て
本
文
は
総
計
八
八
節
か
ら
な
る
こ
と
を
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
今
、
便
宜
上
こ
れ
ら
に
番
号
を
附
し
た
。
１
，
２
の
如
く
で
あ

る
0
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11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

膠
柱
方
序

疾
病
百
端
。
各
人
各
部
異
其
性
。
随
地
随
時
症
状
相
差
。

不
臨
機
処
変
何
能
得
治
之
。
而
預
設
方
実
属
干
膠
柱
鼓

惹
也
。
然
不
預
設
方
則
未
熟
之
徒
対
患
者
苦
方
之
卒
難

処
。
動
諏
至
子
病
与
方
霄
壌
相
反
突
。
故
今
撰
用
之
無

過
服
之
少
害
。
味
不
甚
悪
者
数
方
便
干
免
其
急
苦
。
名

謂
之
膠
柱
方
。

天
保
戊
戌
冬
十
二
月
適
盈
斎
主
人
誌

適
々
斎
薬
室
膠
柱
方

十
六
剤

揮
発
剤
梧
葉
加
密
列
纈
草
白
正

渭
凉
剤
茅
根
蒲
公
英
大
麦
干
姜

＊

緩
和
剤
苛
薬
‐
葵
根
麦
門
亜
麻
仁

＊

強
壮
剤
鹿
角
水
楊
梅
登
皮
木
香

＊

鎮
疫
剤
薑
葉
香
苛
薬
縮
砂

＊

健
胃
剤
売
活
陳
皮
半
夏
宿
砂

発
汗
剤
茅
根
葵
花
接
骨
花
紫
蘇

＊

＊
＊

利
尿
剤
茅
根
土
松
子
接
骨
花
王
塩

緩
下
剤
甘
草
潟
利
塩
大
黄
干
姜

＊

諮
疾
剤
無
花
果
蔵
冬
花
杜
松
子
杏
仁

解
凝
剤
蜀
羊
泉
蒲
公
英
半
夏
良
姜

適
々
斎
薬
室
膠
柱
方

警
麦
門
冬

筈
榿
皮

弄
橿
葉

＊

縮
砂

讐
杜
松
子

＊
本覇

王
塩

＊欺
冬
花

16 15 14 13 1220 19 18 172726 25 242322 2128

＊

駆
虫
剤
海
人
草
半
夏
再
那
甘
草

＊

排
毒
剤
杜
松
木
蜀
羊
泉
杜
松
子
山
午
房

＊

＊
＊

駆
徽
剤
茅
根
奇
良
蜀
羊
泉
午
房

初
生
下
剤
蒲
公
英
大
黄
半
夏
甘
草

発
表
泡
剤
治
虎
狼
狸
病

＊
１
＊
２
＊
３
＊
４
＊
５
＊
６
＊
７

霊
二
加
密
二
纈
三
丁
六
薄
三
接
二
首
四
木
香
二

〔
大
塚
注
・
右
の
漢
数
字
は
重
量
を
示
す
と
思
わ
れ
る

が
単
位
は
不
詳
〕

泡
剤

＊

健
胃
泡
剤
榿
皮
薄
荷
宿
砂
木
香
良
姜＊

鎮
座
泡
剤
榿
葉
薄
荷
加
密
列
丁
香
桂
支＊

発
汗
泡
剤
紫
蘇
接
骨
木
花
加
密
列
甘
草
桂
支

緩
下
泡
剤
潟
利
塩
大
黄
箇
香
薄
荷
姜

熨
剤

三
葵
蒸
剤
葵
根
葵
花
葵
葉

＊

花
売
熨
方
苦
慧
鵜
粟
売
接
骨
花

＊

甲
眼
蒸
剤
葵
花
接
骨
木
花
嬰
粟
売

乙
眼
蒸
剤
苦
昔
水
楊
梅
攻
塊
花

消
倣
冷
熨
礪
硝
酷
水

＊

暑
払
枇
杷
葉
宿
砂
木
香
紫
蘇
香
附
子
甘
草

山
奈
健
胃
丸

山
奈
三
銭
龍
旦
十
銭
縮
砂
三
銭
木
香
三
銭

和
胸
丸

器
本
文
参
照

讐
山
帰
来

拝
辞
本
文
参
照

＊
１
霞
香

＊
２
加
密
列

＊
３
纈
草

＊
４
丁
香

本
５
薄
塞
側

＊
６
接
骨
花

＊
７
木
香

普 器 外

鴬鴬‘
セ
ン
ナ

器
栴
那

筈
縮
砂

升 弄

粟嬰
幣粟
殻殻
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海
葱
五
分
金
硫
黄
五
分
甘
草
膏
七
銭
五
分

羽
健
胃
掃
腸
丸

＊

大
黄
十
銭
麻
掘
十
銭
龍
旦
七
銭
姜
末
二
銭

＊
＊

”
去
将
加
芦
菅
者
加
減
掃
腸
丸

鋤
清
血
丸

甘
末
六
分
金
硫
黄
六
分
龍
脳
三
分
面
粉
三
銭

瓢
甘
求
丸

二
氏
ノ
誤
リ
ナ
ラ
ン
乎
四
分
ノ
誤
り
乎

甘
求
三
分
龍
脳
二
分
面
粉
四
銭

詑
双
鷺
甘
禾
丸

双
驚
菊
一
銭
甘
末
一
一
一
分
龍
脳
二
分
面
粉
四
銭
朱
為
衣

詔
覇
王
丸

覇
王
塩
五
銭
大
黄
十
銭

拠
鹸
黄
丸
薬
謹
讓
錦
織
瀞
鴎
騨
謹
鉢
誰
曇
フ
．

大
黄
一
銭
石
鹸
牛
胆
各
四
銭

調
消
黄
丸

大
黄
十
銭
消
石
五
銭
姜
一
銭

調
護
謨
和
胸
丸

四
銭
一
銭
一
銭
四
匁

護
謨
安
謨
尼
亜
幾
海
葱
金
硫
黄
甘
草
末

抑
面
粉
丸

面
粉
八
分
龍
脳
三
分
朱
為
衣

詑
香
胆
丸

木
香
牛
胆

調
未
児
扶
斯
健
胃
丸

健
胄
丸
料
一
剤
乾
白
撒
爾
末
児
扶
斯
五
銭

＊
マ
グ
ネ
シ
ヤ

麻
燗
浬
失
亜

妥
器
将
軍
、大

黄
の
別
名

㈹
荊
求
丸

荊
刺
巴
四
銭
甘
求
三
銭

＊

“
必
百
示
丸

胡
桝
八
匁
甘
草
面
粉
各
四
匁

蛇
藤
黄
丸

藤
黄
四
分
甘
草
二
分
石
鹸
二
銭

右
為
丸

“
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
丸

セ
メ
ン
シ
ー
ナ
一
銭
覇
王
塩
一
銭
大
黄
五
分
右
為
丸

糾
和
胸
丸

海
葱
五
分
金
硫
黄
五
分
甘
草
末
四
匁
右
為
丸

妬
健
胄
掃
腸
丸

大
黄
十
銭
麻
掘
浬
失
亜
十
銭
龍
胆
五
銭
姜
一
銭
右
為
丸

大
粒
小
粒

妬
健
胃
丸

龍
胆
十
銭
縮
砂
二
銭
木
香
末
十
銭

岬
又
方
当
薬
十
銭
縮
砂
一
一
銭
木
香
三
銭

州
鉄
黄
丸

鉄
粉
五
銭
大
黄
十
銭

鉛
鉄
没
丸

没
薬
五
銭
鉄
粉
五
銭
大
黄
一
銭

帥
魏
黄
丸

阿
魏
三
銭
大
黄
十
銭
鉄
粉
四
銭
右
為
丸

副
禾
黄
丸

大
黄
五
銭
姜
二
銭
甘
求
一
銭
右
為
丸

＊
ピ
ペ
ル
丸
、
ピ

ペ
ル
は
胡
椒
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確
芦
菅
解
凝
丸

芦
菅
鉄
粉
龍
胆
各
等
分
右
為
丸

弱
二
胆
丸

龍
胆
牛
胆
各
適
宜

弘
鉄
黄
龍
胆
丸

鉄
粉
二
銭
龍
胆
二
銭
大
黄
一
銭

弱
楊
皮
剛
鉄
丸

楊
皮
鉄
粉
各
等
分

卵
幾
那
剛
鉄
丸

幾
那
十
二
銭
鉄
粉
一
銭
桂
五
分

諏
龍
硝
丸

龍
脳
五
銭
硝
石
三
銭
麺
粉
三
銭

開
莨
砦
丸

莨
砦
越
幾
私
三
分
甘
求
三
分
大
黄
末
垂
糖

弱
葱
実
利
水
丸

海
葱
一
銭
チ
キ
タ
リ
ス
一
銭
甘
求
四
分
面
粉
二
匁

為
中
丸
六
十
服

＊

帥
ア
ロ
イ
ン
散
華
蠅
率
錘
率
恭
繩
雄
一
窄
犀
砿
走
叱
蒜
後
記
姉
寺
加
耶

63 62 61

マ
ク
ネ
シ
十
五
銭
枯
饗
十
五
銭
薄
荷
三
銭

治
倭
散

鉄
粉
一
銭
蜘
姑
石
四
銭
糖
二
銭

制
酸
散

麻
掘
浬
失
亜
二
分
糖
一
分

赤
求
硫
黄
散

＊
ア
ロ
イ
ン
（
四
戸
戸

旨
）
は
明
碆
の

こ
と

6769 68 66 65 647072 7173

＊

赤
禾
一
分
龍
四
分
硫
黄
華
八
銭
糖
八
銭

葛
粉
八
銭
為
四
十
八
服

甘
求
散

甘
求
一
銭
糖
十
二
銭
葛
粉
十
一
一
銭

清
血
散

金
硫
黄
五
分
甘
永
一
銭
葛
糖
二
十
四
銭

治
癬
散

水
銀
四
銭
二
分
安
質
没
一
銭
五
分
硫
黄
華
八
銭

龍
榿
散

榿
葉
末
葛
粉
各
等
分
龍
脳

峻
下
散

甘
求
一
分
蒲
刺
巴
三
分
糖
三
分

駆
水
散

海
葱
一
分
実
吉
答
里
私
五
厘
酒
石
一
銭
五
分

硫
肝
散

硫
肝
二
銭
糖
六
銭
葛
粉
六
銭

水
薬
健
胃
酒

火
酒
六
十
匁
榿
皮
一
匁
五
分
龍
胆
五
分
桂
一
匁
五
分

加
減
消
油
露

焼
酒
百
一
十
六
匁
桂
？
匁
丁
子
二
匁
肉
豆
蒄
二
匁

胡
妻
子
四
匁
首
香
四
匁

右
蒸
鰡
罐
ニ
テ
八
十
匁
ヲ
取
ル

＊

ヱ
リ
キ
シ
ル
ヒ
ツ
ト
リ
ヲ
リ

緑
碆
油
十
銭
火
酒
五
十
銭
桂
末
一
銭
五
分
姜
末
二
銭
五
分

＊
竜
脳

＊
国
豈
鷺
『
其
言
富
昌

く
岸
邑
。
旨
昌
昌
‐

昌
烏
が
緑
碁
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庁巧

jJ81 80 79 78 76 75 74

右
固
封
ス
ル
コ
ト
八
日
濾
過
ス

客
製
海
葱
蜜

海
葱
四
銭
酷
四
十
銭
蜜
五
十
銭

右
海
葱
ヲ
極
末
ト
シ
少
許
シ
シ
酷
ヲ
加
へ
研
和
シ

交
大
二
煮
テ
三
分
ノ
ー
ヲ
減
シ
蜜
ヲ
加
へ
煮
テ
泡

ヲ
去
り
舎
利
別
ノ
稠
ト
ス

利
水
丸

藤
黄
一
匁
海
葱
一
匁
剥
篤
亜
斯
三
匁
姜
末
二
匁

＊

十
六
粒
二
藤
黄
一
八
姜
末
二
瓜
剥
篤
三
瓜
ヲ
含
ム

魏
黄
檀
葉
丸

阿
魏
一
銭
大
黄
一
銭
榿
葉
一
一
銭
右
為
丸

屠
蘇
方

桔
梗
一
千
匁
陳
皮
一
千
匁
山
椒
五
匁
大
酋
香
五
匁

『
〆
■

桂
皮
五
匁
丁
子
五
十
個

山
帰
来
十
二
匁
三
分

水
八
合
ヲ
以
テ
煮
テ
五
合
ヲ
取

＊

＊
＊

衿
三
入
甘
草
一
匁
五
分
首
一
銭

二
番
湯
服

山
帰
来
六
匁
五
分

煎
法
同
シ

＊

＊
＊

陳
皮
桂
縮
各
末
八
分
甘
一
匁
六
分
冷
服

響
糖
十
二
匁
甘
求
四
匁
朱
一
匁
八
包
二
分
シ

丸
薬

ヤ
ラ
ッ
パ
一
銭
Ｉ
甘
求
二
分
右
為
丸
三
包
二
分
ッ

＊
＊
＊

縮
砂
甘
草

＊
＊
＊

栴
那
薗
香

芥
剥
篤
亜
斯

88 87 86 85 84 83 82

莞
菩
丁
幾

火
酒
二
十
四
銭
完
菩
末
二
銭

セ
メ
ン
丸
小
山
田

芦
菅
一
銭
サ
ル
マ
ル
チ
ス
八
分
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
ニ
銭

ヤ
ラ
ッ
パ
一
銭
為
丸
三
十
貼
一
一
分
シ

芙
乖
丸

＊

甘
求
三
分
龍
脳
二
分
芙
蓉
一
分
面
粉
二
銭
右
為
丸
讐
阿
芙
蓉

芙
鉛
丸

＊

亜
鉛
花
五
分
龍
脳
一
分
芙
蓉
一
分
面
粉
一
要
右
為
丸
鵠
阿
芙
蓉

署
気
払

＊

＊
＊

木
香
細
末
一
一
銭
宿
砂
一
銭
乾
姜
三
分
圭
二
一
分
右
調
旬
瀞
砂
欝
皮
）

升
求
丸

升
乖
六
厘
阿
片
四
厘
桂
皮
三
分
砂
糖
三
分
面
粉
一
銭

右
為
糊
丸
分
二
十
貼

難
肝
丸

＊

健
質
五
銭
木
香
三
銭
益
智
一
一
銭
纈
草
三
銭
＊
ゲ
ン
チ
ァ
ナ

健
質
亜
那

難
肝
三
銭
蝦
蟇
三
銭
右
粘
丸
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『
膠
柱
方
』
頭
註

＊

＊
＊

①
廉
一
榿
２
葛
斯
栗
刺
３

器
芳
器

器
器
器
器

茜
３
格
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０
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６
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０
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６
１

４
４
５
５
５
５
５
６

47 ４
７
１

１
７

８
３
３

３
４

１
８
６
６

１
６
７

口
一

148

87

（
覇
）
王
塩

Ⅱ

冨
冑
涜
毎
８
時
僧
国
吊
言
ク

ク
ズ
科
ニ
ク
ズ
ク
）
の
子
核

黒
色
冒
切
巳
武
豊
緊
切
○
《

硫
酸
カ
リ
ウ
ム

へ
函
①
座
ご
閏
言
。
、
の
。
且
①
Ｎ
Ｃ
員
）

ｆ

の
訳

利
尿
、
解
凝
、
煩
渇

諸
臓
の
ま
ま
を
治
す

十

86

心
腹
痛
、
震
乱
、
下
利

宿
食
、
脾
胃
虚
冷
、
疾
飲

十

十

十

＋
一
一
一
十

85

薑
葉

（
榿
葉
）

榿
葉
を
見
よ

同
右

十

十

十

84

榿
葉

申

、
岸
門
匡
印
煙
ｐ
Ｈ
凹
口
営
匡
門
口

（
ミ
カ
ン
科
ダ
イ
ダ
イ
）
の

葉

神
経
病
、
瘤
、
捨
型

十

十

十

＋

83

当
薬

ゆ
く
①
氏
壁
由
］
弾
己
◎
画
一
○
卸

（
リ
ン
ド
ウ
科
セ
ン
プ
リ
）

の
全
草

苦
味
健
胃

和)＋

（
青
池
）

一
セ
ン

タ
ウ
リ
ウ

ム
を
当
薬

と
す
る

82

榿
皮

（
登
皮
）

○
岸
『
画
の
四
口
同
色
。
一

（
ミ
カ
ン
科
ダ
Ｚ

果
皮

再
目

深
イ
）
の

腸
胃
悪
気
、
悪
心
、
油
気

熱
病
、
芳
香
性
健
胃

十

｜
’

＋

十

十

十

十
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藤
黄

の
幽
門
且
口
笛
目
○
局
二
日

（
テ
リ
ハ
ポ
ク
科
シ
オ
ウ
）

の
ゴ
ム
樹
脂

眼
疾
、
腫
痛
、
湯
火
傷

行
、
頑
癬
、
金
創
、
水
腫

十
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＋

十

十
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砂
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腹
熱
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．
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右
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．
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○
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○
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三
角
、
岨
ロ
①
巴
一
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〆
冒
旦
匡
目
》
辱
自
晒
○

麻
侭

酸
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マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
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暇
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（
浬
失
亜
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性
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ネ
シ
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グ
ネ
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蜜
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○
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Ｈ
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催
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Ｐ
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濡
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Ｈ
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潟
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緑
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硫
酸
鉄
鉱
の
一
、

緑
碆
油
窄
零
や
謂
索
鵠
津
謡
零

句
の
の
○
』
・
『
函
噛
○

函
望
○
ゆ
。
昌
曽
。
口
の
己
蒟
①
『

ロ
ウ
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エ
キ
ス

莨
砦
越
幾
私
（
ナ
ス
科
ロ
ウ
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根
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キ
ス

己
【
望
○
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い
盲
冒
ｏ
己
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国
民
Ｃ
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胃
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酌
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ロ
．
○
四
日
壱
ご
ｏ
Ｈ
四
）

龍
脳

（
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
コ
ウ
科
リ
ュ

ウ
ノ
ウ
コ
ウ
）
の
樹
脂
種
子

の
①
ロ
津
四
口
四
の
ロ

龍
旦
（
リ
ン
ド
ウ
科
リ
ン
ド
ゥ
属
）

の
根

Ｐ
言
言
い
ｏ
蔑
凰
口
貰
二
日

良
姜
（
シ
ョ
ウ
ガ
科
リ
ョ
ウ
キ
ョ

ウ
）
の
根

硫
肝

（
ヤ
ナ
ギ
科
ヤ
ナ
ギ
属
）
の
一

ｍ
四
二
〆
伽
己
．

樹
皮

ｎ
画
ョ
胃
ｇ
匡
鵬
９
．

（
十
脚
類
ザ
リ
ガ
こ
の
胃

中
石
灰
質
物
、
オ
ク
リ
カ

ン
キ
リ

、
二
一
壱
画
巨
局

硫
黄
の
同
薬
集
中
最
安
定

な
斜
方
晶
形

三
硫
化
カ
リ
ウ
ム
と
硫
酸

カ
リ
ウ
ム
と
次
亜
硫
酸

カ
リ
ウ
ム
等
の
混
合
物

龍
脳
を
見
よ

淋
疾
、
歯
痛
、
耳
痛

痔
瘻
、
悪
瘡
、
解
熱

利
尿
、
発
汗
、
解
凝

恂
償
病
、
胃
痛
、
下
利

潟
下
（
内
用
）
抗
カ
ビ
、
皮

膚
病
、
角
皮
溶
解
（
外
用
）

皮
膚
病
、
水
銀
中
毒
、
食

中
毒
（
浴
湯
用
）
研
癬

（
軟
膏
）

興
奮
（
内
用
）
、
神
経
痛

筋
痛
、
挫
傷
、
じ
ん
ま
折

（
外
用
）
潰
瘍
、
火
傷
、
凍

瘡宿健
食胃
、、

反胄
胃中

霞冷
乱逆

苦
味
健
胃
、
口
瘡
、
黄
疸

下
痢
、
関
節
痛

補
血
、
収
數

解
凝
、
緩
和
鎮
塵
、
水
腫
一
塾

同
右

一
十
十
十

一
十
十
十

一

十
十
十
十

＋

十

一
十
一
十匡

一
十
一
一

一
十
一
一

一
一
一
十

一
一
一
十Ｉ

十 十

十 十
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5 4 且'_聖_’
海
葱

ロ
カ
イ

芦
菅

鹿
角

薬
名

⑦
託
。
８
口
堅
具
①
『
旨
（
ト
ウ

ダ
イ
グ
サ
科
植
物
）
の
樹
皮

○
四
ｍ
Ｏ
脚
ユ
ー
盲
ハ
ハ
○
四
の
○
四
門
ｍ
Ⅱ

ず
画
吋
天

筐
８
９
．
（
ユ
リ
科
ロ
カ

イ
属
）
の
葉
の
液
汁
の
乾

燥
エ
キ
ス

序
副
匡
印
９
．
（
偶
蹄
類
シ

カ
属
）
の
角

材

料

潟
下
、
黄
疸
、
痔
、
瘡
瘻

湿
疹
、
経
閉

悪
瘡
、
淫
、
腹
痛
、
血
尿

下
血
、
帯
下
、
尿
、
鎮
痙

薬

効
漢
方
イ
ペ
イ
”
１
ト

ノ

－－1 1－

了’
＋

－■

王
＋

鹿
角
精 ＋

＋
十

－1－

｜

遠
西
薬
鏡
言
外

＋

十

4 ９
２
３

２
５
８ 処

方
及
び
備
考

15公

〃 〃

7 6

乾
姜

カ
ノ
力

葛
私
（
加
）

リ
ラ

栗
刺

干
姜
（
本
蝿
）
を
み
よ

｜ ÷
| ÷
|~＝

⑰

一
健
胃
、
補
血
、
止
潟

十

＋

①

菌
（
香
）

箇
香
（
本
６
）
を
み
よ

ア
ル
ニ
カ

少
尉
ロ
旨
騨
目
Ｃ
ｐ
国
口
四

（
キ
ク
科
ア
ル
ニ
カ
）
の

根
、
花

阿
片

阿
片
（
本
３
）
を
み
よ

亜
鉛
華

亜
鉛
華
（
本
１
）
を
み
よ

薬
名

材
料

l ≠
|丁

－－|－

｜‐’

①
、
⑳

十

⑳ ⑳ ⑪

漢
方
イ
ペ
イ

ﾉレワ

－
卜

遠
西
薬
鏡
内
外

処
方
及
び
備
考

″
ヘ
』

″
ワ
“

補
1

〃

薬

効



’ ″
Ｍ
｜
莞
菩
一
莞
苦
（
本
調
）
を
み
よ

全
硫
（
黄
）

纈
草
末

姜
末

甘
（
草
）

桂
末

｜
纈
草
（
本
拓
）
を
み
よ
一

－－1言一

甘
草
（
本
肥
）
を
み
よ

金
硫
黄
（
本
詑
）
を
み
よ

桂
支
（
本
妬
）
を
み
よ

姜
（
本
”
）
を
み
よ

三’
一

’

'－－

⑥
、
③
、
⑨
、
⑩
、
⑫
、
⑬

l－l －l－ I■■－

－l－l－l－｜

－’

司
Ｉ

｜
①
、
⑯
、
⑳

｜
言
⑤
、
⑪

一
⑥
、
⑨
悪
⑳

｜

⑪
、
⑰

｜

〃

19

サ
ピ
ナ

薩
毘
那

エ
キ
ナ

越
幾
私

］
匡
口
』
己
の
門
口
的
の
四
ロ
ヨ
ロ
四

（
ヒ
ノ
キ
科
サ
ピ
ナ
）
の
若

い
枝
先

通
経
、
堕
胎
、
駆
虫

十

十

＋

＋

Ｊ
Ｒ
》

Ｊ
勺
上

］
卸
庁
の
○
門
ゴ
旨
②
○
○
戸
》
目
］
ワ
卸

（
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
科
植
物
）
の

根

苦
味
健
胃
、
収
敵

＋‐

十

十

十

″
Ⅳ

護
謨
安
没

尼
亜
幾

護
謨
安
謨
尼
亜
幾

（
本
妬
）
を
み
よ

〃

16

口
求

昇
求
か
？
（
昇
示
な
ら
本

鍋
、
甘
求
な
ら
本
Ⅳ
を

み
よ
）

Ｊ
－
ｂ

Ｊ
『
１

額

Ⅱ
末
Ⅱ
水
銀

水
銀
（
本
鯰
）
を
み
よ



薬
名
材
料
薬
効

○
○
コ
盲
目
目
肖
戸
盲
白
日
｝

鎮
静
、
鎮
痙
、
腺
腫

鍵
嶬
琴
弔
舘
幅
誠
喝
環
吾
奉
評
ン
）
瘻
纒

補
別

の
草
本

〃
皿
将
軍
大
黄
（
本
矼
）
を
み
よ

〃
犯
消
石
消
石
（
本
田
）
を
み
よ

Ｉ
３
蜀
羊
泉

蜀
羊
泉
（
本
闘
）
を
み
よ

ｆ
２
エ
キ
ス

〃
型
石
鹸
石
鹸
（
本
“
）
を
み
よ
一

セ
メ
ン
シ
ー
ナ
（
本
師
）

〃
妬
摂
縣

を
み
よ

〃
湖
双
鴬
菊
双
鴬
菊
（
本
的
）
を
み
よ

〃
”
大
黄
大
黄
（
本
、
）
を
み
よ

チ
キ
タ
リ
ス
（
本
弼
）

″
邪
チ
キ
タ
リ
ス

を
み
よ

〃
湖
糖
砂
糖
（
本
灯
）
を
み
よ

榿
皮
（
本
別
）
、
榿
葉
（
本

一
〃
鋤
榿

鍋
）
を
み
よ

二
一
二
Ｉ
匡
埴

三
二
Ｉ
Ｆ
屍
画
ｌ
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一

一
″
粥

－

－
１

｜
″
狐

″ 〃

31
一

″
瀦
一

″
諏
一
蒲
公
英

根
来

肉
豆
蒄
（
本
妬
）
を
み
よ

-’ ! ！ －1－

‐
怯
疾

一
一

’二 i一

｜
⑯
、
⑰
、
⑬
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、
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、
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②
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／
ゴ
ー

ノ
ー
４

ｆ
Ｑ
ゾ

ノ
、
Ｄ

Ｉ
Ｏ
）

Ｊ
４

″
調

面
粉

面
粉
（
本
皿
）
を
み
よ

失麻
亜掘

浬

麻
掘
（
本
粥
）
を
み
よ

へ

牡属
蠣
？
、－ノ

診
與
Ｈ
８
ｇ
（
カ
キ
属
の

殻
）

虚
損
、
煩
熱
、
口
渇

盗
汗
、
泄
精

駆
梅

十 十

’一三

｜
’ －

’

ホ
ミ
カ

エ
キ
ス

（
番
木
鼈
）

、
庁
Ｒ
く
わ
彦
口
○
ｍ
己
屋
〆
く
。
尽
己
５
画

（
フ
ジ
ウ
ッ
ギ
科
マ
チ
ン
）

の
種
子
の
エ
タ
ノ
ー
ル
エ

キ
ス

蒲
公
英
（
本
妬
）
を
み
よ

十

＋ 卜

十

十

十

＋

＋

へ

算朴朴
､-/窟屈

福末
烏

じア目

。ヤ鳥
ツ

芙
蓉

阿
片
（
本
３
）
を
み
よ

（
覇
）
王
塩

（
覇
）
王
塩
（
本
師
）を

み
よ

⑭
、
⑲

③
、
⑥
、
⑲

吐
根
末

吐
酒
石

○
①
で
ず
”
里
涜
昌
己
の
○
四
○
口
凹
口
凶

（
ア
カ
ネ
科
ト
コ
と
の
根

催
吐

十

十

十

十

1

十

＋

十



’龍
胆
末

冒
含
日
ヨ
ウ
素

龍
旦
（
本
凹
を
み
よ

殺
菌
、
消
毒
、
皮
膚
病

’

I
＋

－

盲|－面'一面一面④
、
③
、
⑫
、
⑬

① ⑥
、
⑨
、
⑯
、
⑳

⑳
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霜
巴

刺
満
巴
（
本
”
）
を
み
よ

|－

没
薬

材
料

没
薬
（
本
血
）
を
み
よ

遠
西

薬
名

薬
効
漢
方
一
イ
ペ
イ

ﾉレワ

ｉ
卜

薬
鏡
rコ

外

補
42

〃

49

芦

菅

芦
菅
（
本
磐
を
み
よ

〃

48

莨
碧

越
幾
斯

莨
砦
越
幾
私
（
本
、
）

を
み
よ

″
“

７
月
ｊ

〃
△
４

廉
（
姜
）

Ｎ
】
口
晩
昏
す
の
『
四
石
．

タ
ョ
ウ
ガ
科
）
の
一
種

ナ
ン
パ
ン
ハ
ジ
カ
ミ
の
根

胃
中
冷
、
吐
水
、
食
不
下

＋

龍
脳

龍
脳
（
本
畑
）
を
み
よ
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蝋
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葵
織
茨
心
鑓
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蛎
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蕊
亀
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縛
養
皮
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娯
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ABookofstandard fOrmulas :dTekitekisai-vakushitsu-kochuho"
‐

writtenbyKoanOgata

YasuoOtsuka

KoanOgata(1810-1"3), awell-knownphysicianoftheschoolofDutch learning,openedhisprivate

schoolnamedTekitekisai-jukuinOsaka inl838. Itwasrecentlyfoundthatshortlyafter theopening

ofthisschoolhewroteabookof standardformulas "Tekitekisai-yakushitsu-kochuho" toshowessen-

tialsofdailypracticetohispupils. Thiswaspreparednot forpublicationbutexclusivelyfor instruc-

tionofhispupilswithemphasisonpractice. This isthereasonwhyevenscientificallyimportantdrugs

likecinchonaare insuiYicientlymentioned. Cinchonawasundoubtedlyoneof themost importantdrugs

atthat time,but itwastooexpensivefordailypractise, Wecanlearn inthisbookthe real features

ofmedicalpracticeinJapaninthe firsthalfofthel9thcentury.

Thepresentauthorexaminesthebackgroundofthemedical knowledgedisplayedinthisbookan(l

explainseachofthedrugsgiveninthis textwithaphotocopyof theoriginal text.
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後
記

緒
方
富
雄

大
塚
恭
男
博
士
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
緒
方
洪
庵
が
「
適
々
斎

薬
室
膠
柱
方
」
を
書
い
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
○
）
の
こ
と
で
あ
る
。
大
塚
博
化
は
、
わ
た
く
し
の
希

望
を
い
れ
て
、
徹
底
的
に
研
究
し
、
こ
の
大
作
を
完
成
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
洪
庵
が
こ
の
処
方
集
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
知
識

を
ど
の
よ
う
な
経
路
と
経
過
で
得
た
の
か
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き

た
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
ろ
く
吋
時
の
閥
学
医
が
ど
の
よ
う
に
し
て
処

方
の
勉
強
を
し
た
か
の
一
端
が
わ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

わ
た
く
し
は
は
じ
め
大
塚
博
上
と
の
典
吾
で
で
も
発
表
し
よ
う
な

ど
と
考
え
て
、
「
く
わ
し
く
は
後
日
の
報
佇
に
ゆ
ず
る
」
と
書
い
た
が

（
緒
方
富
雄
「
緒
方
洪
庵
の
『
適
々
斉
莱
室
膠
柱
力
』
と
『
解
刑
略

式
』
」
日
本
医
史
学
雑
誌
第
一
六
巻
第
三
号
二
二
五
’
二
二
六
、
昭

和
四
五
年
九
月
）
、
大
塚
博
士
の
研
究
は
ま
こ
と
に
徹
底
的
で
、
わ

た
く
し
が
分
担
し
て
書
く
必
要
な
ど
全
く
な
い
。
た
だ
こ
の
場
所

に
、
さ
き
に
例
会
で
報
告
し
た
な
か
か
ら
、
も
う
一
度
こ
の
資
料
の

由
来
の
と
こ
ろ
を
し
る
し
て
責
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。

こ
れ
は
大
阪
市
血
図
併
館
の
「
森
文
庫
」
（
森
繁
夫
氏
Ⅲ
蔵
本
）
の

な
か
に
「
適
々
斉
薬
室
膠
柱
方
」
と
題
し
た
手
書
本
に
、
「
解
剖
略

式
」
と
と
も
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
同
僚
の
古
椥
義
暦

氏
が
わ
ざ
わ
ざ
わ
た
く
し
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
実
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
く
、
世
に
も
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
。

表
紙
に
題
簔
が
な
く
、
そ
の
位
置
に
毛
筆
で
直
接
に

適
々
斉
薬
室
膠
柱
方

と
書
い
て
あ
る
。
膠
柱
力
が
十
一
丁
、
解
剖
略
式
に
六
丁
で
、
前
者

の
冒
頭
に
つ
ぎ
の
序
が
あ
る
。

膠
柱
方
序

疾
病
百
端
、
各
人
各
部
異
其
性
、
随
地
随
時
症
状
祁
差
、
不
臨
機
処

変
、
能
得
治
何
之
。
而
預
設
方
、
実
届
干
膠
柱
鼓
碁
也
。
然
不
預
設

〃
、
則
氷
熟
之
徒
対
忠
者
、
神
方
之
卒
難
処
、
勤
鞠
余
干
病
与
力
毒

壌
相
反
英
、
故
今
撰
用
之
無
過
。
服
と
少
惇
、
味
不
甚
悪
者
数
〃
、

便
十
免
其
急
苦
。
名
渭
之
膠
柱
方

火
保
戊
戌
冬
十
二
月

通
々
斉
主
人
誌

「
適
々
斉
王
人
」
は
洪
庵
で
あ
り
、
’
１
戊
戌
」
は
天
保
九
年
（
一
八

三
八
）
で
、
洪
庵
が
大
阪
瓦
町
に
塾
を
ひ
ら
い
た
年
の
十
二
月
に
あ

た
る
。こ

の
手
写
本
は
大
塚
博
上
の
論
文
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
手
苫
本
に
は
「
樋
Ⅱ
厳
苔
」
と
あ
る
。
研
究
者
の
参
巻

の
た
め
と
し
る
し
て
お
く
。

こ
の
資
料
を
見
る
便
宜
を
あ
た
え
ら
れ
た
古
酎
義
麿
氏
に
あ
ら
た

め
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。
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原
著

三
、
細
字
の
注
釈
と
引
用
書

本
書
の
翻
訳
に
約
十
年
の
歳
月
を
費
し
た
と
い
わ
れ
る
の
は
、
蘭
文
の
翻
訳
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
。
訳
者

玄
随
が
原
著
を
十
分
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
読
者
に
納
得
の
い
く
説
明
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
た
あ
と
が
歴
然
と
読
み
と
れ
る
。
数

多
い
細
字
の
注
釈
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
じ
じ
つ
、
玄
随
が
翻
訳
に
精
根
を
傾
け
た
一
七
九
○
年
頃
ま
で
は
、
わ
が
国
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
原
書
は
手
に
は
い
り
に
く
く
、
医
学
に
関
す
る
翻
訳
書
の
数
も
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
、
た
と
え
翻
訳
さ
れ
た
と
し
て
も
、
印
刷
さ
れ
刊
本
に

な
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
に
霞
コ
ル
テ
ル
の
原
著
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
翻
訳
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
で
玄
随
が
字

句
の
説
明
を
行
っ
た
り
、
多
数
の
文
献
を
引
用
し
て
解
説
し
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。

こ
れ
を
み
た
だ
け
で
も
、
「
西
説
」
が
読
者
に
対
し
て
き
わ
め
て
懇
切
て
い
ね
い
な
本
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
社
会
通
念
的
な
批
判
と
な
っ

０
○
○
○
○
○
０
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
０
０
○
○
○
○
○
○
０
０
○
○
○
○
○
○
Ｃ
Ｏ
○
○
○

て
い
る
「
西
説
」
は
難
解
か
つ
簡
単
す
ぎ
る
が
、
わ
が
国
最
初
の
内
科
翻
訳
書
と
し
て
の
み
価
値
が
あ
る
、
と
い
う
表
現
は
妥
当
で
は
な
い
。

細
字
の
説
明
を
大
き
く
分
類
す
る
と
次
の
四
種
類
に
な
る
。

一
本
書
何
頁
何
章
参
照
式

二
脚
注
、
補
注
式
の
説
明

三
漢
医
ま
た
は
洋
医
の
い

本
書
何
頁
何
章
参
照
式

漢
医
ま
た
は
洋
医
の
い

の
も
の

わ
ゆ
る
式
の
も
の

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
（
三

諦
季
誰
唾
峠
轆
唯
干
噸
舜
訊
確
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
六
日
受
付

大

垂
屯

も
，
可
ノ
ー
４

紀
雄
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語
調
フ
ベ
シ

第
一
の
種
類
は
「
ス
デ
’
一
第
○
○
章
ニ
ァ
リ
」
「
第
○
○
章
二
曰
ク
」
「
ソ
ノ
製
法
ハ
第
○
○
章
一
一
詳
ニ
ス
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
種
類
は
「
原
名
○
○
○
」
「
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
ハ
亦
和
蘭
ヲ
謂
フ
」
式
の
簡
単
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
測
胞
子
の
説
明
の
よ

う
に
や
や
詳
し
い
も
の
も
あ
る
。
尿
崩
篇
第
四
十
九
の
二
八
九
章
に
測
胞
子
の
解
説
が
あ
る
の
で
記
そ
う
。

カ
テ
イ
テ
ル

器
ノ
名
ナ
リ
、
羅
甸
之
ヲ
葛
帝
的
児
卜
云
、
和
蘭
二
之
ヲ
測
胞
子
ト
請
う
、
銀
ヲ
用
テ
之
ヲ
造
ル
、
細
長
空
管
ナ
リ
、
柔
軟
ニ
シ
テ
榛
屈
ス

ヘ
シ
、
其
首
鈍
円
ニ
シ
テ
小
孔
ヲ
穿
チ
、
後
ョ
リ
弁
茎
ヲ
入
ル
、
把
有
テ
以
テ
抽
引
ス
ベ
カ
ラ
シ
ム
、
用
テ
以
テ
尿
閉
ノ
患
者
一
一
向
テ
尿
道
一
一

穿
納
レ
、
或
ハ
胞
中
｝
一
達
ス
、
宜
二
随
テ
其
弁
茎
ヲ
抽
キ
去
レ
ハ
、
小
水
従
テ
通
ス
、
名
ク
ル
’
一
測
胞
子
ヲ
以
テ
ス
ル
者
ハ
、
言
ハ
胞
胱
中
ヲ

深
測
ス
ル
ノ
器
ナ
リ
、
此
器
月
池
公
舶
来
ノ
者
ヲ
得
テ
以
テ
式
ト
シ
テ
、
工
人
某
一
一
命
シ
テ
之
ヲ
製
造
セ
シ
ム
、
殆
卜
藺
工
手
一
一
成
ル
者
卜
弁

ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
吾
輩
居
然
ト
シ
テ
此
奇
器
ヲ
操
シ
テ
、
其
術
ヲ
施
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
、
全
タ
是
レ
公
ノ
之
ヲ
斯
土
｝
一
創
ス
ル
ノ
余
沢
ナ
リ
ト

こ
れ
に
よ
る
と
カ
テ
ー
テ
ル
は
銀
製
で
内
茎
が
あ
り
、
桂
川
甫
周
の
着
眼
に
よ
っ
て
玄
随
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
成
果
を
お
さ
め
た
こ
と

が
得
意
然
と
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
テ
ー
テ
ル
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
す
で
に
吉
雄
耕
牛
も
用
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
わ
が
国
最
初

と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
か
な
り
早
い
時
期
の
尿
閉
に
対
す
る
応
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

ち
な
み
に
「
増
訂
内
科
撰
要
」
尿
閉
篇
第
五
十
四
の
第
三
二
四
章
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

測
胞
子
羅
甸
名
「
カ
テ
ー
テ
ル
」
和
蘭
名
「
プ
ラ
ス
ペ
イ
ル
デ
ル
」
即
チ
測
胞
子
ノ
義
ナ
リ
。
銀
ヲ
用
テ
造
ル
所
ノ
細
長
ノ
管
ナ
リ
。
柔
軟

ニ
シ
テ
僥
屈
ス
ベ
シ
。
其
首
鈍
円
｝
一
シ
テ
小
孔
ヲ
穿
チ
後
ョ
リ
長
茎
ヲ
入
ル
。
把
有
テ
抽
引
ス
ヘ
シ
。
其
茎
ヲ
抽
去
テ
管
ヲ
患
者
ノ
尿
道
一
一
穿

チ
納
レ
膀
胱
中
一
一
達
ス
。
故
一
一
小
水
膀
胱
内
二
緊
満
ス
ル
症
或
ハ
尿
道
中
閉
塞
ア
ル
症
ハ
其
管
ヲ
納
レ
テ
膀
胱
｜
一
達
シ
又
其
茎
ヲ
刺
シ
、
マ
タ

其
茎
ヲ
抽
キ
去
レ
ハ
小
水
随
テ
通
ス
。
但
シ
婦
人
一
一
施
ス
者
ハ
其
管
短
シ
、
其
尿
道
短
キ
カ
故
ナ
リ
、
往
年
月
池
公
舶
来
ノ
者
ヲ
得
テ
式
ト

シ
、
工
人
一
一
命
ジ
テ
是
ヲ
製
造
セ
シ
ム
。
是
ョ
リ
世
一
一
多
ク
弘
マ
リ
テ
尿
閉
一
一
奇
験
ヲ
奏
ス
ル
コ
ト
勝
テ
算
へ
難
シ

四
文
献
引
用
に
よ
る
説
明
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し
た
注
も
み
ら
れ
る
。

尿
崩
は
尿
閖
と
な
り
諺
胞
胱
は
膀
胱
と
な
り
（
も
っ
と
も
「
西
説
」
で
も
す
で
に
膀
胱
の
字
は
用
い
ら
れ
て
い
る
）
こ
の
時
代
に
な
る
と
カ

テ
ー
テ
ル
は
も
は
や
日
常
茶
飯
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
三
の
種
類
は
「
洋
医
ノ
ィ
ハ
ュ
ル
種
痘
」
と
か
、
「
漢
医
ノ
所
謂
痛
風
ニ
似
タ
リ
」
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
説
明
で
あ
る
。
洋
医
の
方
は
引

用
例
が
少
な
い
が
、
「
漢
医
ノ
所
謂
」
、
「
漢
医
ノ
イ
フ
所
ノ
」
、
「
漢
医
ノ
呼
ブ
ト
コ
ロ
ノ
」
と
い
う
表
現
は
二
十
カ
所
ほ
ど
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
当
時
の
医
家
に
対
す
る
理
解
を
便
利
に
す
る
た
め
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
に
は
西
洋
医
学
を
高
く
評
価
し
、
漢
医
を
す
る
ど
く
批
判

重
墜
努
責
篇
第
四
十
四
の
二
五
八
章
に
は
、
「
然
し
ド
モ
男
子
一
一
ナ
キ
子
宮
ノ
患
、
竝
一
一
陰
英
一
一
災
ア
ル
ト
キ
・
・
・
・
」
の
本
文
に
付
随

し
て
陰
英
の
説
明
が
次
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

「
陰
門
唇
ヨ
リ
子
宮
一
一
茶
ル
マ
デ
ノ
周
囲
ヲ
云
・
若
シ
漢
人
ヲ
シ
テ
記
セ
シ
メ
ハ
、
徒
二
陰
門
ト
ノ
ミ
云
ヘ
シ
。
泰
西
ノ
言
質
実
一
一
シ
テ

密
、
是
故
二
毎
一
一
視
聴
二
習
ハ
サ
ル
ノ
名
称
多
キ
ノ
ミ
、
虚
文
濫
名
ノ
類
二
非
ル
ナ
リ
」

陰
英
は
い
う
ま
で
も
な
く
膣
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
「
解
体
新
書
」
陰
具
篇
第
二
十
六
に
「
其
爽
。
雛
管
而
連
子
宮
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
漢
医
は
こ
れ
を
区
別
せ
ず
、
女
子
外
陰
部
を
漠
然
と
陰
門
と
い
う
の
を
非
難
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

プ
カ
ン

第
四
の
種
類
は
文
献
の
引
用
で
「
蒲
剛
ノ
著
ス
所
ノ
内
科
書
二
詳
ナ
リ
」
の
よ
う
に
書
名
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
具
体
的

に
説
明
し
た
も
の
や
、
数
書
を
引
用
し
、
玄
随
自
身
の
意
見
を
の
べ
た
も
の
も
あ
る
。
引
用
図
書
と
引
用
回
数
は
表
に
示
し
た
と
お
り
だ
が
、

引
用
例
と
し
て
競
も
多
い
の
は
「
医
学
宝
函
」
で
、
「
解
体
新
書
」
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
玄
随
の
著
わ
し
た
「
東
西
病
老
」
「
遠
西
名
物
考
」
「
西

プ
カ
ン
プ
ラ
チ
カ
Ｉ
ル
ッ
ヘ
イ
ス
テ
ル
シ
ョ
メ
ー
ル

洋
医
言
」
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
蒲
剛
、
蒲
郎
加
爾
都
、
歓
伊
私
的
児
、
叔
弥
児
も
随
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

繁
用
さ
れ
た
「
医
学
宝
函
」
は
単
に
「
医
学
宝
函
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
「
西
洋
の
医
学
宝
函
」
、
「
ウ
オ
イ
ッ
の
医
学
宝
函
」

と
記
さ
れ
て
い
る
個
所
も
み
ら
れ
る
。
敗
血
漿
、
利
尿
剤
、
内
熱
、
熱
尿
、
神
経
、
舞
踏
病
、
薬
剤
の
説
明
、
製
造
法
、
貼
り
薬
、
発
泡
剤
、

丸
剤
な
ど
「
医
学
宝
函
」
に
よ
る
説
明
が
多
い
。
本
書
は
玄
随
の
死
後
二
十
余
年
経
っ
た
文
政
二
年
橋
本
宗
吉
に
よ
っ
て
「
西
洋
医
事
集
成
宝
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西説内科撰要に引用された図書

引用図書

医学宝函

解体新書

東西病考（玄随）

遠西名物考（ 〃 ）

西洋医言（ 〃 ）

和藺薬選（甫周）

医宗金鑑

病 因 考

諸術秘蔵

謹熱病論

千 金 方

病原考論

陸縞零

引用卜'数’
34

25(9)

20

19

3

5

1

1

1

1

1

1

1

5

引用図書 ｜引用回数
プヵン内科書 ’ 12

〃 藥秤譜 2

プランカールツ医術新論 8

〃 解剖書 3

スウイーテンの車中備要方 1

ドドネウス本草 1

ネイランド草木略 1

西洋諸本草 3

ポ イ ス 1

ビフネル百工家言 1

ラウレンス・ヘイステル 2

瘍医新書（玄白) 1

八刺精要（玄沢） 1

シヨメル居家纂要 4

’

ウ
オ
イ

函
」
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
。
ま
た
小
森
桃
嶋
の
「
泰
西
方
鑑
」
に
は
伍
乙

ソ

都
の
「
医
聿
纂
要
害
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
玄
随
が
読
ん
だ
の
は
次
の

害
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

］
．
］
亀
ご
○
〕
ず
の
四
国
○
ロ
ゴ
邑
四
ｏ
旨
日
日
①
島
。
。
ｌ
己
彦
】
巴
。
昌
昌

。
【
⑰
、
彦
四
弄
穴
四
局
弓
①
Ｒ
ａ
①
円
い
①
ロ
①
①
ｍ
１
の
ロ
ロ
四
計
匡
巨
局
穴
匡
昌
生
一
ぬ
①

畠
四
戸
の
弓
．
シ
ョ
異
閂
包
四
日
弓
と

（
藤
井
尚
久
明
治
前
日
本
医
学
史
三
巻
一
四
四
頁
）

「
医
学
宝
函
」
に
つ
い
で
引
用
例
が
多
い
の
は
「
解
体
新
書
」
で
あ

る
。
表
に
記
さ
れ
た
「
解
体
新
書
一
欄
の
カ
ッ
コ
内
の
数
は
、
「
解
体

新
書
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
き
ら
か
に
同
書
と
推
定
さ
れ

る
も
の
の
数
で
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
「
医
学
宝
函
」
の
数
と
同
数
に
な

ヨ
ハ
ン
ア
タ
ン
キ
ユ
ル
ム
ス

キ
ユ
ル
ム
ス

る
。
推
定
さ
れ
る
理
由
は
、
「
与
般
亜
単
屈
児
武
思
ノ
説
」
「
屈
児
武
思

日
ク
」
「
西
洋
解
体
書
一
一
ヨ
レ
バ
」
「
内
景
詳
説
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

原
文
に
現
わ
れ
た
字
句
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
と
関
連
の
あ

る
項
目
の
説
明
を
積
極
的
に
し
て
い
る
部
分
も
け
っ
し
て
少
な
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
細
字
で
八
行
、
十
行
、
二
十
二
行
に
わ
た
る
詳
し
い

ウ
エ
イ

プ
ル
ウ
ト

ス
ウ
ニ
エ
ト

説
明
も
み
ら
れ
る
。
吻
乙
（
小
水
、
汗
）
蒲
示
度
（
血
）
私
物
越
篤
（
汗
）

ピ
ス

ゲ
ー
ル

メ
ル
ケ

毘
私
（
尿
）
奇
繧
（
乳
粟
）
ゲ
ー
ル
科
臼
（
乳
嚥
槽
）
黙
氷
結
（
乳
汁
）
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ピ
イ
ル

カ
ウ
ヒ
イ

「
遠
西
名
物
考
」
は
薬
の
こ
と
も
書
い
て
あ
る
が
、
酒
、
皮
永
、
赤
酒
、
甘
萄
葡
酒
、
密
水
、
可
喜
、
コ
ー
ヒ
ー
盃
、
ル
ー
メ
ル
チ
（
小
飲

器
）
な
ど
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。
一
八
二
二
年
文
政
五
年
以
降
に
発
刊
さ
れ
た
宇
田
川
榛
斎
訳
述
、
同
椿
蓄
校
補
の
「
遠
西
医
方
名
物
考
」
「
同

補
遺
」
を
み
る
と
蘭
方
薬
物
百
科
辞
典
の
よ
う
な
も
の
で
、
イ
ロ
ハ
順
に
薬
物
の
説
明
が
詳
し
い
が
、
酒
や
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
の
説
明
は
見
当
ら

な
い
。
「
西
説
内
科
撰
要
」
の
細
字
部
分
を
読
む
と
、
玄
随
の
「
遠
西
名
物
考
」
の
大
部
分
は
「
医
学
宝
函
」
が
も
と
で
、
一
部
ブ
ラ
ン
カ
ー

ル
ッ
の
「
医
術
新
論
」
を
原
本
と
し
て
訳
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
「
医
学
宝
函
二
洋
カ
ナ
リ
、
遠
西
名
物
考
二
具
論
ス
、
。
…
：
・
・
．

略
引
ス
…
：
：
・
・
訳
載
ス
」
な
ど
と
名
記
し
て
あ
る
。

「
和
藺
薬
選
」
は
桂
川
甫
周
（
月
池
公
）
の
著
述
で
吟
．
冨
匡
昌
一
局
の
本
草
書
が
原
著
と
思
わ
れ
る
が
、
つ
い
に
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ

セ
イ
ニ
ュ
ホ
ク
ト

タ
ラ
ネ
ー
ン

キ
リ
ー
ル

ス
ベ
エ
キ
セ
ル

没
乙
奴
忽
窟
篤
（
神
経
汁
）
太
羅
念
（
涙
）
机
里
永
（
腺
）
蘇
百
越
吉
設
永
（
唾
液
）
大
キ
リ
ー
ル
液
（
膵
液
）
以
上
は
二
十
章
、
二
十
一
章

の
体
内
諸
液
の
説
明
。
十
二
指
腸
、
和
腸
、
回
腸
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
薄
腸
と
い
う
）
盲
腸
、
虫
腸
、
縮
腸
、
直
腸
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

厚
腸
と
い
う
）
以
上
は
二
十
二
章
諸
腸
に
つ
い
て
の
説
明
。
二
十
五
章
に
は
門
脈
の
説
明
。
一
六
五
章
に
は
解
体
術
に
必
要
な
十
三
器
具
の
説

明
。
二
八
一
、
二
八
二
章
に
は
尿
の
生
成
の
説
明
等
が
あ
る
。

「
東
西
病
考
」
「
遠
西
名
物
考
」
「
西
洋
医
言
」
は
い
ず
れ
も
玄
随
自
身
が
書
き
著
わ
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
も
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

「
東
西
病
考
」
に
は
病
気
の
症
状
の
説
明
が
多
い
。
「
西
洋
医
言
」
に
は
脳
の
説
明
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
項
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。の

外
科
書
、

刊
行
さ
れ
た
。

て
い
る
。

「
八
刺
精
要
」
も
桂
川
甫
周
の
著
述
で
刺
絡
法
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
原
著
は
冒
尉
①
目
出
①
回
国
Ｐ
四
日
①
己
ゅ
閏
①
冨
①
。
（
岳
困
１
国
認
）

外
科
書
○
三
『
貝
四
の
の
刺
絡
篇
に
も
と
ず
く
。
玄
随
死
後
の
一
八
二
二
年
に
大
槻
玄
沢
訳
、
佐
々
木
仲
沢
増
訳
の
「
八
刺
精
要
」
三
巻
が

169



「
瘍
医
新
書
」
は
前
掲
出
①
国
①
円
の
外
科
書

国
①
①
房
巨
邑
億
①
○
且
①
門
弓
旨
言
廻
旨
弓
閉
（
国
①
冒
国
目
皀
冒
９
口
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
）
で
シ
ュ
ル
ゼ

イ
ン
、
三
目
晶
冒
と
愛
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
下
二
巻
で
二
七
○
ペ
ー
ジ
も
あ
る
大
作
で
あ
り
、
杉
田
玄
白
が
吉
雄
耕
牛
の
と
こ
ろ

で
始
め
て
見
て
、
一
七
七
○
年
ご
ろ
か
ら
翻
訳
を
始
め
た
。
玄
随
の
読
ん
だ
の
は
玄
白
の
「
瘍
医
新
書
」
だ
が
、
玄
沢
が
翻
訳
を
ひ
き
つ
ぎ
、

一
八
二
五
年
そ
の
一
部
、
誘
導
編
四
巻
を
出
版
し
て
い
る
。

内
山
孝
一
氏
蔵
、
玄
沢
の
訳
本
「
瘍
医
新
書
」
の
巻
首
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
フ
リ
ガ
ナ
は
筆
者
）

ロ
ウ
レ
ン
ス
ハ
イ
ス
テ
ル

遠
西
老
枅
佐
協
乙
速
的
虚
著
撰

若
狭
杉
山
翼
玄
白
起
業

東
奥
大
槻
茂
質
玄
沢
翻
訳

江
部
医
官
桂
川
国
寧
渭
遠
参
閲

ラ
ウ
レ
ン
ス
、
４
イ
ス
テ
ル

そ
の
ほ
か
に
も
「
西
説
」
に
は
辣
烏
冷
私
歌
伊
私
的
児
の
名
は
数
回
で
て
く
る
。

プ
カ
ン

蒲
剛
内
科
書
、
「
薬
秤
譜
」
は
弓
三
国
日
田
巨
、
冨
口
（
弓
魑
ｌ
扁
急
）
の
著
書
で
あ
る
。
ブ
ヵ
ン
の
函
昌
印
昼
胃
の
①
己
の
①
ゅ
冒
目
の
は
一
八
一

七
年
発
行
の
小
森
桃
嶋
の
「
關
方
枢
機
」
と
関
係
が
深
い
。

プ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ

蒲
郎
加
永
都
留
①
ぐ
①
自
国
四
回
冨
胃
兵
屋
ｇ
‐
弓
Ｂ
）
の
「
医
術
新
論
」
は
昌
①
巨
乏
胃
言
①
且
①
日
①
ａ
○
首
９
．
ヨ
ョ
シ
ョ
ゅ
篇
ａ
四
日
解
剖

書
は
ロ
①
己
①
巨
急
毒
曾
ぐ
日
日
号
四
目
呉
○
日
尉
》
扇
電
で
あ
ろ
う
か
。

書
は
ロ
①
ロ
尉
巨
急
ぎ
図
ぐ
○
門
日
ロ
①

ス
ウ
イ
ー
テ
ン

蘇
微
登
の
「
軍
中
備
要
方
」
は

⑦
①
国
Ｈ
Ｑ
Ｆ
国
．
ご
幽
邑
印
君
尉
蔚
【
〕
（
弓
つ
つ
１
旨
司
巴
姉
〆
匡
目
①
国
①
開
声
耐
ず
Ｅ
畠
巨
冨
己
国
里
旨
口
ぬ
ゆ
画
風
Ｑ
①
【
屍
国
胃
房
冨
①
茸
の
Ｐ
弓
①
言
壹
①

色
目
〕
ひ
廟
⑦
ゆ
庁
①
邑
一
目
こ
の
園
〕
蜀
里
ユ
訂
ｍ
①
【
ず
の
○
ヶ
四
旦
詳
①
計
君
①
Ｈ
Ｑ
①
ロ
．
皇
ご
尉
冒
》
弓
門
画
い
弓
己
の
里
」
割
、
、

（
労
研
蔵
書
三
木
栄
体
系
世
界
医
学
史
Ⅳ
唾
）
の
閾
語
本
二
七
八
○
）
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
の
ほ
か
、
細
字
で
ど
ん
な
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ス
ポ
ン
ス
コ
ト

一
三
一
章
で
は
「
咽
喉
ノ
諸
部
二
属
ス
ル
ノ
裏
面
ハ
其
膜
甚
タ
霧
脆
撤
戦
ニ
シ
テ
其
質
尽
ク
私
嘩
斯
ノ
似
ク
（
原
文
ｇ
ｏ
邑
呂
の
三
億
）
一
般

ス
ポ
ン
ス

ナ
リ
」
と
い
う
本
文
に
対
し
て
「
私
嘩
斯
ハ
海
産
、
此
一
一
海
綿
卜
云
。
形
故
紫
敗
線
ノ
如
ク
針
眼
気
孔
ア
リ
。
潮
一
一
随
テ
海
磯
二
漂
栖
ス
」
と

ス
ボ
ン
輩
ウ
ス

細
字
で
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
解
体
新
書
」
巻
之
一
解
体
大
意
篇
第
一
欲
審
其
解
体
之
法
者
。
其
要
有
三
実
。
に
私
奔
牛
私

の
説
明
と
し
て
、
「
形
如
線
紫
。
有
針
眼
。
其
色
黄
。
吾
邦
呼
云
海
綿
或
水
吸
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
四
八
章
肋
膜
（
原
文
四
ｇ
①
ｌ
畠
①
め
）
細
字
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
肋
膜
ハ
ニ
襲
ノ
膜
ナ
リ
胸
中
二
周
回
シ
テ
外
ハ
胸
膜
二
固
着
蒙
被
シ
内
ハ
縦
膜
卜
相
接
シ
以
テ
心
肺
ヲ
周
衛
擁
護
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
解
体
新
書
」
巻
之
三
胸
井
隔
膜
篇
第
十
三
で
は
「
胸
膜
二
襲
也
固
著
胸
之
裏
面
。
」
ま
た
「
縦
隔
膜
。
二
襲
而
共
循
胸
骨
之
裡
。
一
者
囲

心
向
椎
骨
而
著
。
一
者
従
肋
膜
骨
膜
。
分
為
二
嚢
囲
両
肺
」
と
な
っ
て
お
り
「
内
科
撰
要
」
の
説
明
の
方
が
分
り
や
す
い
。

々
の
人
々
に
よ
三

き
り
感
じ
と
れ
る
。

「
和
蘭
局
方
」
ｚ
の
①
号
１
四
目
い
目
①
シ
ｇ
吾
①
農
は
西
洋
薬
物
公
定
書
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ィ
デ
ン
版
、
ハ
ー
グ
版
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
時
代

西
洋
薬
物
の
基
準
を
記
し
た
重
要
な
文
献
で
、
の
ち
に
玄
真
の
翻
訳
し
た
未
刊
写
本
六
巻
が
京
大
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
医
宗
金
鑑
」
九
○
巻
は
一
七
五
二
年
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
清
の
書
籍
で
あ
る
。

「
千
金
方
」
は
正
し
く
は
「
備
急
千
金
方
」
唐
の
孫
思
逝
の
著
、
三
十
巻

以
上
で
文
献
に
よ
る
説
明
の
項
を
終
る
が
、
彼
が
引
用
し
た
書
物
の
名
を
み
る
と
、
当
時
は
ま
だ
翻
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
、
の
ち
に
な
っ
て
種

々
の
人
々
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
書
物
が
大
部
分
で
あ
っ
た
の
に
気
づ
く
。
こ
の
点
か
ら
も
玄
随
の
努
力
が
並
々
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ

一
部
と
思
わ
れ
る
。

ド
ド
ネ
ウ
ス

鐸
度
浬
烏
斯
の
本
草
は
詞
①
日
胃
昌
］
ゅ
ロ
呂
○
目
①
扇
（
屈
旨
ｌ
尉
誤
）
》
Ｑ
昌
骨
ｇ
①
鳥
で
あ
ろ
う
。

シ
ヨ
メ
ル

叔
弥
児
は
「
厚
生
新
編
」
函
三
豊
○
且
呂
房
君
。
Ｃ
ａ
①
『
］
冒
禺
の
著
者
○
言
ヨ
ュ
ｚ
ｏ
２
で
「
居
家
纂
要
」
は
右
の
君
ｏ
ｏ
ａ
の
弓
○
鳥
の
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二
八
一
章
で
は
「
水
液
ヲ
飲
ム
コ
ト
過
多
ニ
シ
テ
も
且
シ
蒸
発
気
ヲ
妨
ゲ
減
ス
ル
コ
ト
ア
レ
バ
（
原
文
国
ｇ
鴨
耳
巨
詩
①
国
ご
画
口
ぐ
①
①
一

言
胃
①
局
．
①
邑
号
ぐ
の
門
目
且
①
ａ
①
巨
詳
乏
四
脇
①
日
〕
品
目
農
①
己
）
血
中
一
一
稀
淡
ナ
ル
ノ
水
液
増
多
ス
ル
コ
ト
必
定
ノ
道
理
ナ
リ
」
と
い
う
本
文

に
対
し
「
蒸
発
気
」
の
説
明
が
あ
る
。
「
平
人
居
常
身
体
ヨ
リ
蒸
々
ト
シ
発
シ
出
ル
ノ
気
ア
リ
、
眼
目
モ
見
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
之
一
一
触
ル
レ
ト

モ
党
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
即
チ
温
々
ノ
気
一
一
シ
テ
中
一
一
水
気
ヲ
含
有
ス
・
・
・
…
…
是
ヲ
蒸
発
気
卜
名
ク
」
ま
た
、
「
身
体
中
ノ
水
液
、
既
一
一
功
用
ヲ

成
テ
老
謝
セ
ル
者
、
コ
レ
ヲ
老
廃
卜
云
、
一
方
ハ
小
便
ヨ
リ
出
去
り
一
方
ハ
皮
膚
ヨ
リ
平
常
蒸
出
シ
テ
去
ナ
リ
、
其
形
ヲ
成
テ
見
ル
ヘ
キ
ハ
是

汗
ナ
リ
、
此
物
微
ナ
ル
中
ハ
居
常
発
出
ス
レ
ド
モ
、
目
モ
視
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
・
・
・
：
．
：
病
考
一
一
詳
ニ
ス
」
こ
れ
は
現
在
わ
れ
わ
れ
の
い
う

「
不
感
蒸
散
」
旨
い
①
国
、
旨
①
乏
胃
①
二
○
筋
の
こ
と
で
、
す
で
に
こ
の
時
代
に
、
玄
随
が
こ
う
し
た
生
理
現
象
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
例
の
サ

ン
ト
リ
オ
の
実
験
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
ト
リ
オ
留
貝
○
国
○
殿
昌
○
国
。
（
屈
臼
ｌ
晟
設
）
は
三
十
年
間
天
秤
の
上
で
生
活
し
、
摂
取

し
た
食
物
と
排
泄
し
た
物
の
量
の
差
よ
り
も
体
重
が
軽
く
な
る
こ
と
を
実
証
し
、
皮
膚
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
去
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
一
六
一

四
年
こ
れ
に
関
す
る
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
礒
建
（
腸
間
膜
）
、
コ
コ
ラ
ー
ド
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）
の
説
明
や
、
乳
簾
利
に
関
す
る
意
見
な
ど
が
あ
る
。

ロ
ウ
ス

一
方
、
神
経
に
対
す
る
誤
っ
た
考
え
方
や
、
胆
汁
敗
黒
症
、
羅
斯
な
ど
現
代
医
学
と
相
容
れ
な
い
も
の
も
多
数
あ
り
、
細
字
の
説
明
を
読
め

ば
読
む
ほ
ど
分
ら
な
く
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
文
と
直
接
関
係
が
深
い
の
で
別
項
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
玄
随
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
は
、
た
ん
に
⑦
○
両
目
両
詞
の
⑦
同
国
白
く
国
宛
ロ
国
⑦
国
ｚ
同
国
切
〆
Ｏ
ｍ
ｚ
目
の
翻
訳
に
と
ど

ま
ら
ず
、
細
字
の
注
釈
を
み
て
も
、
訳
者
自
身
の
解
説
づ
き
の
書
物
で
あ
り
、
こ
の
翻
訳
に
長
年
月
を
要
し
，
た
の
は
、
彼
が
ラ
イ
フ
ウ
ァ
ー
ク

と
し
て
心
魂
を
打
ち
こ
ん
で
い
た
気
が
ま
え
が
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
。
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原
著

（
一
）
は
し
が
き

鹿
児
島
の
南
端
佐
多
岬
よ
り
海
上
数
十
粁
の
孤
島
種
子
島
は
孤
島
と
は
言
え
、
既
に
室
町
時
代
に
は
京
都
・
堺
或
は
琉
球
へ
と
そ
の
航
路
は

ひ
ら
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
種
子
島
よ
り
大
隅
の
志
布
志
・
日
向
の
鵜
戸
・
細
島
等
九
州
東
岸
を
北
上
、
瀬
戸
内
を
通
り
大
阪
・
堺
へ
の
航

路
。
或
は
南
海
は
大
島
・
徳
之
島
・
沖
之
永
良
部
島
を
経
て
琉
球
に
至
る
航
路
と
、
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
々
の
往
来
は

痘
瘡
の
流
行
に
も
影
響
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

遠
海
上
の
種
子
島
に
お
い
て
も
痘
瘡
は
猛
威
を
振
っ
た
。
僅
か
一
万
数
千
人
の
島
民
に
対
し
記
録
は
時
に
千
人
の
病
死
を
伝
え
て
い
る
。

資
料
は
種
子
島
家
譜
（
種
子
島
家
の
正
史
八
十
九
巻
）
道
潔
一
代
記
録
（
羽
生
ユ
ハ
郎
左
衛
門
著
二
一
巻
）
痘
局
便
覧
（
柳
田
秋
水
著
一
巻
）
を

主
と
し
て
、
流
行
の
年
次
を
ひ
ろ
い
、
或
は
天
保
七
年
冬
よ
り
翌
八
年
春
に
至
る
流
行
を
例
と
し
て
症
状
お
よ
び
治
療
法
等
の
概
説
を
試
み

た
0

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
は
じ
め
て
種
子
島
に
お
い
て
種
痘
が
行
な
わ
れ
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
「
島
中
に
施
さ
し
む
一
と
あ
る

こ
と
は
全
国
的
に
も
か
な
り
早
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

種
子
島
に
お
け
る

痘
瘡
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
十
九
巻
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
八
日
受
付

第
二
号
・
昭
和
四
十
八
年
六
月

河

内

和

夫
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享
和
元
年
正
月
十
二
日
（
一
八
○
一
）

庖
瘡
流
行
す
る
を
以
て
三
ヶ
寺
（

文
化
十
四
年
九
月
九
日
（
一
八
一
七
）

（
一
八
○
一
）

」
三
ケ
寺
の

元
文
二
年
五
月
（
一

今
年
萢
瘡
流
行

寛
延
三
年
二
月
（
一

こ
の
歳
庖
瘡
流
行

宝
暦
十
二
年
二
月
（戸、

寛
政
三
年
正
月
（
一

一
島
庖
瘡
流
行
す

（一

（
二
）
種
子
島
に
お
け
る
痘
瘡
の
流
行

種
子
島
に
お
け
る
痘
瘡
の
流
行
を
「
種
子
島
家
譜
」
を
資
料
と
し
て
列
挙
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

西
街
の
市
人
嘉
助
の
二
男
痘
を
患
ふ
医
の
請
を
以
て
飛
船
を
促
し
て
薬
種
を
覺
府
に
買
は
し
む

天
保
五
年
十
一
月
十
三
日
（
一
八
三
四
）

西
之
村
の
村
吏
立
石
塩
戸
の
長
太
郎
が
男
子
瘡
を
患
ひ
て
痘
に
似
た
り
と
告
ぐ
医
中
田
円
泰
・
柳
田
喜
碩
を
し
て
之
を
察
視
せ
し

庖
瘡
流
行

春
よ
り
夏
に
至
る
ま
で
島
中
疫
痛
庖
瘡
老
若
死
す
る
者
多
し

七
九
一
）

一

七

六

ン

七
五
○
）

死
者
千
人
に
及
ぶ

七
三
七
）

僧
を
し
て
本
源
寺
に
於
て
平
安
を
祈
ら
し
む
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弘
化
四
年
八
月
二
十
八
日
（
一
八
四
七
）

野
間
村
に
痘
を
患
ふ
者
あ
り
其
の
治
療
の
周
密
な
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
慮
り
用
人
西
村
田
代
時
和
を
遣
し
て
臨
監
せ
し
む

右
の
如
く
種
子
島
家
譜
に
よ
る
痘
瘡
流
行
の
記
録
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
を
最
初
と
し
て
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
流
行
ま
で
五
十

数
年
、
そ
れ
以
後
は
二
十
年
、
十
年
或
は
数
年
の
間
隔
を
置
い
て
弘
化
年
間
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

し
か
し
家
譜
の
記
録
は
江
戸
時
代
中
期
以
前
は
、
か
な
り
簡
略
な
も
の
で
あ
る
た
め
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

と
こ
ろ
で
以
上
の
う
ち
「
天
保
七
年
丙
甲
十
一
月
よ
り
翌
八
年
丁
酉
四
月
」
に
至
る
前
代
未
聞
の
難
庖
瘡
に
つ
い
て
は
別
の
記
録
（
道
潔
一

天
保
八
年
正
月
二
十
一
日
（
一
繩お

即
今
痘
瘡
流
行
し
悪
痘
卑

天
保
十
四
年
五
月
（
一
八
四
三
）

（
一
八

む
報
じ
て
曰
く
痘
な
り
と
時
に
村
吏
請
ひ
て
曰
く
、
今
年
凶
歳
な
れ
ば
痘
を
患
ふ
者
を
養
ふ
の
米
な
し
願
は
く
は
官
の
力
を

以
て
流
行
を
止
め
よ
と
令
し
て
曰
く
「
何
ぞ
能
く
之
を
止
む
る
こ
と
を
為
さ
ん
只
未
だ
痘
を
患
は
ざ
る
者
を
し
て
其
の
家
に
出
入

せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
且
つ
痘
を
患
ふ
者
は
則
ち
善
く
保
護
し
て
必
ず
之
を
忽
か
に
す
る
こ
と
勿
れ
」
と

天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
（
一
八
三
六
）

医
師
柳
田
泰
庵
東
市
街
の
榎
本
新
四
郎
の
二
男
痘
瘡
を
患
ふ
こ
と
を
告
ぐ
（
痘
瘡
流
行
の
初
め
之
に
染
ま
る
者
あ
れ
ば
医
之
を
告

医
師
柳
田
泰
庵

西
町
桑
原
六
次
郎
の
養
子
痘
去

弘
化
四
年
六
月
十
日
（
一
八
四
七
）

宮
原
の
里
民
善
吉
が
児
痘
を
中

痘
を
患

痘
を

ぐ
る
が
例
な
り
）

旧
例
に
因
る
な
り

三
七
）

お
ほ

悪
痘
衆
く
し
て
天
亡
す
る
者
甚
だ
多
し

ふ 患
ふ

医
柳
田
喜
碩
之
を
政
府
に
告
ぐ
即
ち
僧
徒
（
三
ヶ
寺
）
を
し
て
本
源
寺
に
祷
せ
し
む
蓋
し

故
に
三
ヶ
寺
の
僧
徒
を
し
て
本
源
寺
に
会
堂
し
て
軽
安
を
祈
ら
し
む
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代
記
録
）
が
現
存
し
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
う
。 天

保
七
年
十
一
月
十
九
日
東
町
榎
本
新
四
郎
次
男
熱
気
こ
れ
あ
り
庖
瘡
と
相
き
ま
り
十
九
ヶ
年
来
の
庖
瘡
追
々
町
下
麓
に
相
か
け

流
行
い
た
し
候
処
前
代
未
聞
の
難
庖
瘡
過
分
の
仕
損
じ
こ
れ
あ
り
毎
度
御
物
よ
り
も
御
祈
祷
仰
せ
渡
さ
れ
候
て
も
そ
の
詮
こ
れ
な
く

漸
々
の
難
痘
右
に
つ
き
痘
瘡
除
け
方
と
し
て
子
供
引
き
つ
れ
田
舎
へ
逃
ぐ
る
趣
の
人
も
こ
れ
あ
り
又
は
山
野
へ
木
屋
が
け
以
来

数
家
の
子
供
召
つ
れ
相
隠
れ
候
人
も
こ
れ
あ
り
又
は
難
痘
退
治
と
し
て
矢
数
興
行
又
は
鉄
砲
を
打
ち
追
い
払
い
の
手
段
お
び
た
だ

し
く
誠
に
以
て
開
開
以
来
の
大
騒
動
：
．
…
…

と
い
う
よ
う
に
発
生
・
流
行
な
か
な
か
の
勢
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
十
九
ヶ
年
来
の
庖
瘡
と
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
流
行

以
来
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
種
子
島
家
譜
の
記
録
と
も
一
致
す
る
。
同
じ
く
「
道
潔
一
代
記
録
」
を
通
し
て
軽
痘
の
例
・
難
痘
の
例
を
見
て
み

犬
i

：

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
十
二
才
の
男
子
の
極
め
て
順
調
な
軽
い
痘
瘡
で
あ
る
。

軽
痘
の
例

す
が
や

天
保
八
年
丁
酉
正
月
十
五
日
よ
り
嫡
孫
当
十
二
歳
菅
矢
こ
と
熱
気
こ
れ
あ
り
．
…
．
．
（
中
略
）
…
：
用
意
の
人
参
そ
の
ほ
か
庖
瘡
方
手
当
の
品

々
持
越
し
療
医
は
柳
田
喜
碩
殿
に
前
広
め
頼
み
入
れ
置
き
用
薬
看
病
手
を
尽
し
候
処
幸
ひ
な
る
か
な
麓
中
に
て
二
・
三
番
位
の
軽

痘
瘡
七
日
め
の
夜
よ
り
八
日
に
相
掛
け
灌
膿
相
済
み
定
法
の
十
二
日
め
迄
に
は
全
快
こ
れ
あ
り
湯
掛
り
注
連
を
も
取
上
げ
候
得

（
三
）
天
保
七
年
十
一
月
よ
り
同
八
年
四
月
に
至
る
痘
瘡
に
つ
い
て
ｌ
道
潔
一
代
記
録
に
よ
る
Ｉ

発
生

難
痘
の
例
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六
才
の
折
で
あ
っ
た
。

ね
じ
重

同
二
月
三
日
よ
り
嫡
孫
女
や
す
こ
と
子
島
氏
方
熱
気
相
催
し
価
て
同
五
日
此
方
よ
り
駕
篭
用
意
に
て
迎
え
に
差
越
し
候
此
方
江
引

き
取
り
種
種
仕
付
な
り
右
に
つ
き
て
は
彼
の
方
よ
り
も
竜
助
殿
は
勿
論
龍
蔵
殿
御
夫
婦
一
同
や
す
江
御
附
添
に
て
此
方
江
御
滞
在

療
医
は
彼
の
方
に
て
発
熱
ぎ
わ
よ
り
柳
田
喜
碩
殿
江
頼
み
入
れ
こ
れ
あ
り
用
薬
多
人
数
の
看
病
人
頼
み
入
れ
養
生
念
を
入
れ
候
初

発
よ
り
六
日
め
迄
は
別
し
て
の
軽
痘
惣
じ
て
の
容
躰
も
宜
し
く
悦
び
入
り
罷
居
り
候
処
旧
冬
十
一
月
頃
よ
り
懐
妊
に
て
罷
居
り

痘
瘡
流
行
二
つ
い
て
は
妊
婦
は
一
大
事
の
も
の
と
古
来
よ
り
申
し
伝
え
候
訳
も
こ
れ
あ
り
其
の
上
此
の
節
の
痘
瘡
は
な
か
ん
ず
く
十

七
八
才
以
上
の
痘
瘡
人
は
惣
じ
て
仕
損
じ
の
振
合
い
右
に
つ
き
子
島
氏
方
働
き
に
て
此
間
よ
り
流
産
の
働
き
こ
れ
あ
り
都
合
よ
く
流

産
い
た
し
一
先
ず
仕
合
せ
に
は
存
じ
居
り
候
処
流
産
後
九
日
め
よ
り
痘
瘡
仕
付
候
得
ば
右
機
血
等
の
後
に
て
も
候
や
七
日
め
頃
よ

り
腹
こ
わ
り
小
便
不
通
り
八
日
め
よ
り
小
用
過
分
相
通
じ
候
処
漸
々
難
渋
に
成
り
立
ち
…
：
．
中
略
…
…
養
生
叶
い
無
く
同
十
日
朝
四

ッ
時
死
去
絶
命
し
ば
ら
く
何
と
も
申
す
ば
か
り
こ
れ
な
く
候

こ
れ
は
痘
瘡
流
行
に
つ
き
、
妊
婦
の
感
染
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
た
め
人
工
流
産
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
流
産
後
九
日
目
に
感
染
、
天
保
八
年

二
月
三
日
発
熱
後
、
八
日
目
の
二
月
十
日
朝
に
は
遂
に
死
亡
し
た
例
で
あ
る
。
十
八
才
の
既
婚
の
女
子
で
あ
る
が
、
結
婚
は
天
保
六
年
八
月
十

羽
生
新
太
郎
×
（
十
八
才
同
年
二
月
六
日
発
病
同
十
四
日
死
去
）

こ
の
よ
う
に
し
て
天
保
七
年
十
一
月
十
九
日
に
始
ま
っ
た
こ
の
痘
瘡
は
翌
天
保
八
年
四
月
中
旬
ま
で
流
行
し
、
西
之
表
村
（
上
西
之
表
・
中

ば
ぷ

み
ち
き
よ

こ
の
日
誌
の
記
録
者
羽
生
六
郎
左
衛
門
道
潔
の
当
時
に
お
け
る
近
親
者
罹
病
の
状
況
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

○
印
全
快
子
島
龍
助

羽
生
道
潔
１
－
１
幾
太
郎

渡
辺
削
岼
一
調
砿

親
類
同
居
人

×
印

死
亡

ｌ
直
一
郎
’
一
Ⅲ
》
癌
酔

×

（
十
八
才

（
十
二
才

（
七
才

（
十
八
才
同
年
正
月
二
十
七
日
発
病
二
月
六
日
死
去
）

（
九
才
天
保
八
年
正
月
十
六
日
死
去
）

天
保
八
年
二
月
三
日
発
熱

同
年
正
月
十
五
日
発
熱

同
年
二
月
七
日
発
病

同
十
日
死
去
）

軽
痘
全
快
）

難
痘
漸
く
に
し
て
助
命
）

178



〃
ク
コ

愚
亦
天
行
痘
ヲ
歴
ル
再
度
一
一
及
く
り
数
百
人
ヲ
治
ス
其
痘
再
度
共
一
一
甚
重
シ
陥
痘
稠
密
鮪
ノ
イ
ボ
ノ
如
ク
其
皮
堅
実
膿
漿
破

レ
難
キ
モ
ノ
十
ヶ
七
尖
円
分
珠
又
粟
米
粒
ノ
如
キ
モ
ノ
僅
二
再
三
ノ
ミ
又
肉
脹
一
片
堆
起
シ
実
粒
ヲ
ナ
サ
ズ
其
色
熟
シ
タ
ル
橘
皮

グ
ヒ
ダ
ヒ

色
ノ
如
ク
榿
色
一
一
似
タ
リ
膿
漿
ヲ
ナ
サ
ズ
毒
内
攻
煩
躁
シ
テ
死
ス
ル
モ
ノ
多
シ
：
…
．

と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
難
痘
治
療
に
つ
き
、
用
薬
に
つ
い
て
は

初
発
三
日
用
方
（
十
四
種
）
見
点
三
日
虚
痘
用
方
（
六
種
）
見
点
三
日
情
火
用
方
（
十
種
）
清
補
用
方
（
二
種
）
起
脹

三
日
虚
痘
用
法
（
十
三
種
）
起
脹
三
日
情
火
用
方
（
六
種
）
起
脹
三
日
清
補
用
方
（
二
種
）
灌
漿
三
日
補
益
用
方
（
八
種
）

収
暦
結
痂
用
法
（
二
十
六
種
）
痘
家
雑
方
（
二
十
四
種
）
女
子
痘
中
用
方
（
九
種
）
が
述
べ
ら
れ
、
調
剤
の
方
を
み
る
に
升
麻

葛
根
苛
薬
甘
草
人
参
防
風
差
活
川
茸
連
菫
牛
労
前
胡
荊
芥
蝉
退
木
通
黄
菫
桔
梗
白
木
丹
皮
当
帰

決
苓
等
そ
の
種
類
は
極
め
て
多
く
恐
ら
く
は
百
種
類
を
こ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
特
に
痘
中
の
食
事
に
は
気
を
つ
か
い

コ
コ
ロ
ロ
ミ

先
大
人
制
ス
ル
所
ノ
食
量
ノ
法
ヲ
家
君
一
一
伝
う
家
君
モ
亦
愚
一
一
伝
う
愚
因
し
之
此
レ
ヲ
験
ル
’
一
逆
症
卜
云
ヱ
ド
モ
愈
ル
モ
ノ
多
シ

ぎ
に
記
し
て
み
よ
う
。

西
之
表
・
下
西
之
表
）
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
在
郷
に
ま
で
そ
の
流
行
範
囲
は
及
ん
だ
模
様
で
あ
り
、
死
者
は
二
百
人
余
を
か
ぞ
え
た
と
い

う
。
西
之
表
中
に
お
け
る
難
痘
の
者
は
三
百
人
或
は
四
百
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
感
染
罹
病
者
の
数
は
判
明
し
な
い
。

そ
の
頃
種
子
島
の
人
口
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
宗
門
改
め
に
よ
れ
ば
総
数
一
万
四
千
四
○
九
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
症
状
お
よ
び
治
療
法

と
こ
ろ
で
、
こ
の
天
保
七
年
よ
り
八
年
に
至
る
も
の
か
或
は
弘
化
四
年
の
痘
瘡
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
兎
も
角
、
恐
ら
く
は
こ
の
時
期

流
行
の
痘
瘡
に
つ
い
て
の
記
述
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
種
子
島
家
の
医
官
柳
田
秋
水
（
喜
碩
）
著
の
「
痘
局
便
観
」
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
つ
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も
の
で
あ
る
と
い
う
。

と
述
べ
、
昏
悶
煩
躁
し
て
人
事
を
覚
え
ず
、
食
味
を
知
ら
ざ
る
者
に
は
俗
に
「
煮
抜
キ
」
と
称
す
る
も
の
を
製
し
、
竹
管
を
以
て
鼻
中
よ
り

吹
き
下
し
、
又
昏
睡
し
て
醒
め
ざ
る
者
に
は
「
煮
抜
キ
並
一
一
莱
汁
」
を
交
代
に
匙
に
て
昼
夜
間
断
な
く
す
す
め
、
何
回
か
に
分
け
て
、
そ
の
量

は
平
日
の
量
よ
り
軽
い
程
度
に
す
す
め
る
よ
う
で
あ
る
。
食
を
与
え
れ
ば
煩
悶
し
て
眠
ら
か
つ
た
者
も
暫
く
は
安
静
に
し
て
よ
く
睡
眠
を
と
る

ま
た
灌
膿
の
時
分
に
与
え
る
も
の
と
し
て
は

ジ
ヒ
９
℃

椎
ノ
実
味
甘
ク
性
温
能
ク
瘡
瘍
ヲ
発
表
シ
能
ク
膿
汁
ヲ
成
ス
功
糯
米
二
勝
し
り
．
…
：
中
略
：
…
・
其
製
麓
皮
ヲ
去
り
少
ク
妙
リ
細
末

ト
成
シ
水
糖
ハ
白
糖
二
和
シ
清
酒
一
・
二
・
三
盃
一
一
混
合
シ
用
ヒ
テ
ョ
シ
大
人
小
児
分
限
ヲ
量
テ
与
フ
ベ
シ

と
あ
り
食
餌
療
法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
、
家
伝
の
法
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
別
に
、
痘
よ
り
毒
を
吸
い
取
る
方
法
と
し
て

黒
痘
痘
庁
共
一
一
六
七
Ｈ
行
漿
ノ
時
分
針
ニ
テ
刺
シ
傍
人
ヲ
シ
テ
焼
酎
ヲ
含
ミ
其
毒
ヲ
ス
ヒ
取
ラ
シ
ム
痘
庁
ハ
其
根
深
シ
破
志
利

育
ヲ
敷
ク
ョ
シ
黒
痘
其
根
浅
シ
天
花
粉
点
ズ
ル
ョ
シ
雄
黄
雑
ル
尚
ヨ
ロ
シ

と
あ
り
、
六
日
以
後
に
は
「
坤
土
」
を
説
明
し
て

丹
渓
先
生
日
ク
牛
ノ
性
坤
土
ナ
リ
能
ク
胃
ク
胄
気
ヲ
養
フ
ト
吾
ガ
先
大
人
斯
二
見
ル
所
有
テ
行
痘
毎
一
一
虚
痘
且
シ
｜
虫
一
症

ア
プ
ラ
グ
サ

六
日
以
後
コ
レ
ヲ
用
１
又
托
裏
排
膿
ノ
利
有
テ
妙
験
ア
リ
…
：
・
・
：
我
土
ノ
牛
肉
壇
シ
用
上
難
シ
薬
舗
二
琉
牛
肉
ト
称
ス
ル
モ
ノ

ヒ
タ

ク
サ
ミ

砿
ク

ヲ
取
り
初
発
情
水
二
浸
シ
毎
度
水
ヲ
カ
ヱ
湿
濡
ナ
ル
ヲ
侍
ツ
テ
清
水
一
一
テ
能
々
臭
ヲ
洗
上
除
キ
絞
ツ
テ
好
泗
二
漬
シ
酒
気
透
徹

シ
テ
ョ
リ
其
レ
ヲ
壁
キ
爆
シ
乾
シ
テ
刻
ミ
用
１
妙
ル
ベ
カ
ラ
ズ
妙
レ
バ
臭
気
甚
シ
ク
服
用
シ
ガ
タ
シ
毎
用
好
酒
一
蓋
ヲ
加
服
シ

テ
佳
ナ
リ
薬
名
ヲ
称
シ
テ
坤
土
ト
イ
フ

ま
た
、
最
氏
諸
薬
を
製
す
る
に
皆
好
酒
を
用
ゆ
と
し
て

酒
ノ
性
ハ
熱
能
ク
気
血
ヲ
通
暢
シ
薬
気
ヲ
奔
走
シ
テ
痘
家
ノ
聖
薬
ナ
リ
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（
五
）

施

種
子
島
家
譜
に

天
保
八
年
二
月

松
寿
院
殿

天
保
八
年
四
月

と
種
々
家
伝
の
方
法
を
記
し
て
い
る
が
、
無
事
痘
業
成
就
す
る
に
及
ん
で
は
「
道
潔
一
代
記
録
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

潅
膿
相
済
み
定
法
之
十
二
日
め
迄
に
は
全
快
さ
さ
湯
掛
り
注
連
を
も
取
上
げ
候
得
共
．
…
。
：
：
痘
瘡
は
成
就
に
て
目
出
度
く
本
家
二

而
祝
儀
之
盃
共
取
は
や
し
誠
一
一
以
て
大
慶
斜
な
ら
ず

快
気
祝
い
に
は
親
類
を
あ
げ
て
の
喜
び
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

痘
瘡
流
行
す
る
を
以
て
馬
毛
島
に
狩
し
て
鹿
茸
を
取
る

と
い
う
よ
う
に
施
薬
に
も
心
を
配
っ
た
様
子
で
あ
る
。

や
や
時
代
を
下
り
弘
化
年
間
の
流
行
に
は
同
家
譜
に

弘
化
四
年
九
月
二
十
二
日
（
一
八
四
七
）

用
人
西
村
直
之
進
時
義
西
村
十
六
衛
門
時
弘
河
内
六
郎
時
然
種
子
島
友
之
助
政
教
を
遣
し
て
村
邑
を
巡
視
せ
し
む
男
二
十
才

ざ
一
室
】

以
下
女
十
五
才
以
下
未
だ
痘
を
患
は
ざ
る
者
を
し
て
方
に
痘
を
患
ふ
者
に
親
炎
し
て
こ
れ
に
染
ま
し
む

弘
化
四
年
十
月
十
八
日
（
一
八
四
七
）

種
痘 対

策
薬

（
一
八
三
七
）
‐

鶴
膏
を
痘
を
患
ふ
者
に
賜
ひ
て
難
痘
を
治
せ
し
む
諸
人
恩
恵
の
辱
き
を
拝
す

（
一
八
三
七
）
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医
師
河
東
三
折
を
し
て
牛
痘
を
麗
邸
に
在
る
者
に
種
ゑ
し
め
而
し
て
帰
っ
て
之
を
島
中
に
施
さ
し
む

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
痘
種
法
に
続
き
、
牛
痘
苗
接
種
へ
と
予
防
法
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
種
子
島
に
お
け
る
牛
痘
苗
接
種
の
は

じ
ま
り
で
あ
る
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
、
つ
い
で
文
久
三
年
（
一
八
六
一
）
の
島
中
へ
の
接
種
は
、
鍋
島
藩
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
、
或

は
種
痘
所
設
立
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
僻
遠
の
離
島
と
し
て
は
か
な
り
早
い
時
機
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
種
子
島
家
譜
に

嘉
永
三
年
三
月
十
五
日
（
一
八
五
（

前
田
杏
斎
を
し
て
二
女
（
波
津

安
政
三
年
二
月
十
日
（
一
八
五
六
）

（
波
津

八
五
○

嘉
永
三
年
正
月
十
一
日
（
一
八
五
○
）

天
保
七
年
十
二
月
十
一
日
（
一
八
三
六
）

痘
疹
を
患
ふ
者
嘉
く
多
き
を
以
て
十
二
時
の
鐘
を
撞
か
し
む
（
事
旧
に
よ
る
）

と
あ
る
の
は
看
病
人
が
時
間
を
知
る
こ
と
に
よ
り
交
代
し
て
看
病
し
休
息
に
便
な
ら
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

牛
痘
の
種
を
輸
入
し
島
に
於
て
昼

文
久
元
年
四
月
十
八
日
（
一
八
六
一
）

島
に
於
て
は

吉
良
元
民
を
し
て
種
痘
の
術
を
前
田
杏
斎
に
学
ば
し
む

府
下
痘
を
患
ふ
者
漸
く
に
し
て
窪
ゆ
将
に
近
村
の
児
輩
を
し
て
病
気
に
染
ま
し
め
ん
と
す
乃
ち
冥
護
を
本
源
寺
に
祈
る
用
人

・
内
横
目
侍
席
す
近
村
の
児
あ
る
者
を
し
て
詣
で
し
め
与
ふ
る
に
神
仏
の
符
を
以
て
す
而
し
て
医
を
し
て
児
輩
を
拉
し
痘
を
患

ふ
者
の
家
に
至
り
て
之
に
染
ま
し
む

じ
め
て
種
痘
を
行
な
う

・
多
慶
）
に
種
痘
せ
し
む

）
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無
病
息
炎
延
命
の
祈
願
は
常
々
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
痘
瘡
お
よ
び
悪
疫
流
行
或
は
旱
魅
蟆
害
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
災
難
到
来
の
際
に

は
当
然
、
種
子
島
家
菩
提
寺
で
あ
る
本
源
寺
舞
纒
毒
鑑
壷
輻
五
十
石
）
或
い
は
三
ヶ
寺
（
慈
遠
寺
本
源
寺
大
会
寺
）
の
僧
徒
会
同
し
祈
祷
が
行
な
わ

れ
る
と
と
も
に
願
文
が
献
ぜ
ら
れ
る
の
が
例
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
本
源
寺
に
お
い
て
は
護
符
を
与
え
、
神
仏
の
加
護
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

善
応
院
日
皓
律
嶬
不
の
）
の
署
名
あ
る
「
御
符
書
」
、
こ
れ
は
恐
ら
く
は
江
戸
時
代
末
期
の
書
写
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る
が
、
つ
ぎ
の
事

柄
が
心
得
肝
要
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ッ
ヲ

専
二
慈
悲
一
身
心
清
浄
一
一
シ
テ
常
二
仏
神
照
覧
不
し
可
レ
忘
事

信
心
堅
固
一
一
シ
テ
離
二
貧
欲
一
離
二
色
欲
一
無
念
無
想
一
一
シ
テ
非
道
念
不
可
叶
也

一
不
し
可
レ
喰
二
五
辛
一
事
一
諸
勝
負
之
事

一
不
し
可
レ
呑
レ
酒
事
一
不
し
可
レ
見
二
不
浄
一
事
一
不
し
可
レ
笑
事

一
睡
眠
之
事
一
臥
事
ナ
ヵ
レ

睡
眠
之
事
一
臥
事

不
相
守
而
イ
カ
ニ
読
経
イ
タ
シ
候
而
モ
不
相
叶
事
心
得
肝
要

と
あ
り
、
真
剣
に
仏
の
加
護
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
御
符
書
に
「
モ
カ
サ
の
符
」
二
種
、
「
イ
モ
ハ
シ
ヵ
の
符
」
一
種
が
記
載
さ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
を
つ
ぎ
に
示
し
て
み
よ

》
っ
。

右
之
条
相
守
ル
ベ
シ

（
六
）
神
仏
へ
の
祈
願
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辨
を
述
べ
て
参
考
と
し
て
い
る
。

（
七
）
痘
局
便
覧

つ
ぎ
に
痘
局
便
覧
に
つ
き
そ
の
所
説
を
掲
げ
、
幕
末
に
お
け
る
種
子
島
漢
方
医
の
痘
瘡
に
関
す
る
知
識
を
い
さ
さ
か
述
べ
て
み
た
い
。

幕
末
種
子
島
家
の
医
官
の
一
人
柳
田
秋
水
著
す
と
こ
ろ
の
「
痘
局
便
覧
」
は
何
洛
英
張
路
玉
銭
仲
陽
朱
嘘
萬
陳
文
仲
郭
子
章

程
少
岐
李
東
白
久
吾
蕪
戴
曼
公
或
は
東
都
の
痘
疹
医
池
田
先
生
の
所
説
を
参
考
と
し
て
、
痘
瘡
の
歴
史
、
名
称
に
つ
き
略
述
し
、
四
節

及
び
八
症
の
分
辨
を
、
そ
れ
に
加
え
る
に
順
痘
の
治
例
を
、
又
熱
毒
塞
過
肌
肉
痘
不
二
発
透
一
。
表
虚
気
虚
血
虚
内
虚
。
血
熱
血
実
血
毒
。
火

ジ
グ
ー

極
。
錐
し
利
而
可
レ
下
。
熱
毒
已
舸
細
用
一
温
補
一
。
の
治
例
を
辨
じ
、
附
す
る
に
虚
実
不
し
切
レ
豚
。
審
一
丙
外
之
症
一
。
用
一
毒
薬
》
攻
し
毒
。
の

塗

一

『
巳

モ
ォ
サ
〃
榑
剛

唾
１
１
毛
ハ
シ
カ
刈
酷
側

_→

ブ

ナ

妙

萱
華

罫誓沖
／･

デチロ

；
一 ヂ ノ

逗箸；

可ガ秘
蝿ア

榊
剛
州
》
蝋
》
冊
血
一
荷
砿
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考
え
て
よ
い
と
思
う
。

と
述
べ
八
症
四
節
の
期
に
応
じ
て
治
療
す
る
な
ら
ば
治
癒
せ
ぬ
も
の
は
な
い
と
い
い
、
薬
の
四
法
を
説
き
、
平
順
の
常
法
を
述
べ
、
変
ず

る
に
及
ん
で
は
危
症
百
出
多
端
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
変
症
順
逆
に
随
っ
て
治
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
先
ず
痘
の
形
と
色
と
を
察
し

て
外
を
候
い
、
唇
と
舌
と
を
察
し
て
内
を
候
い
又
痘
神
形
神
気
神
の
三
神
備
わ
る
と
備
わ
ざ
る
と
を
見
て
候
い
と
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
気
血
調
和
し
て
痘
症
も
亦
自
然
に
順
美
と
な
る
の
で
あ
る
が
故
に
胄
気
の
栄
養
を
得
し
め
る
こ
と
を
以
っ
て
肝
要
と
し
て
い
る
。

明
治
六
年
の
著
で
あ
り
、
時
に
秋
水
七
十
六
才
で
あ
る
老
齢
か
ら
し
て
も
幕
末
漢
方
医
の
痘
疹
に
つ
い
て
の
一
般
的
知
識
を
記
し
た
も
の
と

証
候
お
よ
び
原
因

天
地
ハ
十
二
月
ヲ
以
テ
生
長
収
蔵
ヲ
ナ
シ
痘
瘡
ハ
十
二
日
ヲ
以
テ
ス
三
日
一
一
シ
テ
一
転
シ
三
四
十
二
ロ
ニ
シ
テ
生
長
収
蔵
ノ
令
行
ハ

四
五
六
日
起
脹
三
日
夏
ノ
令

七
八
九
日
灌
漿
三
日
秋
ノ
令

十
十
一
十
二
日
収
醤
三
日
冬
ノ
令

右
の
よ
う
に
四
節
に
分
け
名
節
を
三
日
と
し
て
い
る
。

大
抵
六
日
以
前
ハ
熱
二
属
シ
実
一
一
属
シ
六
日
以
後
ハ
寒
一
一
属
シ
虚
一
一
属
ス
然
し
ド
モ
間
々
此
レ
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
知
ル
ベ
シ

痘
ハ
天
瘡
ナ
リ
聖
瘡
ナ
リ
虚
霊
変
化
測
り
難
ク
其
勢
上
眉
ヲ
燃
ク
ガ
如
ク
其
変
掌
ヲ
反
ス
ガ
若
シ
故
二
痘
ノ
形
色
卜
唇
舌

ト
ヲ
能
々
験
ミ
認
メ
テ
内
外
ノ
虚
実
寒
熱
ト
ヲ
辨
ジ
四
節
ノ
期
日
八
症
ノ
妙
境
ヲ
探
り
寒
熱
虚
実
ノ
玄
機
ヲ
究
ム
是
痘
瘡
ヲ
治
ス

と
し
て

一
二
三
日
見
苗
三
日
春
ノ
令

ﾉレル
ノ
軌
轍
ナ
リ
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昨
日
出
生
ノ
児
今
日
痘
瘡
ヲ
患
ヱ
ザ
ル
’
一
非
ズ
然
レ
バ
胎
毒
タ
ル
ハ
明
白
ナ
リ

と
述
べ
て
、
歳
運
の
気
か
或
は
ま
た
一
種
痘
疫
の
異
気
の
為
す
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
稟
受
胎
毒
の
気
と
相
触
れ
る
と
き
熱
と
な
り
、
現
わ
れ

て
痘
を
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
漢
方
医
の
一
般
的
所
説
で
あ
ろ
う
。

元
禄
四
年
十
二
月
朔
日
（
一
六
九
一
）

千
代
亀
庖
瘡
を
病
み
て
天
す
法
ロ

元
禄
四
年
十
二
月
十
日
（
一
六
九
一
） 法

号
わ
ず
ら

光
久
公
旧
臘
江
府
に
於
て
庖
瘡
を
憂
ふ
忠
時
遠
藤
権
之
助
家
儀
を
以
て
願
書
を
献
ず

寛
永
十
二
年
二
月
二
十
二
日
（
一
六
三
五
）

光
久
公
書
を
賜
ひ
先
に
忠
時
が
願
文
を
献
じ
て
公
の
庖
瘡
を
候
ふ
を
謝
す

正
保
元
年
四
月
十
三
日
（
一
六
四
四
）

（
八
）
そ
の
他
種
子
島
古

寛
永
十
二
年
正
月
（
一
六
三
五
）

そ
の
他
種
子
島
家

一
種

ま
た

な
お
痘
瘡
の
原
因
に
つ
い
て
は

家
君
嘗
テ
愚
二
語
ゲ
テ
曰
痘
，

一
種
痘
疫
ノ
異
気
有
テ
所
し
為
力 痘

ノ

忠
時
の
儒
人
（
年
三
十
）
鹿
児
島
に
卒
す
庖
瘡
を
患
ふ
な
り
光
久
公
忠
時
の
邸
に
臨
ん
で
之
を
実
す

鶴
袈
裟
及
び
女
子
鹿
児
島
に
於
て
庖
瘡

譜
記
載
の
痘
瘡
の
記
録

流
行
ス
ル
ー
タ
ビ
ハ
軽
ク
ー
タ
ビ
ハ
重
ク
此
レ
ヲ
以
テ
観
レ
バ
古
人
所
』
謂
歳
運
ノ
気
令
レ
然
力
将
タ

祠
力
朱
嘘
萬
日
吉
年
ノ
痘
ハ
凶
ト
雌
モ
必
吉
凶
年
ノ
痘
ハ
吉
ト
錐
モ
必
凶
卜
”

妙
香
（
年
五
ッ
）
正
建
寺
に
葬
る
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熊
次
郎
泡
瘡
を
病
ん
で
死
す
（
年
一

享
保
十
一
年
三
月
十
二
日
（
一
七
一
二

六
次
郎
庖
瘡
を
病
ん
で
死
す
（
年
而

安
永
七
年
正
月
十
三
日
（
一
七
七
八
）

天
保
五
年
七
月
十
三
日
（
一
八
三
四
）

三
ヶ
寺
の
僧
徒
を
し
て
本
源
寺
に
会
し
女
子
庖
瘡
の
軽
安
を
祈
ら
し
む
・

天
保
五
年
七
月
十
七
日
（
一
八
三
四
）

享
和
三
年
正
月
四
日
（
一
八
○
三
）

用
人
種
子
島
大
九
郎
医
吉
良
巨

側
用
人
願
文
を
本
源
寺
に
捧
醒

文
化
十
二
年
正
月
七
日
（
一
八
幸

島
大
九
郎
医
吉
良
見

（
一
八
一
五

萬
袈
裟
庖
瘡
を
病
み
て
天
す
正
建
寺
に
葬
る
法
号
妙
相
（
年
セ
ツ
）

享
保
十
一
年
二
月
二
十
三
日
（
一
七
二
六
）

熊
次
郎
泡
瘡
を
病
ん
で
死
す
（
年
五
ッ
）
法
号
春
生
示
空
童
子
正
建
寺
に
葬
る

享
保
十
一
年
三
月
十
二
日
（
一
七
二
六
）

六
次
郎
庖
瘡
を
病
ん
で
死
す
（
年
四
ッ
）
法
号
元
貞
真
浄
童
子
正
建
寺
に
葬
る

天
保
五
年
七
月
十
二
日
（
一
八
三
四
）

第
二
女
子
（
字
は
文
）
痘
を
患
ふ

要
次
郎
庖
瘡
を
病
ん
で
天
亡
す

享
和
三
年
正
月
三
日
（
一
八
○
三
）

飛
船
覺
府
よ
り
到
り
て
鶴
袈
裟
庖
瘡
を
病
む
と
告
ぐ

痘
を
患
ひ
て
卒
す
法
諄
春
醒
院
殿
妙
悦
大
童
女

龍
を
し
て
鶴
袈
裟
の
病
を
問
は
し
む

願
文
を
本
源
寺
に
捧
げ
て
庖
疹
の
平
快
を
祈
る
差
あ
り

） （
年
四
ッ
）
法
号
春
月
幼
孝

久
柄
夫
婦
鶴
袈
裟
右
門
左
八
郎
及
び
家
老
物
奉
行
用
人
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種
子
島
の
疾
病
史
は
或
は
痘
瘡
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
発
生
に
至
っ
て
は
時
に
軽
痘
あ
り
時
に
難
痘
あ
り
、
難
痘
の
場

合
に
は
人
事
を
尽
し
て
た
だ
「
天
運
遁
れ
難
く
」
と
死
を
嘆
か
ざ
る
を
得
な
い
。

（
九
）
む
す
び

以
上
種
子
島
に
お
け
る
痘
瘡
に
つ
き
資
料
の
紹
介
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
の
大
体
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
医

ま
じ
な
い

療
は
医
療
と
し
て
そ
れ
に
並
行
し
つ
つ
常
に
行
な
わ
れ
た
の
は
神
仏
へ
の
祈
願
お
よ
び
そ
れ
に
伴
な
う
兜
で
あ
っ
た
。
が
し
か
し
、
こ
れ
は

単
な
る
無
知
蒙
昧
と
い
う
も
の
で
は
な
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
知
識
の
欠
如
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
時
の
人
々
の
生
活
態
度
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
た
い
。

飛
船
を
促
し
医
師
柳
田
喜
碩

天
保
五
年
八
月
四
日
（
一
八
三
四
）

く
み

第
一
女
子
（
字
は
与
）
痘
を
患
ふ

祈
念
僧
宜
承
院
を
褒
詞
す
祖
先
学

弘
化
三
年
三
月
十
五
日
（
一
八
四
六
）

祖
先
を

怠
ら
ず
三
女
子
を
し
て
僻

天
保
五
年
十
月
（
一
八
三
四
）

天
保
五
年
八
月
八
日
（
一
八
三
四
）

柳
田
喜
碩
を
褒
詞
す
祖
父
よ
り
三
世
医
を
業
と
し
諸
人
の
病
苦
を
救
ふ
今
歳
三
女
子
痘
を
患
ふ
を
以
て
本
府
邸
に
役
し
て
保
謹

怠
ら
ず
三
女
子
を
し
て
快
く
平
癒
せ
し
む
故
に
之
を
賞
す
る
な
り

井
元
弘
恵
満
徳
寺
に
寺
入
七
日
頃
日
庖
瘡
大
泊
に
流
行
す
る
を
以
て
未
だ
庖
を
患
は
ざ
る
者
を
遣
は
し
て
之
に
染
ま
し
め
ん
と
欲

す
弘
恵
が
子
恕
仙
初
め
快
と
し
て
之
を
肯
ひ
後
之
を
辞
す
其
言
朔
乱
な
り
故
に
蚊
に
及
ぶ

奉
じ
日
夜
勤
行
し
て
怠
ら
ず
且
つ
謂
経
千
部
女
子
萢
瘡
の
軽
安
を
祈
る
故
に
絃
に
及
ぶ

山
下
要
輔
を
し
て
本
府
邸
に
赴
か
し
む
女
子
庖
瘡
を
以
て
な
り
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と
あ
っ
て
、
牛
痘
苗
接
種
の
効
果
を
い
さ
さ
か
疑
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
よ
り
考
え
る
に
、
柳
田
秋
水
の
牛
痘
苗
接
種
に
対
す
る
考
え
方
は
、
種
痘
は
決
し
て
痘
瘡
予
防
の
決
定
的
な
手
段
で
は
な
い

、
、
、
、
、
、
、

と
し
「
其
種
ス
ル
ャ
肌
肉
二
求
テ
皮
層
一
一
発
達
ス
内
胎
毒
ニ
求
メ
ズ
故
一
一
再
三
患
ル
｜
一
似
タ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
牛
痘
苗
接
種
は
内
的
な

原
因
に
ま
で
迫
ら
な
い
が
故
に
根
本
的
な
予
防
へ
の
方
策
と
は
な
り
得
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
痘
を
し
た
の
に
も
拘
ら
ず
「
再
患
」
し
た
事
例
を
見
聞
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
に
し
て
も
秋
水
は
種
痘
の

予
防
性
を
そ
う
た
や
す
く
は
容
認
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
秋
水
の
漢
方
医
家
と
し
て
の
宋
儒
的
自
然
観
と
蘭
方
医
家
の
実
証
性
と
論
理
性
を

重
視
す
る
即
ち
科
学
的
思
考
方
法
に
よ
る
自
然
観
と
は
互
に
相
容
れ
得
な
い
あ
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
も
当
時
の
漢
方
医
家
の
考
え
方
と
し
て
は
摸
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ナ
ル

近
時
所
謂
牛
痘
者

二
与
り
キ
ー

寛
似
レ
無
二
確
拠
一
。

と
あ
っ
て
、
牛
痘
寺

今
世
一
一
行
ハ
ル
ル
牛
痘
ハ
人
為
一
一
出
テ
其
種
ス
ル
ャ
肌
肉
二
求
テ
皮
層
二
発
達
ス
内
胎
毒
一
一
求
メ
ズ
故
一
一
再
三
患
ル
ー
似
タ
リ

と
あ
り
、
ま
た
平
山
武
粛
の
「
痘
局
便
覧
序
」
に
も

ナ
ル
ニ
ハ
ル
ニ

ス
ル
ノ
ヲ
ク
タ
ピ
セ
ハ
ヲ
二
チ

ル

ヲ
ス
ル
ニ
ヲ
ハ
リ
ハ
ラ

近
時
所
謂
牛
痘
者
大
行
二
千
世
一
。
主
。
張
其
法
一
者
日
。
一
施
二
之
於
人
一
則
生
涯
免
二
於
痘
患
一
。
試
割
見
之
一
或
然
。
或
不
レ
然
・

と
種
痘
の
効
を
力
説
し
な
が
ら

頃
者
世
一
一
牛
痘
卜
称
ス
ル
者
ア
リ
其
原
異
邦
ノ
人
為
ヨ
リ
出
ヅ
素
ヨ
リ
天
行
ノ
痘
疫
険
逆
ノ
症
ア
ッ
テ
百
薬
千
恵
ス
レ
ド
モ
治
方
及
バ

コ
コ
ロ
ミ
、

ズ
死
ス
ル
者
多
キ
ヲ
以
テ
天
行
ノ
痘
ヲ
牛
一
一
種
シ
試
ル
’
一
百
牛
皆
順
痘
ニ
シ
テ
差
ナ
シ
因
テ
其
痘
ヲ
人
身
一
一
験
ル
’
一
都
テ
順
痘

カ
カ

’
一
シ
テ
皆
安
全
ナ
リ
未
ダ
天
行
痘
｝
一
係
ラ
ザ
ル
モ
ノ
再
度
種
ス
レ
バ
仮
令
上
天
行
ノ
痘
ヲ
患
う
卜
雛
モ
皆
軽
痘
一
一
シ
テ
無
難
ナ
リ
ト
誠

二
天
下
人
民
ノ
至
宝
此
レ
’
一
尚
フ
ベ
ヶ
ン
ャ

と
こ
ろ
で
牛
痘
苗
接
種
に
つ
い
て
の
柳
田
秋
水
の
見
解
に
つ
き
い
さ
さ
か
述
べ
て
み
よ
う
。

そ
の
著
「
痘
局
便
覧
」
に
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そ
の
痘
瘡
も
種
痘
の
普
及
と
と
も
に
、
弘
化
年
間
の
痘
瘡
流
行
を
最
後
と
し
て
明
治
に
至
る
の
で
あ
る
。

一一一一一

、 、 、 、 、

文
献

種
子
島
家
譜
（
八
十
九
巻
）

痘
局
便
覧
（
柳
田
秋
水
著
）

日
本
疾
病
史
（
富
士
川
瀞
著
）

鹿
児
島
県
史
（
第
二
巻
）

道
潔
一
代
記
録
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OntheEhidemicsofSmallpox inTanegashima

KazuoKawachi

Ihaveexaminedtheepidemicalyearsof smallpoxinTanegashimabasedoftheTanegashima-kahu

(86vols). Wecan find that therewerellorl2timesofepidemicsofsmallpoxfroml682tol847in

thisbook, butalsotherearemorethan40recordsofcasesofsmallpox. This indicatesthat therewas

muchmoreinterestshowninsmallpoxinotherdiseases.

Theninthattime，howdidtheepidemicsspreadout？Fortunately，thereis“MichikiyolchidaiKi‐

roku''(theDiaryofRokurozaemonMichikiyo)whichanswersthisquestion. Inthisdiary, afewofthe

casesofsmallpoxweredescribedindetail. Particularly, hedescribedthecasesofhisowngrand-child-

rensufferedfromthediseasebutwhorecovered. After completerecovery, aceremonytookplace, in

whichtheShimenawaadornedtheroomandall thefamilydranktotheirhealth. Healsowroteof the

caseofhisgrand-daughter, 18yearsold,whowassufferingfromseveresmallpox・ Inthiscasewecan

knowhowdreadful thedisease・ Thisepidemiclastedfromthewinterofl836tothespringofthenext

year. Anditwassoviolent thatofsixchildren, from7tol8yearsold, that hadsmallpoxonly two

survived.

OntheotherhandthereistheTokyoku-binran(abookoftreatmentofsmallpox)whichwaswritten
［
つ
『



inl873byYanagidaShusui, anoldphysicianofChinesemedicne. Accordingtothisbooktheprocess

of itwasdivided into4gradesand8symptomsappeared, andhedescribedhowtorecognize these

differentialsymptomsandthemethodsof treatmentwhichincludedthetraditionalmedicinesanddietary

cure･

Inl853, vaccinationwas6rst introducedinTanegashima,butthereistherecordintheTanegashima-

kahuthatKiraGenmin, anofficial physicianinTanegashima,hadlearnedthemethodofvaccination

andMaedaKyosai, aphysicianofSatsumaclan,hadvaccinatedtheprincessesoftheLordofTanega-

shimainl850. AccordingtotheTokyoku-binran, theauthorrecognizedtheeffectofthevaccinationin

asense, buthedidnotalwaysthinkitperfectforthepreventionof smallpox･ This isperhaps the

normal reactionofphysicianofChinesemedicine.

Even~today,wesometimesseeaperson, sufferingfromsevereillness,whoseonlymethodof treat-

ment istopraytotheBuddhaandGods. IntheEdoeratherewasmuchmorecommon. Particularly

whentheepidemicsofsmallpoxoccured, theprayerwastakenat theHongenji, thefamily templeof

LordofTanegashima, andthechildrennotsufferingfromthediseaseweregiventheholycards.
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原
著

術
で
あ
ろ
う
。

（
１
４
）
・
日
日
（
”
Ｊ
）

多
く
の
医
学
史
関
係
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
青
洲
が
最
初
に
全
身
麻
酔
下
乳
癌
の
手
術
を
行
な
っ
た
の
は
文
化
二
年
十
月
十
三
日
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
筆
者
が
日
本
麻
酔
学
史
執
筆
の
た
め
調
査
し
て
見
る
と
従
来
の
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す

ブ
（
》
０

一
一

（
８
）

「
乳
巌
姓
名
録
」
に
は
青
洲
が
治
療
し
た
一
五
六
名
の
所
謂
乳
癌
患
者
の
性
名
、
住
所
、
年
令
、
年
月
日
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
全
例
が
外
科
手
術
的
療
法
を
受
け
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
最
初
の
三
例
は
内
科
的
治
療
を
受
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
第
四
例
が
問
題
の
症
例
で
「
文
化
元
年
十
月
既
望
和
州
五
条
訳
藍
屋
利
兵
衛
母
」
と
あ
る
。

一
ｊ

華
岡
青
洲
の
業
蹟
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
通
仙
散
の
服
用
に
よ
る
全
身
麻
酔
と
そ
の
影
響
下
に
お
け
る
種
々
の
外
科
手

華
岡
青
洲
に
よ
る
最
初
の
全
身
麻
酔
の

期
日
に
つ
い
て

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
松
木
明

郡
季
奉
唾
跨
誰
嘩
ヤ
畷
舜
都
膳
昭
和
四
十
八
年
四
月
十
日
受
付

知
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森
慶
三
は
右
に
示
し
た
二
つ
の
文
献
に
見
ら
れ
る
手
術
期
日
の
差
違
に
つ
い
て
「
恐
ら
く
藍
屋
勘
が
初
め
て
青
洲
を
訪
れ
た
の
は
文
化
元
年

十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
胄
洲
も
ま
た
患
者
自
身
も
と
も
に
不
安
を
感
じ
て
大
手
術
を
実
行
す
る
に
至
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
一
年

後
の
文
化
二
年
十
月
、
患
者
の
腫
瘤
の
腫
大
と
全
身
状
態
の
悪
化
を
来
た
す
に
至
り
、
患
者
の
強
い
願
い
が
あ
っ
た
の
で
、
青
洲
も
遂
に
意
を

決
し
、
大
手
術
に
踏
み
切
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
お
い
て
少
数
例
で
は
あ
る
が
、
摘
出
し
た
乳
癌
の
重
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
中
に
示

さ
れ
た
年
月
日
は
手
術
を
受
け
た
症
例
に
つ
い
て
は
初
診
日
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
手
術
日
を
指
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か

し
こ
れ
を
証
左
す
る
史
料
も
な
か
っ
た
。

’
一
一

右
の
問
題
の
解
決
に
は
藍
屋
勘
が
い
つ
死
亡
し
た
か
が
判
明
す
れ
ば
何
か
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
奈
良
県
五
条

市
教
育
委
員
会
の
桜
井
安
雄
氏
に
探
索
方
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
五
条
市
講
御
堂
寺
（
森
本
順
考
師
）
の
過
去
帳
に
そ
の
名
が
発
見

さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
の
御
返
事
を
戴
い
た
。

三
日
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
○
○
） 天

理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
青
洲
自
筆
の
「
‐
乳
巌
治
験
録
」
は
右
の
症
例
報
告
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
手
術
の
期
日
を
単
に
「
十
月
十

文
化
二
年
丑
二
月
二
十
六
日

過
去
帳
の
記
載
は
ま
ず
誤
り
の
な
い
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
藍
屋
利
兵
衛
の
母
か
ん
は
実
は
手
術
を
受
け
た
と
さ

五
条
村
北
之
町

法
名
春
月
智
了
信
女

藍
屋
利
兵
衛
の
母
お
か
ん
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こ
の
こ
と
か
ら
「
乳
巌
姓
名
録
」
の
「
文
化
元
年
」
は
初
診
日
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
手
術
の
年
を
示
す
も
の
で
あ
り
悪
「
乳
巌
治
験
録
」

の
「
十
月
」
も
文
化
元
年
を
示
す
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
「
日
付
」
に
つ
い
て
は
な
お
若
干
の
差
が
見
ら
れ
る
。
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
は
「
十
月
既
望
」
つ
ま
り
十
月
十
六
日
と
あ
り
、
「
乳

巌
治
験
録
」
に
は
「
十
月
十
三
日
」
と
あ
る
。
三
日
の
相
違
は
現
在
の
と
こ
ろ
次
の
様
に
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

胄
洲
が
全
身
麻
酔
科
下
に
手
術
を
決
行
し
た
の
は
十
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
最
初
の
全
身
麻
酔
下
の
手
術
で
あ
る
た
め
、
術
後
の
患
者
管
理

に
不
眠
不
休
の
看
護
を
し
て
、
十
六
日
つ
ま
り
「
既
望
」
に
至
っ
て
漸
く
状
態
も
落
ち
つ
い
た
の
で
手
術
台
帳
と
も
言
う
べ
き
「
乳
巌
治
験
録
」

に
「
文
化
元
年
十
月
既
望
」
と
記
入
し
、
後
に
改
め
て
乳
癌
に
対
す
る
諸
家
の
見
解
と
共
に
利
兵
衛
の
母
勘
の
術
前
状
態
、
麻
酔
術
式
を
回
想

し
て
述
べ
た
「
乳
巌
治
験
録
」
に
は
手
術
期
日
を
十
月
十
三
日
と
記
載
し
た
。

右
の
推
察
に
つ
い
て
も
全
く
疑
義
が
な
い
わ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
新
し
い
史
料
、
例
え
ば
藍
屋
家
側
の
日
記
な
ど
の
探
索
が
期
待
さ
れ
る
。

れ
た
文
化
二
年
十
月
よ
り
も
八
ケ
月
も
以
前
に
死
亡
し
て
い
た
の
で
あ
り
諺
文
化
二
年
二
月
二
十
六
日
以
前
に
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し

四

奈
良
県
五
条
市
講
御
堂
寺
の
過
去
帳
の
調
査
に
よ
っ
て
、
華
岡
青
洲
が
初
め
て
全
身
麻
酔
下
に
乳
癌
手
術
を
施
行
し
た
の
は
従
来
の
説
よ
り

も
一
年
以
前
の
文
化
元
年
十
月
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
患
者
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
は
翌
文
化
二
年
二
月
二
十
六
日
、
術
後
四
ケ
月
半
で

死
亡
し
た
。
「
春
月
智
了
信
女
」
が
そ
の
法
名
で
あ
る
。

な
お
本
稿
の
主
旨
は
日
本
麻
酔
学
会
の
機
関
誌
「
麻
酔
」
昭
和
四
七
年
三
月
号
に
発
表
し
た
が
、
読
者
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
た
め
改
め

た
。て

本
誌
に
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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TheCorrectDateof theFirstGeneralAnesthesiabyS・Hanaoka

AkitomoMatsUki

”

SeishuHanaokaperformedmanysurgicaloperationsundergeneralanesthesiawith @<Tsu-sen-san

asearlyasthebeginningofthenineteenthcentury.

Ithadbeenlongbelievedthatheperformedanexcisionofthebreastcancer onawomannamed

KanAiyaundergeneralanesthesiaonOctoberl3, 1805. However, theauthorrecentlyfoundthedate

ofherdeath,February26, 1805, inanecrologyofKohmido-jiTemplelocatednearherhometown. The

fact thatshediedollFebrual･y26, 1805meansshemusthaveundergonetheoperationpreviousto this

date. Inhismanuscriptdescribingthecaseunderconsideration,Hanaokastatedthatheundertookthe

operationonOctober l3, withoutgivingthe year, however, healsowrotethatheconsultedheron

October16, 1804in"aNameListofBreastCancer". Thisdiscrepancyresultedinanincorrectconclu-

sionthatHanalkaexaminedheronOctober16,1804andayear later, October 13, 1805heperformed

theoperation.

Theauthor'sinvestigationofthenecrologyofKohmido-jiTemplebroughtoutthatSeishuHanaoka

administeredthefirstgeneralanestesiafortheexcisionof thebreast canceronOctober13, 1804.

(DepartmentofAnesthesiology,UniversityofHirosaki,SchoolofMedicine,Aomori-ken, Japan)
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原
著本

論
は
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
奈
良
朝
の
写
経
所
に
お
け
る
写
経
生
の
病
気
と
い
う
現
象
を
通
し
て
、
律
令
制
下
級
官
人
の
生
活

を
な
が
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
殊
勤
務
か
ら
く
る
疾
病
が
、
令
外
の
官
で
あ
る
写
経
所
に
お
い
て
い
か
に
処
置
さ
れ
、
病
人
は
い
か
な
る
生
活

を
過
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
下
級
官
人
と
し
て
の
写
経
生
の
生
活
の
一
面
を
考
え
て
み
た
。

第
一
章
写
経
生
の
疫
病

（
１
）

表
Ｉ
は
写
経
生
の
疾
病
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
身
内
の
者
の
疾
病
ｌ
例
え
ば
胸
病
（
四
伽
）
瘡
病
（
六
岨
）
、
足
悪
瘡
（
十

六
棚
）
、
腫
瘡
（
十
七
剛
）
等
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
あ
る
。
こ
の
表
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
足
病
（
幻
）
、
赤
痢
（
必
）
、
腹
病
（
９
）
、
下
痢

（
７
）
、
瘡
病
（
７
）
、
胸
病
（
６
）
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
特
に
足
病
が
病
名
の
知
れ
る
も
の
（
髄
）
の
う
ち
で
１
’
４
を
占
め
、
群
を
抜

（
７
）
、
瘡
病
（
７
）
、
胸

い
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

忽
足
病
発
、
不
安
立
居
、
加
以
梢
毎
経
日
揮
痛
弥
増
、
望
請
仮
日
、
欲
将
療
治

と
は
長
江
田
越
麻
呂
の
解
に
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
歩
行
困
難
を
訴
え
て
暇
日
を
請
う
者
が
多
い
。
ま
た
「
痢
病
身
弱
力
損
」
（
大
宅
立
足
）
、

「
眼
精
迷
滕
、
不
堪
取
筆
」
（
辛
由
首
）
、
「
依
咳
咽
之
病
井
胸
痛
、
欲
服
薬
」
（
桑
内
真
公
）
と
解
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
疾
病

写
経
生
と
病
気

顎
評
霊
長
峠
榊
醍
・
溌
舜
訊
確
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
日
受
付

新
村

拓
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表I ・ 写経生の疾病
一

’病 名 治療|請暇日数｜ 出 典氏 名 年月 日

天平宝字”0』|病
〃 2'q51 "
〃 2,0,01 "

l
l
l

l
l
l

島 浄浜

山 乙麻呂

氏 名 欠

Ｊ

５
４

＋
２

３
９く

338四
〃｜

’

339-340

345〃

道守徳太理｜ ′′ “21|脚病･足癖｜
広田言清足｜ 〃 ‘10"|足置
十市倭麻冒 〃 aL'51腰病

|(去年U月)| 〃 415－41‘
| ]O十？ ｜〃“6-"？

’‘ ｜〃 ‘8‘
漂
一
演

唇
足

９
１

１
１

Ｌ
８

５
６

″
″

ユ
ェ
ロ
ロ

諸
麻乙

臣中
鼻

｜
’

ビ
ー

｜

’

〃 487-488

五270

ｊ癖腫く

痢
病

下
冷
痛

５
０
３

１
１

４
０
２

１
１

征
１
１

Ｊ
菫
〃

智
足
人

太
浜

昆

部

広

今
ロ
一

万

坂

秦

|服
｜

’

薬｜ ｜〃 ‘35-43‘
’ 5 1六】'＠

０１１″
０
台

坂本東人｜ 〃 , 2201足病
秦 広人｜ 〃 ，3201 〃

｜Ⅲ， |" ]'@
服薬’ 5 1 〃 】30

'31胸病 ’ ’秦 忍
ー【一

』上 〃 2.陸3 ３ 163-164〃

’ 221股瘡
■
’
１
．
１
１
１
．
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｄ
ｌ
ｌ
ｌ

| ，｜〃 』"-16ア大友路万呂 〃 2陸3 蛭食治

僧 衛光天平宝字2．4．20足病

氏部小騰|宝亀 ，‘"'赤痢
敢臣男足｜〃 ，321|病

’
治療請暇
日数はな
し

7

〃 172

〃 173

〃 288-289｜ ， ’
桑内真公｜
壬生広主’

１
１
１

３
１
８

２３

４

６

３
３
３

″
″
″

頭瘡(虫瘡) |薬師治療｜
足病･腰病|潰焼 ｜
足病

〃 289

〃 312

〃 330-331

5

桑内真公’ 4

久米熊鷹|天平 20''201腹病 ｜ ｜ ('025) '十“'一",
’

１

１

天平感宝' 6271足病
天平宝字2 7'41痢病

〃 2 7.191 〃 ・衰弱

｜

’
１
１
１

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
”
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

秦姓弟兄

小治田人君

大宅立足

〃 664

土462
二二

〃 475

(7.11）

’
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″
十
七
一
〃

’

l
L

〃

’

200

常世馬人

辛 広浜

山乙麻呂｜ 〃 ヨ'0 ヨ
紀 主人’ 〃 4 9．18

高市老人 〃 4． 9．27

広田連清足｜ 〃 ‘'0241足滝

天平宝字2．9．20

〃 2．9－10

瘡病(出膿）

下痢

病 ’
頭病 ’
病

' 3力 ｜茜]75-17‘
(9 7) ’

|(924》

| ｣0+？

' 1'‘ ｜〃“＄

〃 376

〃 ‘‘'-40,

〃 445

〃 447－448

角恵麻呂｜ 〃 5 '?'赤痢

能登忍人｜ 〃 ，''61病
春 日 伯｜ 〃 ‘ 2221腹病 ｜ ヨ ｜〃 ］0】

’
|〃 88-89

〃 89

(1.1）
十
五

88

赤染広庭｜ 〃“61病 ’ 2 1 〃 564
坂合部浜足 ’ 3 1 〃‘6，〃 4．8．5赤痢

椋椅部赤人｜ 〃 4 8 51 〃 ｜ ｜’
長江出越麻呂l 〃‘ 8 21足病(簿痛) ’ ’ 11 1 〃 ‘6‘
紀山 守｜ 〃‘ 7'21病 ｜ ｜‘
中臣丸公成

漢部沙弥麻呂

大友路万呂

氏 名 欠

氏部小勝｜〃 2．5．27

坂上浄道｜〃 2 6‘
馬子真浄｜〃 , 6271下痢 ’

宝亀 2 4'41噸病
〃 ,4 51病
〃 ，壬3"|内股繕 ｜姪食治
〃 ’壬3211胸病 ｜ ｜ ､ ｜〃 57‘

赤痢 ｜ ’ ？ ’〃 58」
｜〃 581-582i 4〃

|‘
５

｜〃 577-57‘5

’

〃 565

〃 570

|〃‘7,
〃 575

|〃 58＄



1斗－．

|も

| 〃
|〃

H亘
2 6261赤痢
2 6221下痢

’
583宝亀

〃

名

|鳴子

忍

欠
一
公
一
立

｜
弥

〃 ヨ 3'31胸病 ’ 3’ 585-586
秦

|〃 ‘87

1 〃 ，sア
|〃 ‘8？

’ 3瘡悪
病
病

頭
頭
腹

０
８

１

力
３
３

２
壬
壬

ワ
臼
り
】

″
″
″

男
欠

忍

名
〃

部占
一
氏
一 ’

I |服薬’

｜‘ ｜〃 §8＄
｜‘ ｜〃 '89-591

1洗治’ ｜〃 ，90-59』
’ 5 1 〃‘91-59’

|服薬|‘ ｜〃 ，9‘
｜‘ ｜〃‘0，

｢－ ｜，｜〃 ‘0‘
｜〃 ‘06-60？｜ 3

1 ， |k'6#
｜‘ ｜ 〃 465

1‘ ｜〃 ‘6？
’ & ’〃 ‘67-46‘

2壬37頭腹痛

2壬3 51頭痛

2王3 31瘡病
2壬3 '|衰弱
2 3201足病
2．2201 〃

桑内真公｜ 〃

中臣丸公成｜ 〃
氏 名 欠｜ 〃

岡 大津｜ 〃
秦 広人｜ 〃

坂本東人｜〃
秦 広人｜ 〃

岡 大津｜ 〃

不破真助｜〃
丸 公成｜〃
安宿広成｜ 〃’

1 12 31痛

''L251赤痢
2 8 71 〃
2 8 51 〃
2 4.251病

２’’２２

沙弥 4.201胸病２慈緒 〃

｜
I

'7） ’|服薬|(‘
｢ －｜‘

宮衣｜ 〃
首浄人｜ 〃

〃 468
2. 4211腹病
2. 4.141 〃

石川

中室 ’| 〃 470

1 〃 &”
|〃 ヨ47-54＆
|~r37-3$

薬｜‘
｜
｜＄

真公｜ 〃 2. 4.161咳咽病･胸病|服

2 5281赤痢
2 8 21衰弱

桑内

″
″
″
｜
″
″

″

″｜

成
子
上
足
人
一
公
呂

隻 １
１
２
２

５
５
５
５

廿
〃
〃

〃

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
１
１
１
１
ｊ
南
■
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

’ 5311.14足病

3.10,21 "

3．9．5 〃

3 9 31 〃
3 9 41赤痢

日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

４
－
５

３
’
３

’

１

１ |〃 53－－ －」
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’

池田建足|宝亀
大坂広川｜〃
敢 男足｜ 〃
田部閏守〃
美努石成｜〃

3 8271足病

3 8"| 〃
3 8221赤痢
3 8201足病
3 &'31腹病
3 as1 "
3 8 61足病

1

1 慨
一
Ｍ
Ｆ
｜
ル
ー
ル
一
ル
ー
ル
Ｆ
ｌ
Ｍ

:．’岬
Ｆ
順
Ｅ
胸
匡
卜
Ｆ
ｌ
Ｉ

’
ｆ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『
１
１
ト
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
デ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

０
１
１
ｌ
Ⅱ
１
１
１
｜
Ⅱ
’
’
’
１
１
１
１
丁
０
０
０
１
１
１
１
，
－
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

55

服薬

２
０

６
１
２
９
９

５
６
６
１
５

５
７
８
９
０
１
１
１
２
３
５
１
９

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
７
９
８
３

１
５
１

布

虹
的
３

１
５
１

｜ 〃〃

三嶋子公｜ '，
氏 名 欠｜ 〃
秦 麻 畠｜ 〃
田部国守｜〃
陽侯穂足｜ 〃

・気上

3 5 31腹病
3 5'21病

｜霊乱3力

｜衰弱3力

６２

２
－
０

２

Ｚ

１
６

く

５

‐
Ｍ
｜
‐
哩
肋
一
Ｍ

後家川麻呂｜ 〃 2カ．9'81下痢
｜病？

3 6'01疫痢
淡海金弓｜〃
念林宅成｜〃
韓国形見｜ 〃

㈹１

″
廿
二
〃
廿
四
廿
五

一
’
’
一

|服

｢－

胸心病

病

眼精迷濠

瘡病

蝉
一
風

薬

8,'5秦 小公｜

辛 由首｜
道守広万呂’

〃

天平

天平勝宝

3．9．25

2'|７ 4

の
多
発
は
彼
ら
の
仕
事
と
無
関
係
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
写
経
生
ら
の
言
う
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
（
写
経
司
解
案
、
廿
四
Ⅳ
ｌ

畑
）

一
、
請
経
師
等
薬
分
酒
聿

右
、
案
机
常
居
、
胸
痛
脚
痒
、
請
以

三
箇
日
一
度
給
度
滴
者
、

一
、
経
師
等
毎
日
麦
給
事

右
、
承
前
毎
日
麦
給
、
就
中
断
之
、

請
依
前
毎
日
給
之
、

と
、
仕
事
か
ら
く
る
胸
痛
脚
痒
を
訴
え
、

三
日
に
一
度
の
薬
分
酒
支
給
を
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
麦
支
給
も
同
じ
理
由
か

ら
と
思
わ
れ
る
。
足
病
を
理
由
に
「
薬
分

之
大
豆
」
を
請
う
も
の
（
僧
衛
光
）
も
い

た
が
、
足
病
に
麦
・
大
豆
が
効
く
こ
と
を

経
験
的
に
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
長
期
間
の
坐
業
は
諸
々

の
疾
病
を
生
ん
だ
が
、
特
に
足
病
、
胸
病
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一
、
装
潰
井
校
生
食
麓
悪
事

右
、
此
者
以
黒
飯
給
、
請
改
給
中
品
精
食
、

と
、
黒
米
に
代
え
て
精
米
（
白
米
）
を
求
め
て
い
る
。
天
平
宝
字
六
年
の
「
造
石
山
寺
所
食
物
用
帳
」
（
五
９
１
超
）
に
て
問
題
の
白
米
と
黒
米

の
割
合
を
二
月
分
に
つ
い
て
の
み
統
計
を
と
っ
て
み
る
と
、
白
米
対
黒
米
は
１
酎
旭
と
な
る
。
し
か
し
天
平
宝
字
五
年
の
「
奉
写
一
切
経
所
解

牒
案
等
帳
」
（
十
五
咽
）
の
二
月
分
に
つ
い
て
み
る
と
．
そ
の
比
は
８
“
１
で
白
米
の
支
給
率
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
時
所
に
よ
り
黒
白

米
支
給
割
合
は
異
な
る
が
、
副
食
等
含
め
て
全
般
的
な
食
事
内
容
は
、
疾
病
発
生
率
等
の
事
情
か
ら
考
え
て
あ
ま
り
良
く
は
な
か
っ
た
と
み
て

（
気
分
不
快
。
結
核
性
疾
患
も
考
え
ら
れ
る
）
を
、
ま
た
運
動
不
足
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
痢
病
、
過
度
の
仕
事
と
栄
養
不
良
か
ら
く
る
衰
弱

な
ど
、
こ
れ
ら
は
写
経
生
の
い
わ
ば
「
職
業
病
」
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
生
活
は
一
般
の
官
人
で
あ
れ
ば
午
前
中
の
勤
務
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
午
前
と
午
後
に
わ
た
る
場
合
が
多
く
、
多
忙
の
と
き
は

夜
間
も
勤
務
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
通
常
に
お
い
て
は
昼
間
は
経
堂
で
勤
務
し
、
夜
間
は
息
所
に
宿
泊
し
、
用
事
又
は
仕
事
が
一
段
落
つ

い
た
と
き
に
は
請
暇
解
を
出
し
て
私
宅
に
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
書
写
の
際
は
畳
と
篇
を
敷
い
て
行
な
っ
て
い
た
ら
し
く
（
十
一
㈹
）
、
宿
所

は
板
敷
で
、
湯
屋
も
あ
っ
た
（
十
四
畑
）
。
し
か
し
、
食
事
内
容
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
先
の
天
平
十
一
ヵ
年
の
写
経

よ

い
0

司
解
案
に
は

そ
の
疾
病
発
生
率
で
あ
る
が
、
勿
論
正
確
な
も
の
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
試
算
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

①
叩
％
「
奉
写
一
切
経
所
解
牒
案
等
帳
」
天
平
宝
字
五
年
（
十
五
４
）

②
２
％
「
奉
写
一
切
経
所
食
口
帳
」
神
護
景
雲
四
年
（
十
七
棚
ｌ
柵
）

第
二
章
写
経
生
の
医
療
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前
章
に
て
写
経
生
の
疾
病
は
い
わ
ば
「
職
業
病
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
更
に
そ
の
性
格
を
付
言
す
れ
ば
病
名
に
具
体
性
が
あ
る
こ
と
だ
。

物
語
文
学
や
説
話
集
を
み
る
な
ら
ば
、
物
気
、
邪
気
（
魑
魅
岡
両
）
と
呼
ば
れ
た
、
い
わ
ば
「
霊
的
」
病
が
主
流
を
占
め
て
い
る
の
と
対
照
的

で
あ
る
。
現
実
生
活
へ
の
密
着
度
の
相
異
が
そ
の
一
因
を
な
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表
Ｉ
に
て
治
療
法
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
（
過
）
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
瘡
病
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
場
合
服
薬
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
官
史
に
お
い
て
は
僧
に
よ
る
仏
究
を
も
っ
て
治
療
に
あ
た
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
、
経
堂
に
居
住
す
る
写
経
生
に
お
い
て
そ
れ

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
皮
肉
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
股
瘡
治
療
の
「
蛭
食
治
」
（
大
友
路
万
呂
）
は
『
医
心
方
』
の
治
灘
疽
未
膿
方
第
二
に
「
今

（
の
色
）

案
経
心
方
云
以
水
蛭
食
去
悪
血
」
と
み
え
る
療
法
で
あ
る
。
足
腰
病
の
「
治
焼
」
（
壬
生
広
主
）
は
灸
治
こ
と
で
あ
ろ
う
。
医
師
に
よ
る
診
療

は
わ
ず
か
に
一
例
（
桑
内
真
公
）
し
か
み
ら
れ
な
い
が
、
多
く
の
治
療
の
背
後
に
医
師
が
い
る
こ
と
は
充
分
う
か
が
え
る
。
請
薬
例
も
多
く
、

謹
啓
黄
良
高
必
欲
得
、
七
気
丸
、
千
薑
丸
、

右
薬
、
今
可
用
、
価
注
状
（
十
八
畑
）

謹
啓
黄
良
高

右
薬
、
今
可

六
別
）
で
あ
る
。

皿
）
に
よ
る
と
、

右
件
万
病
膏
心
仲
胄
（
廿
五
畑
）

な
ど
の
方
剤
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
薬
酒
で
あ
る
。

表
Ⅱ
は
写
経
所
の
薬
作
料
を
示
し
た
も
の
で
、
下
充
さ
れ
た
米
や
銭
で
薬
酒
等
を
購
っ
た
の
で
あ
る
。
薬
酒
は
粉
酒
が
多
く
、
単
価
（
升
）

は
５
文
（
四
伽
）
か
ら
皿
文
（
五
棚
）
と
変
動
は
あ
る
が
、
大
体
加
文
が
相
場
で
あ
る
。
ち
な
み
に
古
酒
は
６
文
（
五
閲
）
、
浄
酒
は
面
文
（
十

六
別
）
で
あ
る
。
し
か
し
薬
酒
の
充
足
度
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
宝
亀
四
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
校
生
韓
国
形
見
啓
案
」
（
廿
一
面
Ｉ

異
（
下
略
）

自
常
別
校
生
等
人
々
胸
心
病
疲
未
除
、
然
此
専
別
当
尊
宣
云
、
薬
分
毎
二
箇
日
間
充
、
吐
已
誼
、
然
猶
未
見
実
領
者
之
、
雨
待
事
豈
薬
分
不

謹
啓
申
薬
事
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表Ⅱ． 薬作料

一

出典 ’｜
’

|薬分量’年 月 日｜ 表

天平宝字‘'ﾕ41造石山寺勵造石山寺所

題 給付月日 薬作料
一
二
重
Ｊ

－
８ 洲 '五5~23 1

1 〃 ｜
|主26扉"3

Ｔ

ｌ
Ｉ

ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ

８
－
斗
一
睡
一
舷
舷

睡
一
睡

食物用帳 ?.191白米

？221" 1
& '|鍋

｜科一伽

銭

’ ’

〃 ,62'|誌巻
写千巻

4斗
経所銭井衣紙等下

充帳

〃

〃
〃

１
４
《
ｂ
｜
〈
５
Ｑ
》

８
－

■
■
●
■

刊

｜
’

｜
心斗400

斗

４
４

〃

400 〃

〃310 3斗1升 ’

| ｣01" 400文 ｜ 〃4斗

－
１ 400文’ ｜ 〃、15 〃 ‘ 4斗

｜

コニ

｜ 〃.18〃400文 4斗

’ 201"400文｜ ‘斗 ｜ 〃
｜

’
251"500文｜
271" 550文’

5斗8升｜ 〃

5斗55升｜ 〃
400文州

外
那
叩
一
味
一
味
一
陰

〃

4斗 ’
7月分〃 26301東大寺写経所食口帳 土344~348ｌ

伸
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ

文
文
文

０
０
０

０
６
０

４
９
４

″
″
″

4斗7升

4升 ″
、
Ⅳ
一
卵
一
卵

３
－
－
１

」

釧
雌

一

価
価

価

Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
８
１

8月分

千手千眼井新羅索薬師経
料銭衣紙等下充帳

請後金剛般若経料用度帳

５
１

７
９

２
２

″
″

7．14

2石

〃 29｣81幕認般若経経師等食料
" 2.'0.'5 経所雑物見注文

9斗5升

122文

〃“261讓豐弥陀仏像井写緩用｜ ｜"“0文｜
｜ 』025白米1石 ｜〃 6．8．12経所食物下帳

｜ 』｣"米'石5升’u"|米'石5升

8斗9升|茜
｜
蝿

９
－

３
９

邸

紗’

’ ″一 ｌ
’
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と
み
え
、
校
生
等
人
々
が
胸
心
病
の
た
め
に
薬
分
を
要
求
し
、
支
給
の
確
約
を
も
ら
っ
た
の
に
一
向
に
そ
の
実
現
を
み
て
い
な
い
と
訴
え
て
お

り
、
ま
た
前
の
「
写
経
司
解
案
」
に
み
え
た
胸
足
病
の
た
め
三
口
に
一
度
の
薬
酒
支
給
を
請
求
し
た
経
師
等
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
と
き
、
充

分
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
、
本
章
の
終
り
に
写
経
生
の
医
学
知
識
と
い
っ
た
面
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
み
た
い
。
治
療
に
医
師
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
ふ

れ
た
が
、
写
経
書
目
録
を
み
る
限
り
相
当
の
知
識
を
少
な
く
と
も
一
部
の
者
は
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
写
経
所
で
は
経
典
以
外
に
外
典
の

写
書
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
『
新
修
本
草
』
『
薬
方
』
『
治
灘
疽
方
』
『
黄
帝
針
経
』
（
三
鋤
Ｉ
卯
）
『
本
草
』
（
廿
四
洲
）
『
医
方
』

（
廿
五
弱
）
と
医
書
が
み
え
、
仏
典
中
に
も
『
治
禅
病
秘
要
経
』
、
『
仏
治
身
軽
』
、
『
比
丘
疾
病
経
』
、
『
療
痔
病
経
』
、
『
救
護
身
命
済
人
疾
病
苦
厄

経
』
、
『
仏
医
経
』
等
の
仏
医
関
係
経
の
写
経
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
小
乗
経
典
で
あ
る
が
、
『
仏
医
経
』
に
よ
っ
て
そ
の
説
く
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
人
身
中
に
は
本
来
四
病
（
地
水
火
風
）
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
四
百
四
病
が
生
ず
る
と
し
、
そ
の
病
を
得
る
の
は
久
坐
不
飯
・

憂
愁
、
忍
大
便
等
の
十
因
縁
に
よ
る
も
の
で
、
長
寿
を
得
る
た
め
に
は
負
食
せ
ず
、
利
を
得
て
も
喜
ば
ず
、
利
を
得
ず
し
て
も
憂
え
ず
、
自
用

（
⑪
ひ
）

に
供
す
る
こ
と
な
く
、
布
施
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
一
般
に
精
神
衛
生
的
な
面
が
強
い
が
、
偽
経
の
場
合
、
中
国
古
代
医
学
の
影
響

を
受
け
た
も
の
も
あ
り
、
写
経
を
繰
り
返
す
う
ち
に
自
づ
と
医
学
知
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

第
三
章
写
経
生
の
生
活

写
経
所
は
初
期
に
は
写
経
所
専
任
の
職
員
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
他
の
官
司
の
下
級
官
人
、
遊
休
官
人
を
動
員
さ
せ
、
の
ち
写
経
事

業
が
繁
忙
に
な
る
と
民
間
か
ら
写
経
所
勤
務
を
希
望
す
る
者
（
白
丁
・
里
人
）
を
貢
進
さ
せ
て
運
営
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
写
経
所
は
令
外
の

（
４
）

官
で
あ
る
が
、
他
の
官
司
か
ら
出
向
勤
務
し
て
も
兼
官
と
は
な
ら
ず
特
殊
な
宮
司
な
の
で
あ
っ
た
。
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
写
経
所
に
勤
務
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
る
特
典
は
、
第
一
に
布
施
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
慶
事
に
際
し
て
位
階
が
昇
進
す
る
こ
と
、
第
三
に
写
経
を
監
督
し

た
者
の
場
合
は
監
督
し
た
こ
と
が
官
人
と
し
て
の
考
中
行
事
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
里
人
の
場
合
は
、
第
一
に
布
施
を
う
け
生
活
の
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便
を
う
る
こ
と
、
第
一

（
５
）

た
。
里
人
の
貢
進
採
、

を
付
け
加
え
て
お
く
。

う
る
こ
と
、
第
二

経
師
ら
の
報
酬
は
布
施
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
支
給
基
準
は
仕
事
量
に
あ
り
、
経
師
は
鹿
経
論
で
如
張
布
一
端
、
注
経
で
釦
張
布
一
端
、
校

生
は
二
校
紙
で
Ⅷ
張
布
一
端
、
装
潰
は
Ⅷ
張
布
一
端
、
題
師
は
Ⅷ
巻
布
一
端
の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
下
級
官
人
の
収
入
に
か
な
り

（
６
）

の
増
加
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
経
師
ら
の
多
く
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
は
他
の
官
司
の
史
生
・
舎
人
と
し
て
官
人
組

織
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
出
向
先
の
写
経
所
で
の
出
勤
日
数
（
上
日
数
）
が
半
年
で
剛
日
以
上
（
内
長
上
官
の
場
合
）
で
あ
れ
ば
、
季
禄
（
年

二
回
、
二
月
と
八
月
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
年
間
測
日
以
上
の
上
日
を
四
年
続
け
、
勤
務
態
度
が
よ
け
れ
ば
位
階
昇
進
の
道
が
開
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
勤
務
評
価
（
考
）
を
受
け
る
に
は
鯛
以
上
の
上
日
数
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
休
暇
の
規
定
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
寧
令
に
よ
れ
ば

（
７
）

と
あ
り
、
月
五
日
の
休
暇
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
年
間
即
日
に
達
す
る
。
従
っ
て
大
雑
把
に
み
て
残
り
の
釦
日
が
い
わ
ば
有
給
休

暇
と
な
る
。
請
暇
に
あ
た
っ
て
は
、
同
令
に

五
衛
府
五
位
以
上
給
三
日
、
京
官
三
位
以
上
給
五
日
、
五
位
以
上
給
十
日
、
以
外
及
欲
出
畿
外
奏
聞
、
其
非
応
奏
、
及
六
位
以
下
、
皆
本
司

五
衛
府
五
位
以
上
給
三
日
、
京

と
あ
っ
て
、
文
武
官
の
五
位
以
上
の
場
合
は
規
定
日
以
上
の
請
暇
及
び
畿
外
へ
出
る
場
合
に
は
奏
聞
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
六
位
以
下
の
場
合

は
本
司
（
文
官
は
式
部
省
武
官
は
兵
部
省
）
に
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
経
師
ら
六
位
以
下
の
下
級
官
人
の
場
合
、
三
・
五
・

十
日
間
と
い
っ
た
日
限
を
考
慮
す
る
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
表

Ⅲ
は
表
Ｉ
の
請
暇
日
数
を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
三
・
五
・
十
日
に
請
暇
日
数
が
集
中
し
て
お
り
、
更

判
給
、
応
須
奏
者
、
並
官
申
聞

と
あ
っ
て
、
文
武
官
の
五
位
以
上

在
京
諸
司
、
毎
六
日
並
給
休
暇
一
日

に
位
階
を
与
え
ら
れ
律
令
制
官
人
機
構
に
加
わ
る
こ
と
、
第
三
に
特
権
階
級
の
一
部
を
な
す
僧
侶
と
な
る
こ
と
で
あ
っ

里
人
の
貢
進
採
用
を
願
う
者
の
中
に
は
、
写
経
所
で
の
精
進
生
活
を
お
く
り
た
い
と
い
う
信
仰
面
か
ら
望
む
も
の
（
五
弛
）
も
い
た
こ
と
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と
あ
っ
て
、
疾
病
が
残
疾

官
さ
せ
る
と
あ
り
、
ま
た
、

古
記
云
、
患
経
百
廿
日
、

古
記
云
、
患
経
百
廿
日
、

謂
毎
月
仮
日
併
計
満
数
也

と
、
そ
の
伽
日
の
中
に
は
定
休
で
あ
る
六
仮
の
日
数
も
含
め
る
と
し
て
い
る
。

写
経
所
に
勤
め
る
者
が
罹
病
し
た
場
合
、
多
く
は
宿
所
に
て
療
養
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
、
給
食
が
減
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

「
奉
写
一
切
経
所
食
口
帳
」
（
十
七
噸
ｌ
柵
）
に
み
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
常
時
に
は
平
均
で
は
あ
る
が
、
僧
が
米
二
升
四
合
、
経
師
、

た
、
『
集
解
』
（
巻
十
七
）
に
よ
れ
ば

若
其
所
患
既
在
残
疾
以
上
、
不
可

と
あ
っ
て
、
疾
病
が
残
疾
（
一
目
盲

不
可

表Ⅲ、 請暇日数

「 ｜
畷
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

｜
識
１

’ 件 数 割合(％）

1

｝” “‘ Ⅲ7

23
1

９２

Ｒ

Ｃ
Ｉ

９
０２

42．6

更
出
仕
、
量
状
解
官
、
不
待
百
廿
日
也

目
盲
、
両
耳
聾
、
手
足
指
欠
、
久
漏
等
）
以
上
で
あ
り
、
更
に
出
仕
不
可
能
な
場
合
は
Ⅷ
日
を
待
た
ず
し
て
解

ｉ
１
１
水
－
１
ト
ー
』
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
夙
砂
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
仏
ｌ
ト
ー
ｌ
Ⅲ
１
１
１
－
Ⅲ
ト
ー
ｌ

４

I

７ｊ

ｌ

ｌ

０
２
０
０
５

10.3

’60 1 1.5

’計 68 100

に
表
Ｉ
を
個
別
に
な
が
め
て
み
る
と
、
請
暇
日
数
以
上
に
実
際
に
お

い
て
は
休
ん
で
い
る
者
が
お
り
、
追
加
請
暇
を
す
る
場
合
で
も
五
日

間
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
六
位
以
下
の
下
級
官
人
に
お
い
て

も
、
三
・
五
・
十
日
が
休
暇
を
申
請
す
る
際
の
目
安
と
な
っ
て
お
り
、

何
ら
か
の
制
限
が
請
暇
段
階
毎
に
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
已
の
疾
病
に
よ
る
請
暇
に

お
い
て
は
別
に
規
定
が
あ
り
、
選
叙
令
に
よ
る
と

職
事
官
、
患
経
百
廿
日
（
中
略
）
解
官
。
（
中
略
）
其
以
才

伎
長
上
諸
司
者
（
中
略
）
患
損
之
日
、
還
令
上
本
司
、

疾
病
の
た
め
Ⅲ
日
欠
勤
し
た
場
合
、
解
官
さ
せ
ら
れ
る
が
、
有
能

（
Ｒ
）
）

な
技
術
官
や
人
物
の
場
合
は
全
快
後
の
復
職
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
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表W. 賑給料

I

１
－
１
－
１

209

天苧胃271
造石山院所銭
用帳 | 他出小豊’

(病臥）
頓給料|銭 ‘0文 ’

宝亀
3．2．27

2.301

3．19

3．23

4．5

7．7

7．20

〃3，9．8

’

神護景雲
4．9 291蕊薩切経所|氏名欠('人分）

宝亀2．5．29

｜ ｜〃 （〃 ）｜〃｜〃 Ⅲ斗
〃3．12．30

天平宝字
6．4．9

〃6. 6.16 1章冨鯉寺所食

神苧号291譲菓切経用
宝亀”91漂蔭

切経所

3力9．13

3力9．19

〃3力

〃3．8．11

奉写一切経所
賑給帳

｜ 〃

|占部忍男
経師賑給注文

〃 〃 （ 〃 ）

〃

造石山寺所下｜
銭帳

｜ 大友路万国
’

(賑給帳断簡）

|讓一切経所

| 氏部小勝 ｜ 賑給料 |白米,石
長谷部寛万呂

水取家万呂

赤染玉官女 ｜ 賑給料｜〃 ，斗
大伴真公 ｜ 〃｜〃 ，斗

若倭部益国

秦度守

〃 （多数）

〃（4人分）

津守田主女

氏名欠

辛国形見’ 〃

〃

| 氏名欠 ｜〃
｜ 〃 （多数)｜ 〃

〃 ｜米 1斗

(病者)粥料

〃 〃 2升 〃

〃 ｜米 2斗

(病)賑給料|銭100文

〃｜〃 100文

賑給料 ｜米 3斗
〃 〃 5斗六180

〃 ’|

賑給料

〃

薬料

| 賑給料

白米2升

〃2石2斗
銭 10文

玄米 5升

米 3斗

白米2斗

小豆2升 ｜ 〃 ｜経自

白米1斗 〃 〃

米 1斗

米1石3斗4升

六278-28'|装濃
〃

〃

〃

｜ 〃 ｜装演
I

〃

六396-397

｜〃〃

六90-9'|優婆夷

｜厩ゴ〃

」
、

一
ノ 455

十
五
458

吉41‘ ｜優婆夷
ト
ー

ー
ノ

6

廿75-77

廿77

廿224

優婆夷

経I自

〃

〃

経師他

仕丁
(病）

〃

校上

|優婆
経師



（
Ｑ
》
）

装
潰
が
各
二
升
、
自
進
、
仕
丁
が
一
升
二
合
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
罹
病
中
は
、
僧
が
四
合
、
そ
の
他
の
者
は
八
合
で
あ
る
。
平
常

時
と
罹
病
時
の
支
給
割
合
は
、
僧
が
恥
、
経
師
・
装
演
が
恥
、
自
進
・
仕
丁
が
酬
と
な
る
。
賦
役
令
に
よ
れ
ば
、
丁
匠
が
罹
病
し
た
場
合
半
食

（
脚
）

を
減
じ
、
一
日
分
の
役
料
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
支
給
率
は
岨
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
罹
病
時
に
お
け
る
給
食
は
累
進
的
減
食
と

い
う
べ
き
形
で
あ
り
、
平
常
時
の
身
分
差
に
よ
る
支
給
と
は
異
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
一
律
八
合
支
給
と
い
う
身
分
的
相
違
が
み
ら
れ
な
い
状
態

で
あ
る
。
こ
の
八
合
と
い
う
量
は
写
経
所
雑
使
の
平
常
時
支
給
量
と
同
量
で
あ
り
、
生
活
の
た
め
の
最
低
保
障
量
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

病
者
、
困
窮
度
の
著
し
い
者
に
対
し
て
、
時
に
は
官
司
に
よ
る
賑
給
が
な
さ
れ
た
。
（
表
Ⅳ
参
照
）
写
経
生
の
生
活
を
年
次
的
に
追
っ
て
ゆ

く
と
き
、
宝
亀
年
以
降
に
お
い
て
月
借
銭
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
長
期
の
疾
病
は
収
入
を
止
絶
え
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
薬
科
の
支
出
は
ま

す
ま
す
生
活
を
苦
し
い
も
の
に
さ
せ
る
。
賑
給
量
は
余
り
に
も
微
少
、
そ
の
場
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

子

つ
0

な
お
、
本
論
は
紙
数
の
制
限
か
ら
説
明
を
簡
略
に
し
、
意
を
充
分
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
後
日
、
機
会
が
あ
れ
ば
別
の
主
題
の

下
に
て
補
足
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

写
経
生
の
疾
病
は
、
そ
の
勤
務
生
活
を
詳
細
に
な
が
め
て
ゆ
く
と
き
、
そ
れ
は
い
わ
ば
職
業
病
で
あ
っ
た
。
多
く
は
生
活
の
便
を
得
る
た

め
、
ま
た
官
僚
と
し
て
の
昇
進
を
の
ぞ
む
た
め
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
特
殊
勤
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
罹
患
し
た
と
き
、
不
充
分
な
が
ら

も
医
薬
の
給
付
、
医
師
に
よ
る
治
療
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
古
代
一
般
の
医
療
に
み
ら
れ
る
呪
的
な
医
療
の
姿
は
全
く
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

注
（
１
）
請
暇
日
数
の
項
で
、
３
＋
５
と
あ
る
の
は
、
３
日
間
の
請
暇
の
後
、
５
日
間
の
追
加
請
暇
を
し
た
こ
と
を
、
ま
た
、
＋
？
と
あ
る
の
は
、
追
加
請
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因
【
蜘

Shakyosei andtheirDiseases

TakuShinmura

Inthispaperlhavetracedthelivesandmedicalhistoriesof lowerrankedo伍cersduringtheNara

period, examiningthenoticesofabsencefromtheShakyosei…theofficers reproducingtheBuddhist
s

scriptures…,whichhavebeenkept intheShosoin･ Accordingtothemtheymostlysufferedfromlum-

bagowhichwascausedbysittingforalongperiodsoftime, theso-called,occupationaldiseases. That

is, theyhadtoworklonghours inordertoreceivepromotions, otherwisetheywereunabletomakean

adequateliving. Whentheyfell ill, theycouldaskformedicinesandcouldcallondoctorsintheoffice.

Butthemedical treatmentandmedicationwereusuallv insu伍cient.

Themedical histories indicatefurtherthattheseofficersdidnot receive anysupematural treat-

ments,whichhavebeenthought tobeprevalentat thetime.

J
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一
前
野
良
庵
宛
高
山
彦
九
郎
書
簡

ｊ
、
ｊ
、
〃
、
ｆ
３
Ｋ
Ｊ
１
ｌ
ｆ
。
ｆ

資
料
一

ｆ
〃
、
ｆ
″
ｙ
、
屯
で
″
矛
、
ｆ

一
筆
致
啓
上
候
、
先
以
御
両
親
様
方
御
始
御
揃
、
御
安
泰
に
可
被
成
御
座

と
奉
祝
候
。
下
拙
義
も
道
中
快
く
巡
覧
仕
候
。
乍
憧
貴
意
安
ク
思
召
可
被

下
候
。
先
月
奥
州
福
島
方
差
上
候
書
相
達
候
哉
、
其
後
は
可
然
便
も
無
之

一
言
も
不
差
上
罷
過
候
。
福
島
方
羽
の
米
沢
へ
罷
越
候
得
ば
、
興
譲
学
館

書
生
饗
応
毎
日
の
珍
味
、
彼
ノ
読
物
に
時
日
を
移
し
、
湯
殿
山
、
月
山
、

烏
海
山
等
へ
登
り
、
象
潟
の
景
を
打
望
み
、
秋
田
方
津
軽
弘
前
城
下
へ
罷

出
、
今
日
青
森
と
申
所
に
止
宿
仕
候
。
只
今
善
知
烏
宗
像
大
明
神
へ
参
詣

仕
り
、
安
方
町
俳
個
仕
、
海
上
ヲ
望
候
得
ば
、
兎
角
北
方
ノ
志
不
相
止
候
。

若
し
渡
海
仕
候
ハ
ハ
来
年
迄
は
滞
留
と
可
被
思
召
候
。
渡
海
難
儀
二
も
見

え
申
候
得
者
、
三
馬
屋
方
重
而
ヲ
約
シ
帰
府
可
仕
候
。
必
ス
危
キ
事
は
不

仕
候
。
拙
者
こ
（
と
脱
か
？
）
御
両
親
様
御
安
意
の
様
被
仰
上
可
被
下
候
。

盃
中
の
事
も
毎
度
御
教
示
存
シ
出
候
。
是
亦
尊
大
人
様
へ
克
直
被
仰
（
ヵ

？
）
通
可
下
候
。
昼
の
旅
行
中
は
酒
も
用
ィ
申
候
得
共
、
夜
中
は
酔
候
程

は
用
イ
不
申
候
。
御
禁
戒
と
相
守
申
候
。
御
出
会
之
節
は
諸
友
へ
可
然
様

奉
希
候
。
猶
重
便
緩
を
可
申
上
候
。
以
上

前
野
良
沢
・
同
良
庵
・
高
山
彦
九
郎
書
簡千

々
和
実
校
注

尚
と
寒
冷
相
募
候
得
者
、
御
自
愛
御
安
健
二
可
被
成
御
座
候
。
御
両
親

様
方
御
安
意
被
下
候
様
、
宜
ク
被
仰
上
可
被
下
候
。
長
蔵
始
族
類
等
へ
も

同
事
二
御
座
候
。
以
上

（
付
）
蝦
夷
風
土
考

十
里
発
押
》
潮
東
風
ヲ
順
風
ト
ス
、
腓
、
春
分
ヨ
リ
十
日
程
過
テ
ニ
十

日
斗
リ
ロ
ロ
ロ
四
月
下
旬
迄
ニ
払
う
、
昆
布
、
箱
舘
ノ
外
海
蝦
夷
地
迄
四

五
十
里
ノ
問
、
庭
訓
二
宇
賀
昆
布
是
也
。
五
月
ノ
業
也
。
六
月
下
旬
迄
二

多
ク
、
七
月
休
、
八
九
月
迄
二
来
湯
ノ
営
ヲ
ス
、
八
月
冷
気
甚
ク
、
九
月

二
飛
雪
粉
と
、
余
月
ノ
寒
中
ノ
如
ト
シ
、
四
月
中
旬
ヨ
リ
梅
桜
ホ
コ
ロ
ピ
、

五
月
二
及
ン
デ
諸
花
開
ク
、
土
用
中
ニ
モ
他
国
ノ
者
一
天
袷
単
物
ニ
テ
相

応
也
。
七
月
下
旬
二
及
ピ
ー
際
暑
気
ヲ
党
ル
事
有
ト
云
ヘ
ド
モ
、
終
日
ノ

暑
気
ロ
ア
ラ
ス
、
丁
午
ヨ
リ
暑
気
夕
陽
ノ
頃
ハ
冷
気
来
テ
綿
入
ヲ
モ
着
ル
、

江
戸
二
比
ス
ル
（
二
脱
力
？
）
春
秋
冬
三
季
ノ
国
ト
云
フ
ベ
シ
。

○
蝦
夷
地
西
ノ
方
ソ
ウ
マ
マ
テ
松
前
ヨ
リ
三
百
六
里
、
東
ハ
キ
ィ
タ
ッ
フ

マ
テ
四
百
里
、
船
人
共
云
ニ
ソ
ウ
マ
、
二
百
七
八
十
里
、
キ
ィ
タ
ッ
フ
マ

（
テ
脱
力
？
）
三
百
里
斗
。

（
寛
政
二
年
）

八
月
廿
八
日

rへ

付
へ一 前

野
良
庵
様

高
山
彦
九
郎
正
之
（
花
印
）
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一
欧
潅
巴
ノ
地
方
二
魯
斉
亜
と
申
所
在
之
候
。
此
方
ノ
室
町
ノ
末
一
一
あ

た
り
、
右
之
地
二
英
主
出
来
。
此
方
ノ
永
正
十
年
に
帝
位
二
つ
き
、
次
第

二
諸
大
国
ヲ
征
伐
服
従
い
た
し
、
万
里
地
方
を
蚕
食
し
、
宝
永
、
元
禄
ノ

頃
ま
で
に
三
四
主
を
歴
候
て
、
当
時
二
い
た
り
、
中
国
之
西
北
方
塞
外
ノ

地
悉
く
其
有
に
な
り
、
清
朝
北
京
と
も
使
幣
を
通
し
候
事
の
由
、
中
国
の

書
ニ
ハ
曽
而
ミ
え
不
申
候
へ
共
、
成
程
大
清
会
典
ノ
図
二
て
見
候
ヘ
ハ
、

塞
外
の
西
北
方
悉
ク
蛮
名
ノ
地
名
二
な
り
申
候
ハ
此
故
と
被
存
申
候
。
彼

ノ
白
石
ノ
被
申
候
（
魯
斉
亜
ハ
）
両
鞭
靱
二
て
職
し
き
も
の
二
成
候
よ
し

記
さ
れ
候
ハ
此
事
と
き
こ
え
候
。
元
ノ
末
と
被
申
候
ハ
伝
聞
ノ
誤
と
ミ
え

候
・
右
之
魯
斉
亜
本
国
ハ
紅
夷
ノ
隣
近
地
と
き
こ
え
候
。
白
石
ノ
申
さ
れ

候
紅
夷
支
那
一
遍
ノ
地
つ
づ
き
（
と
）
申
さ
れ
し
事
、
そ
れ
て
き
こ
え
申

候
。
さ
て
右
之
中
国
塞
外
ノ
西
北
方
と
北
方
蝦
夷
ノ
地
も
相
向
ひ
候
事
二

候
よ
し
、
其
間
一
一
数
百
ノ
島
凧
相
接
続
し
、
一
ミ
名
も
在
之
中
候
。
蝦
夷

ノ
地
近
き
ハ
こ
れ
を
松
前
へ
踊
喫
し
而
在
之
申
候
。
安
永
ノ
末
年
ま
で
に

右
島
嗅
と
も
悉
く
魯
斉
亜
へ
と
り
附
き
、
城
畳
を
構
へ
収
守
を
置
候
而
ハ

曽
而
松
前
よ
り
手
さ
し
成
り
申
さ
ず
候
事
由
、
残
り
申
候
所
ハ
蝦
夷
地
斗

の
由
二
て
候
。
彼
ノ
蝋
虎
ノ
産
シ
候
嶋
喚
ハ
、
蝦
夷
よ
り
三
百
里
斗
隔
候

所
之
由
、
こ
れ
も
も
は
や
彼
ノ
属
と
相
成
候
よ
し
、
此
方
へ
も
交
幣
を
通

申
度
由
申
候
も
、
彼
ノ
漂
流
ノ
日
本
人
数
百
人
居
候
所
、
殊
之
外
よ
く
接

待
候
而
、
返
し
不
申
候
由
承
り
申
候
。
籾
て
始
終
北
辺
ノ
患
二
可
相
成
事

御
聞
被
成
候
由
、
先
達
而
田
沼
松
平
殿
の
諸
人
在
役
の
者
、
蝦
夷
へ
人
を

遣
し
候
事
在
之
、
右
の
事
共
迄
と
あ
り
け
る
。
手
翰
の
奥
二
歌
あ
り

ゑ
そ
千
島
ろ
し
や
を
か
け
て
行
旅
も

郷
の
国
と
思
ゐ
（
は
）
さ
り
け
る
正
之

二
前
野
良
沢
、
良
庵
宛
高
山
彦
九
郎
害
簡

段
と
秋
冷
相
募
り
候
得
は
、
益
御
安
健
と
奉
視
候
。
下
拙
義
も
無
難
二

九
州
遊
行
仕
候
。
御
安
意
奉
希
候
。
当
年
中
二
帰
府
心
懸
候
得
共
、
彼
是

所
々
滞
稠
中
一
一
当
年
帰
府
は
不
存
寄
奉
存
候
。
三
月
始
よ
り
六
月
始
迄
薩

州
一
一
遊
上
白
向
方
豊
後
。
（
を
経
力
？
）
、
近
頃
肥
後
再
遊
、
不
知
火
杯
見

物
仕
、
明
日
熊
本
城
下
罷
有
（
立
力
？
）
、
豊
後
竹
田
之
方
へ
趣
候
。
堅

固
旅
行
致
候
趣
知
己
方
へ
御
出
会
之
節
ハ
何
レ
モ
無
残
所
、
宜
ク
御
伝
達

可
被
下
候
。
下
拙
義
も
何
卒
当
秋
迄
一
一
は
帰
府
と
心
懸
居
候
得
共
、
彼
是

不
任
心
底
、
延
引
二
及
候
、
四
国
一
見
之
後
は
急
キ
帰
府
心
懸
罷
在
候
。

何
事
も
申
残
候
。
頓
首

高
山
彦
九
郎
（
花
押
）

（
筧
政
四
年
）

八
月
十
九
日

前
野
良
沢
様

同
良
庵
様

又
阿
蘭
人
日
本
七
絶
と
称
す
る
よ
し

皇
統
不
変
、
小
国
に
し
て
大
国
へ
臣
服
せ
す
、
刀
劔
漆
紙
米
也
藩
何
事

も
旅
中
申
残
候
、
早
々

（
註
）
矢
島
憲
三
郎
氏
蔵
。
高
山
彦
九
郎
全
集
第
三
巻
北
向
日
記
寛
政
二

年
八
月
二
十
八
日
条
参
照
。
蝦
夷
風
土
考
と
鴎
誰
邑
云
だ
の
二
章
は
は
た

し
て
本
状
に
付
属
す
る
も
の
な
る
や
否
や
不
明
な
れ
ば
、
矢
島
行
康
氏
高

山
錦
嚢
の
巻
物
中
に
連
続
張
り
付
け
た
る
を
見
れ
ば
或
は
然
ら
ん
か
。
よ

っ
て
こ
こ
に
併
せ
掲
ぐ
。
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三
前
野
良
庵
よ
り
高
山
彦
九
郎
宛
書
簡

（
一
）

尚
と
佐
藤
翁
も
去
年
十
月
中
可
被
尋
申
候
而
、
一
夜
逗
留
被
致
候
。
病

気
も
□
口
相
替
事
も
無
御
座
候
。
心
者
不
相
替
元
気
二
而
御
座
候
。
巳
上

新
舂
之
御
慶
千
里
同
風
申
納
候
。
弥
御
安
健
御
旅
行
被
成
、
珍
重
二
奉

存
候
。
去
年
中
下
総
国
八
日
市
場
井
奥
州
福
嶋
宿
両
度
の
御
状
相
達
、
又

と
奥
州
白
河
〃
之
御
状
是
又
相
達
申
候
。
下
野
よ
り
之
御
状
は
未
タ
相
達

不
申
候
。
毎
度
両
親
共
へ
御
注
意
被
下
辱
奉
存
候
。
佐
貫
石
津
生
よ
り
も

其
後
書
状
到
来
、
宜
申
上
度
旨
御
座
候
。
劔
持
氏
去
秋
去
冬
両
度
御
出
、

奥
州
福
嶋
よ
り
の
御
状
迄
掛
御
目
申
候
。
御
国
元
皆
々
様
随
分
御
平
安
之

由
御
座
候
。
極
月
十
七
日
京
都
方
之
御
状
は
廿
八
日
一
一
相
達
、
剣
持
氏
へ

之
御
状
廿
九
日
嶌
屋
迄
遣
置
候
事
御
座
候
。
奥
州
黒
沢
秀
公
方
未
タ
何
之

沙
汰
も
無
御
座
候
。
林
子
平
一
件
、
早
速
森
嶋
氏
へ
相
通
し
候
処
、
書
状

尚
々
寒
冷
御
凌
御
安
健
一
一
可
被
成
御
座
候
、
御
母
公
様
二
も
御
安
意
之

様
宜
ク
御
伝
へ
可
被
下
候
。
御
両
親
は
梅
花
之
下
二
而
歌
よ
み
候
事
早
や

三
四
年
ヲ
経
候
事
と
奉
存
候
得
は
、
江
戸
表
誇
敷
事
二
奉
存
候
。
旅
中
大

飲
之
御
戒
め
独
行
之
節
は
謹
ミ
罷
在
候
。
御
安
意
可
被
下
候
。
入
魂
多
き

処
二
而
は
御
免
可
被
下
候
。

盃
を
と
る
た
び
こ
と
に
党
ほ
ゆ
る
君
か
お
し
へ
の
言
の
葉
よ
き
を

（
註
）
彰
考
館
蔵
。
高
山
遺
言
に
影
写
本
を
収
む
。

筑
紫
日
記
寛
政
四
年
八
月
十
九
日
条
参
照

往
来
之
間
違
二
て
何
之
心
頭
一
一
被
掛
事
も
無
之
候
由
、
又
と
書
状
も
可
差

出
と
の
事
一
一
御
座
候
。
藤
塚
小
島
之
ま
る
屋
三
封
早
速
相
届
候
。
霜
月
舟

日
之
御
京
着
二
而
は
七
日
、
還
幸
之
御
儀
式
は
御
拝
見
不
被
成
候
事
と
奉

存
候
。
乍
然
其
後
段
と
之
御
儀
例
等
御
見
聞
被
成
候
由
（
力
）
候
、
籾
と
御

羨
敷
奉
存
候
。
御
足
痛
此
節
御
快
方
に
御
座
候
哉
、
如
何
御
案
事
申
候
事

御
座
候
。
当
地
地
震
之
事
被
仰
下
、
霜
月
廿
七
夜
地
震
入
候
得
共
、
格
別

大
地
震
と
申
一
一
は
無
御
座
候
。
乍
去
六
七
年
前
七
月
中
の
地
震
と
は
強
キ

か
弱
キ
カ
と
申
位
二
而
御
座
候
。
吹
上
一
一
而
公
事
訴
訟
被
為
聞
候
事
実
一
一

御
座
候
。
徳
廣
之
御
故
事
と
申
事
に
御
座
候
。
是
も
只
一
度
之
御
事
御
座

候
。
一
、
去
霜
月
良
沢
義
隠
居
願
差
出
候
処
、
同
月
十
一
日
良
沢
隠
居
私

口
願
の
通
被
申
付
候
。
此
段
も
乍
序
為
御
知
申
上
候
。
良
沢
随
分
無
異
罷

在
候
。
隠
居
致
格
別
気
分
も
寛
に
相
成
候
故
歎
、
例
年
よ
り
は
寒
気
に
も

凌
能
覚
候
事
御
座
候
。
籾
々
御
遊
行
御
羨
敷
毎
度
御
暉
而
已
申
居
候
。
御

〈
簗
又
七
）

帰
府
後
珍
事
共
承
候
事
と
又
七
、
寛
介
杯
毎
と
咄
出
候
。
桜
之
比
迄
之
御

（
谷
伴
兄
）
（
林
多

逗
留
二
御
座
候
へ
は
定
而
吉
野
へ
御
出
と
奉
存
候
。
此
間
も
萬
六
見
へ
多

宗
直
）一

郎
咄
申
出
候
事
御
座
候
。
御
上
京
之
節
之
御
歌
御
紀
被
下
拝
見
仕
候
。

定
而
此
節
も
日
直
之
御
味
草
、
京
都
日
記
唾
Ｅ
大
冊
一
一
相
成
候
事
と
奉
存

候
。
何
も
又
良
後
便
可
申
上
候
。
両
親
共
宜
敷
申
上
候
様
申
付
候
。
己
上

（
寛
政
三
年
）
前
野
良
庵

正
月
十
五
日
連
（
花
押
）

５

尚
々
去
年
中
蓮
沼
氏
方
之
御
届
申
候
、
三
上
翁
未
タ
御
尋
不
被
成
候
由
、
虹

高
山
彦
九
郎
様



（
一
一
）

再
白
、
先
達
而
中
よ
り
拙
書
相
認
メ
置
候
処
、
彼
是
取
紛
、
遅
延
之
中

貴
書
到
来
、
早
速
御
返
書
相
認
候
条
、
委
曲
は
前
書
一
一
相
認
候
条
、
早
々

御
返
書
迄
御
座
候
。
両
親
共
宜
申
上
候
申
付
之
候
。

如
命
、
新
春
御
慶
申
納
候
。
弥
御
清
勝
被
成
御
座
、
珍
重
泰
存
候
。
此
地

敏
秋
共
随
分
康
罷
在
候
、
御
安
意
可
被
下
候
。
九
州
行
思
召
立
之
由
、
御

町
喧
被
仰
下
委
細
領
命
候
。
爾
来
御
足
痛
之
事
無
御
座
候
ハ
函
、
御
尤
之

御
事
と
存
候
事
御
座
候
。
只
里
千
里
独
行
、
頻
二
御
羨
敷
奉
存
候
斗
二
御

座
候
。
以
上

右
、
貴
答
迄
早
を
如
期
御
座
候
。
猶
期
永
舂
之
時
候
。
恐
憧
謹
言
。

（
寛
政
三
年
）二

月
九
日
達

（
註
）
錦
嚢
。
京
都
日
記
寛
政
三
年
二
月
二
十
三
日
条
参
照
。
前
野
良
庵
、

名
は
連
、
良
沢
の
子
。

白
菅
の
す
げ
の
真
す
げ
の
笠
も
よ
し
旅
な
つ
か
し
き
野
辺
の
春
日
を

近
来
の
味
草
懸
御
目
申
候
。
御
一
覧
可
被
下
候
。
萬
匡
後
便
と
申
残
し
候
。

此
節
も

是
は
大
坂
一
一
僑
居
と
申
事
被
申
候
。
呉
々
も
此
節
京
都
御
遊
行
可
羨
可
羨
、

四
前
野
良
沢
よ
り
高
山
彦
九
郎
宛
の
書
翰

（
註
）
矢
島
憲
三
郎
氏
蔵

高
山
彦
九
郎
様

去
月
二
十
八
日
之
貴
簡
当
月
七
日
相
達
拝
見
仕
候
。
如
貴
諭
新
春
の
吉

慶
御
同
意
目
出
度
申
納
候
。
先
以
余
寒
甚
御
座
候
得
共
、
弥
御
壮
健
二
被

成
御
座
奉
恭
喜
候
。
次
二
私
儀
も
去
霜
月
中
致
仕
、
賤
息
受
業
首
尾
能
相

勤
、
挙
家
無
異
罷
在
候
。
乍
憧
御
安
慮
被
下
度
奉
存
候
。
賎
息
其
己
後
早

速
表
勤
被
申
付
、
三
番
或
は
隔
日
一
一
宿
直
仕
、
殊
二
御
存
知
之
通
、
私
久

且
引
籠
罷
在
候
故
、
勤
向
沿
革
仕
候
事
共
に
て
当
分
甚
多
免
（
角
脱
ヵ
）

二
罷
在
候
。
京
都
御
着
後
は
早
速
書
通
可
申
上
筈
之
処
、
右
取
紛
候
中
築

方
ニ
ハ
種
Ｅ
混
雑
之
事
有
之
、
傍
御
返
書
モ
延
引
罷
成
候
。
築
も
役
向
は

不
相
替
相
勤
候
。
今
度
ハ
定
而
貴
答
委
細
可
申
上
与
奉
存
候
。
劔
持
氏
も

去
霜
月
下
旬
御
出
府
得
貴
意
侯
。
何
方
二
も
御
別
条
無
御
座
候
由
二
御
座

候
。
私
致
仕
已
来
別
而
世
外
の
人
、
彼
仙
窟
叩
唖
塞
学
修
養
仕
、
大
安
楽
之

身
と
罷
成
候
。
此
段
御
歓
可
被
下
候
。
当
春
は
岩
倉
様
二
御
逗
留
被
成
候

由
、
委
細
被
仰
出
候
、
趣
承
知
仕
候
。
籾
去
年
中
は
毎
挺
御
酒
御
慎
節
等

（
力
）
の
旨
被
仰
下
、
乍
慮
外
甚
安
堵
仕
候
。
御
脚
痛
ハ
御
全
快
二
御
座
候

哉
、
此
度
ハ
何
共
不
被
仰
口
候
。
如
何
、
折
角
直
と
御
自
愛
被
成
御
遊
行

御
自
在
之
様
二
奉
祈
候
。

伏
原
二
位
殿
二
而
御
物
語
之
御
序
、
私
御
沙
汰
被
成
下
候
由
、
何
か
御
尋

被
下
候
義
も
御
座
候
ハ
パ
実
二
本
懐
の
至
奉
存
候
。
御
存
被
成
候
通
硝
艮

た
る
事
共
二
御
座
候
得
共
何
事
二
不
寄
、
被
仰
付
次
第
他
の
事
を
差
措
、

老
力
之
及
候
分
相
勉
可
申
候
。
此
趣
御
心
得
被
下
、
宜
ク
御
取
成
被
下
候

様
二
奉
頼
候
。
且
購
業
御
賞
美
被
候
段
被
仰
下
、
難
有
仕
合
一
一
奉
存
候
。

去
年
中
天
文
暦
数
等
種
艮
雛
訳
仕
候
儀
共
御
座
候
。
乍
然
皆
々
内
監
故
、
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難
申
上
候
。
但
紀
公
子
方
築
城
之
書
翻
訳
被
仰
付
、
追
喧
出
来
差
出
候
。

当
舂
も
子
細
御
座
候
而
、
差
急
キ
候
而
、
カ
ム
シ
カ
ッ
ト
、
カ
ム
サ
ッ
カ

と
も
之
地
図
井
風
土
、
人
物
之
魏
訳
、
正
月
十
三
日
迄
二
卒
業
仕
候
。

一
、
伊
保
勇
之
進
ト
カ
申
人
、
上
古
文
字
を
伝
候
御
物
語
先
達
承
及
候
。

私
儀
八
種
字
考
之
贈
述
草
稿
仕
置
候
。
是
ハ
皆
異
邦
之
事
一
一
御
座
候
。
何

卒
右
之
古
宇
五
十
字
音
ヲ
記
シ
置
度
奉
存
候
。
実
否
之
処
不
分
明
二
御
座

候
共
、
一
種
之
伝
に
御
座
候
得
パ
、
相
成
候
ハ
ハ
御
面
倒
な
が
ら
御
詮
鑿

被
下
度
奉
頼
候
。
去
秋
、
魯
西
亜
即
ム
ス
コ
ヒ
ャ
文
字
伝
へ
候
而
九
種
二

相
成
候
。

（
伴
兄
）

一
、
谷
氏
度
哩
被
参
候
。
医
事
薬
物
等
相
談
仕
候
。
当
春
も
見
へ
候
・
箕

浦
三
男
、
蘭
宇
学
上
度
由
彼
国
よ
り
文
通
仕
候
。

一
、
山
路
才
助
殿
も
天
文
方
、
改
暦
方
被
仰
付
、
度
々
及
相
談
候
。
此
余

萬
諸
期
永
舂
之
時
価
得
實
意
候
。

恐
慢
謹
言

（
寛
政
三
年
）

二
月
七
日

前
野
良
沢
おｍ

高
山
彦
九
郎
様
憲
恥

拝
復

附
白再

三
申
上
候
魯
西
亜
所
領
属
国
の
略
図
、
時
々
考
索
仕
候
。
常
春
中
ニ

ハ
成
就
可
仕
と
存
候
。
但
彼
是
他
事
二
妨
ら
れ
候
而
遅
延
仕
候
。
井
其
由

来
モ
翻
訳
仕
候
志
二
御
座
候
。

一
、
先
達
は
御
旅
途
よ
り
九
月
十
日
比
帰
り
被
成
候
様
被
仰
越
候
得
共
、

霜
月
末
に
至
り
て
も
其
儀
無
御
座
候
。
其
上
青
森
迄
御
越
の
義
故
、
定
て

蝦
夷
地
へ
へ
も
御
志
哉
と
察
し
、
御
噂
申
居
候
中
へ
、
白
河
宿
方
の
御
状

相
達
し
候
節

白
川
に
宿
れ
る
君
を
え
そ
し
ら
て
千
島
を

越
て
お
も
ひ
渡
れ
り

又
、
去
夏
発
足
の
日
よ
り
、
天
気
の
晴
陰
を
記
し
置
、
是
は
御
帰
後
遠
境

之
気
候
を
校
考
可
仕
た
め
一
一
御
座
候
。
今
度
京
師
御
着
の
日
よ
り
後
を
写

し
、
差
上
可
申
存
候
得
共
、
御
存
し
通
た
め
不
任
心
底
候
。

君
か
如
は
る
日
陰
に
日
記
し
を
れ
ハ

思
ひ
を
よ
せ
て
過
る
ひ
そ
な
き

と
存
よ
り
ま
ま
申
上
候
。
風
雅
之
地
二
御
遊
ひ
被
成
候
方
へ
、
如
比
ひ
な

ふ
り
申
上
候
義
可
珊
事
一
一
御
坐
候
得
共
、
旧
春
仙
窟
梅
花
十
詠
の
御
友
た

り
し
御
事
に
御
座
候
間
、
や
ま
人
の
口
す
さ
ミ
と
御
笑
可
被
下
候
。
其
己

来
か
か
る
歌
の
輔
た
る
人
も
無
之
、
唯
遠
西
の
い
と
い
と
ひ
な
び
た
る
書

見
る
事
の
み
に
て
御
座
候
。
人
間
こ
な
も
ら
さ
れ
そ
、
序
な
か
ら
申
上
候
。

（
徳
内
）
（
異
力
）

彼
最
上
な
る
も
の
一
旦
あ
や
し
き
も
の
に
な
り
候
処
、
黒
心
な
き
こ
と
明

白
な
り
候
上
、
再
彼
ロ
シ
ヤ
の
人
の
居
候
鴫
の
あ
た
り
迄
も
参
候
て
、
委

（
源
六
）

く
見
分
可
致
身
分
と
相
成
候
。
此
人
ハ
先
年
佐
藤
と
も
同
道
に
て
参
り
候

由
、
今
般
に
て
ハ
三
度
二
御
座
候
。
定
て
物
事
相
分
り
可
申
と
存
候
。
私

（
玄
沢
）

へ
も
何
か
相
談
仕
度
由
、
大
槻
迄
申
候
処
、
間
連
面
談
不
致
候
。
急
二
参

り
候
事
故
、
あ
と
方
心
付
候
義
申
越
候
様
二
申
置
候
故
、
正
月
中
旬
存
寄

申
遣
し
候
・
旧
臘
二
十
六
日
発
足
仕
候
、
当
年
中
に
も
帰
り
候
哉
、
如
何
。

中
途
一
一
も
彼
是
障
取
候
義
有
之
候
由
、
何
れ
一
所
存
あ
る
も
の
民
様
一
一
相
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（
註
）
錦
嚢
。
京
都
日
記
寛
政
三
年
二
月
二
十
三
日
条
参
照
。

×
×
×

以
上
の
書
簡
の
掲
載
に
当
り
、
千
倉
和
実
氏
の
解
読
、
註
釈
を
い
た
だ
き
、

所
蔵
者
矢
島
憲
三
郎
氏
の
御
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
し
ま
す
。

尚
こ
の
掲
載
に
は
作
家
吉
村
昭
氏
の
理
解
あ
る
援
助
と
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
編
集
委
員
記

再
白
、
九
州
江
御
志
御
坐
候
由
、
御
身
躰
御
壮
健
二
御
座
候
ハ
・
〈
一
段
之

節
義
と
奉
存
候
。
随
分
御
保
養
専
言
一
奉
存
候
。
当
舂
は
例
方
余
寒
退
兼

候
、
小
園
梅
も
未
開
候
。
旧
舂
御
詠
共
の
事
時
々
御
噂
仕
候
。
荊
婦
へ
御

加
筆
被
仰
下
恭
奉
存
候
。
宜
敷
御
礼
申
上
度
旨
申
之
候
。
親
類
共
へ
も
御

致
意
被
仰
下
、
対
面
之
節
可
申
聞
と
恭
奉
存
候
。
清
水
万
古
隣
家
の
小
女

共
も
時
為
御
噂
申
、
は
や
う
御
帰
り
被
成
候
へ
か
し
と
申
候
。
今
日
ハ
客

来
も
無
之
候
故
、
綾
と
如
此
候
。
猶
別
紙
鄙
一
泳
入
貴
覧
候
。
御
笑
榔
可
被

下
候
。
頓
首

見
え
候
よ
し
、
大
槻
も
申
之
候
。
と
て
も
小
細
工
の
ミ
ニ
て
大
造
作
ハ
天

二
あ
る
事
と
被
存
候
。
何
も
何
も
仙
窟
之
誤
省
略
仕
候
。
不
備

（
寛
政
三
年
）

二
月
九
日

国
？
穴
・
Ｐ
の
⑦

国
『
一
蔵
の
彦
］
○
厘
局
冒
巴
且
Ｐ
ｐ
ｍ
の
切
晉
①
の
冨
吟
吟
一
つ
函
吟
巨
〉
ら
圏

著
者
は
望
畠
９
日
①
の
弓
９
日
ぃ
目
冒
且
Ｒ
ｐ
の
旦
函
。
ｇ
一
旦
の
麻

酔
科
医
で
あ
る
。
本
論
文
は
言
う
シ
カ
海
峡
地
方
に
お
け
る
麻
酔
の
創
草
期

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
四
六
年
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
君
・
目

。
三
○
算
。
口
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
実
験
の
ニ
ュ
ー
ス
は
太
西
洋
廻
り
で
こ
の

地
方
に
伝
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
先
ず
エ
ヂ
プ
ト
↓
紅
海
↓
ギ
ン
ベ
イ
↓
セ

イ
ロ
ン
↓
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
コ
ー
ス
で
約
四
○
口
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

最
初
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
は
マ
ラ
ッ
カ
の
外
科
医
Ｐ
］
．
爵
茸
目
が
上
腕
骨

折
の
手
術
に
対
し
て
一
八
四
七
年
四
月
二
八
日
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
彼
は

《
《
望
．
隠
冒
『
①
印
①
①
早
の
“
“
》
〉
に
〃
エ
ー
テ
ル
麻
酔
下
に
海
峡
地
方
で
行
な

っ
た
最
初
の
困
難
な
手
術
例
〃
と
題
と
し
て
発
表
し
た
。

次
い
で
同
年
七
月
三
日
ペ
ナ
ン
の
外
科
医
の
目
牙
に
よ
っ
て
エ
ー
テ
ル

麻
酔
が
肋
軟
骨
腫
の
切
除
に
際
し
て
使
用
さ
れ
、
第
三
例
目
は
同
年
八
月
二

日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
医
師
詞
○
房
鼻
巨
昌
①
が
行
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ケ

ー
ス
は
←
《
望
口
隠
ｐ
ｏ
Ｈ
ｍ
犀
①
①
甲
の
閉
》
、
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
麻

酔
は
エ
ー
テ
ル
を
浸
み
込
ま
せ
た
ス
ポ
ン
ヂ
か
ら
エ
ー
テ
ル
を
吸
入
せ
し
め

る
方
法
で
あ
っ
た
。

Ｉ抄
録Ｉマ

ラ
ッ
カ
海
峡
地
方
に
お
け
る
最
初
の
麻
酔

弓
岸
５
国
易
庁
シ
ロ
四
の
切
吾
①
三
○
旨
弓
彦
の
陣
国
一
＄
の
①
己
①
ョ
の
巨
扇
（
段
ロ
‐

ぬ
四
℃
○
吋
①
》
勺
①
ロ
ゴ
釦
ロ
ぬ
い
口
旦
三
目
巴
煙
ｏ
ｎ
四
］
唾
牟
司
）
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一
、
虎
岩
武
に
つ
い
て

虎
岩
武
は
明
治
九
年
十
一
月
よ
り
浜
松
病
院
に
奉
職
し
附
属
医
学
教
場
で

医
学
教
育
の
か
た
わ
ら
、
太
田
用
成
、
柴
田
部
平
ら
と
と
も
に
ハ
ル
ッ
ホ
ル

ン
著
少
曾
国
８
円
目
の
旦
吾
の
ョ
の
島
８
－
ｍ
ｇ
①
旨
の
と
富
の
ョ
○
国
且
四
目
①
．

ａ
８
を
翻
訳
し
て
、
七
科
約
説
と
題
し
て
明
治
十
一
年
五
月
上
編
を
出
版
、

十
二
年
四
月
下
編
お
よ
び
上
編
訂
正
版
を
出
版
発
行
し
た
。
こ
の
書
は
当
時

の
医
学
生
の
医
師
試
験
に
最
適
の
参
考
書
と
し
て
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
。

七
科
約
説
の
訳
文
の
大
部
分
は
虎
岩
武
の
手
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。

今
回
虎
岩
武
の
孫
に
あ
た
る
虎
岩
頼
夫
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
武
自
筆
の

履
歴
書
と
有
州
舎
主
人
慢
遊
詩
録
と
い
う
武
自
筆
の
詩
文
、
論
説
綴
を
借
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

な
お
虎
岩
武
に
つ
い
て
は
下
伊
奈
医
業
史
（
信
濃
名
医
伝
）
の
筑
摩
県
立

飯
田
病
院
の
項
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

『
虎
岩
武

太
田
用
成
と
共
に
「
七
科
約
説
」
を
著
し
た
虎
岩
武
は
、
別
に
「
美
欄
樹

薬
説
」
の
著
書
も
あ
り
、
太
田
用
成
と
共
に
郷
谷
へ
一
時
代
を
画
し
て
新
医

業
を
開
拓
し
た
功
績
者
で
あ
る
が
、
更
に
用
成
が
飯
田
を
去
っ
た
後
は
第
一

ｊ
ｊ
０
Ｊ
１
ｊ
、
ｔ
く
〃

資
料
二

Ｊ
，
弧
，
１
，
１
、
ｒ
，

虎
岩
武
の
履
歴
書
・
論
説
・
詩
文

土
屋
重
朗

人
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
医
師
と
し
て
も
餅
新
で
殊
に
外
科
手
術
は
当
時
の

人
々
を
驚
か
し
た
と
云
は
れ
る
。
詩
文
に
長
じ
殊
に
郷
土
史
を
究
め
燕
山
と

号
し
て
沢
山
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
当
時
の
「
伊
奈
公
報
」
に
は
毎
号
殆

ど
執
筆
し
、
医
業
方
面
で
は
「
衛
生
叢
書
」
「
森
林
衛
生
叢
言
」
「
学
校
近
視

眼
に
就
い
て
」
等
々
の
論
文
を
発
表
、
郷
土
史
は
「
温
故
談
」
を
連
載
し
て

郷
土
史
の
紹
介
に
努
力
し
た
。
主
税
町
の
邸
宅
に
は
美
事
な
老
松
が
あ
り
、

当
時
の
郡
長
平
野
草
堂
を
は
じ
め
高
松
陸
舟
・
小
室
屈
山
、
中
島
遂
波
、
太

田
静
所
、
原
田
西
曉
・
吉
原
古
城
、
籍
涯
修
、
日
種
不
説
、
麦
雲
喜
農
等
を

の
諸
氏
が
漢
詩
を
賦
し
て
讃
美
し
て
い
る
の
を
見
て
も
想
像
出
来
る
。
け
れ

ど
も
惜
し
い
事
に
は
明
治
二
十
六
年
八
月
六
日
の
飯
田
大
火
で
類
焼
の
厄
に

逢
い
邸
宅
と
共
に
焼
失
し
た
。
（
邸
宅
は
同
年
十
二
月
新
築
）
（
中
略
）

虎
岩
家
の
祖
は
知
久
家
の
重
臣
、
虎
岩
玄
番
允
頼
貞
で
そ
の
孫
頼
勝
は
知

久
長
朝
伊
豆
木
小
笠
原
家
へ
輿
入
の
際
、
伊
豆
木
へ
附
添
っ
た
医
者
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
七
代
目
が
武
で
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
下
伊
奈
医
師
組
合
が
結
成
さ
れ
組
長
と
な
り
爾
来
連
綿
と

し
て
継
続
、
大
日
本
医
会
下
伊
奈
地
方
理
事
長
等
を
勤
め
明
治
前
半
年
に
於

け
る
本
郡
医
業
の
重
鎮
で
あ
り
功
労
者
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
八
月
十
四
日
三
十
八
才
で
病
確
、
長
久
寺
に
葬
り
、
法
名

を
慈
雲
院
丹
道
精
煉
居
士
と
云
ふ
・
』

右
の
文
中
後
段
の
傍
線
の
部
分
は
誤
り
で
、
虎
岩
頼
夫
氏
に
よ
る
と
医
者

は
知
久
家
人
、
七
代
は
十
代
が
正
し
い
。

二
、
履
歴
書

履
歴
書
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長
野
県
信
濃
国
下
伊
奈
郡

伊
豆
木
村
平
民

虎
岩
武

安
政
四
年
一
月
一
日
生
当
廿
五
年
二
ケ
月

一
、
明
治
四
年
八
月
ヨ
リ
六
年
一
月
迄
旧
筑
摩
県
公
立
飯
田
病
院
井
二
私
立

洋
学
校
二
於
テ
英
学
、
仏
学
、
医
術
修
業

一
、
明
治
五
年
一
月
ヨ
リ
九
年
十
月
迄
在
東
京
英
国
人
シ
ド
ニ
ー
ウ
イ
ル
リ

ャ
ム
氏
、
協
励
学
舎
、
司
馬
盈
之
氏
粕
川
有
信
氏
、
山
崎
直
亮
氏
等
二
随

従
医
術
修
業
、
同
年
同
月
帰
省

一
、
明
治
九
年
十
一
月
静
岡
県
公
立
浜
松
病
院
出
仕
兼
医
学
教
場
四
等
教
員

拝
命

一
、
同
十
年
九
月
同
教
場
三
等
教
員
拝
命

一
、
同
十
一
年
一
月
静
岡
県
遠
江
国
一
円
医
事
会
議
開
設
二
当
り
票
撰
二
由

テ
向
う
一
年
間
同
会
副
議
監
ヲ
勤
ム

ー
、
同
年
二
月
静
岡
県
支
庁
管
内
開
業
医
講
習
所
成
ル
’
一
当
り
講
習
長
ヲ
勤

ム
ー
、
同
年
三
月
内
務
省
医
術
内
外
科
開
業
免
許
ヲ
受
ク

ー
、
同
年
五
月
同
浜
松
病
院
当
直
医
兼
医
学
教
師
医
学
訓
導
拝
命
同
五
月
依

願
解
職

（
マ
マ
）

一
、
同
年
九
月
ヨ
リ
十
年
九
月
迄
在
愛
知
県
雇
教
師
蝉
国
人
ド
ク
ト
ル
ァ
ル

ペ
ル
ト
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
ッ
氏
二
随
上
医
術
修
業

一
、
同
年
同
月
愛
知
県
公
立
医
学
校
編
輯
係
拝
命

一
、
同
年
十
一
月
ヨ
リ
十
二
年
六
月
迄
同
校
生
徒
一
般
病
理
学
教
授
担
当
命

セ
ラ
ル

一
や
明
治
十
二
年
八
月
同
校
医
学
訓
導
拝
命
同
年
十
月
依
願
解
職

一
、
同
年
同
月
静
岡
県
第
五
県
立
浜
松
病
院
医
学
教
頭
拝
命
且
シ
遠
江
国
在

所
講
習
長
ヲ
勤
ム

ー
、
同
十
三
年
三
月
同
病
院
薬
局
長
兼
務
拝
命

一
、
同
年
同
月
静
岡
県
地
方
衛
生
会
委
員
拝
命

一
、
同
年
六
月
浜
松
病
院
薬
局
長
専
務
拝
命

一
、
同
年
七
月
静
岡
県
医
学
教
授
委
員
命
セ
ラ
ル

ー
、
同
年
十
一
月
依
願
解
職

一
、
同
年
十
二
月
静
岡
県
警
察
医
拝
命
静
岡
警
察
医
務
局
出
勤

履
歴
書
は
罫
紙
二
枚
に
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
抹
消

や
加
筆
の
あ
と
が
あ
る
の
で
明
ら
か
に
草
稿
で
あ
る
。
罫
紙
二
枚
目
末
行
ま

で
記
載
し
て
い
る
し
、
ま
た
当
廿
五
年
二
ケ
月
と
記
載
が
あ
る
の
で
、
さ
ら

に
三
枚
目
が
あ
っ
て
あ
と
二
年
分
位
の
履
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
三
枚
目
は
欠
け
て
い
る
。
こ
の
履
歴
書
は
明
治
十
五
年
敦
賀
病
院
就
職

の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

履
歴
書
に
は
伊
豆
木
村
平
民
と
あ
る
が
、
系
譜
に
よ
る
と
父
頼
啓
は
堀
家

家
臣
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
士
族
で
あ
る
べ
き
だ
が
維
新
時
帰
農
し
て
平
民

を
呼
称
し
た
と
い
う
。
動
機
は
不
明
。

履
歴
書
中
の
シ
ド
’
－
１
ウ
イ
ル
リ
ャ
ム
、
協
励
学
舎
、
粕
川
有
信
、
山
崎

直
亮
な
ど
に
つ
い
て
は
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
が
明
ら
か
で
な
い
。

「
同
年
同
月
（
十
一
年
九
月
）
愛
知
県
公
立
医
学
校
編
輯
係
拝
命
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
「
医
事
新
報
」
の
編
輯
係
で
あ
ろ
う
。
名
古
屋
大
学
医
学
部

九
十
年
史
四
一
頁
に
左
の
記
載
が
あ
る
。

『
医
事
新
報
の
発
行
同
年
（
註
明
治
十
一
年
）
七
月
か
ら
機
関
誌
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を
編
集
し
「
医
事
新
報
」
と
題
し
て
毎
月
一
号
づ
っ
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

田
野
俊
貞
、
後
藤
新
平
・
石
井
学
三
の
三
名
が
編
纂
員
と
定
め
ら
れ
、
ロ
ー

レ
ッ
ッ
の
講
義
や
病
床
治
験
あ
る
い
は
海
外
の
医
事
新
説
を
抄
訳
編
集
し
た

も
の
で
、
管
内
医
家
も
広
く
講
読
す
る
よ
う
県
衛
生
係
か
ら
各
町
村
に
通
達

が
出
さ
れ
て
い
る
。
』

田
野
・
後
藤
・
石
井
ら
の
編
纂
員
の
仲
間
に
十
月
か
ら
虎
岩
武
も
加
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
九
十
年
史
に
は
虎
岩
武
の
名
前
は
ど
こ
に
も

見
出
せ
な
い
。
虎
岩
は
後
藤
新
平
と
は
親
交
が
あ
り
、
後
述
の
詩
文
な
ど
に

も
後
藤
と
の
交
友
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ロ
ー
レ
ッ
ッ
に
つ
い
て
は
九
十
年
史

に
く
わ
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
履
歴
書
に
記
載
以
降
の
虎
岩
武
の
略
歴
を
他
の
資
料
よ
り
綜
合
す
る

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
静
岡
県
立
掛
川
病
院
勤
務

同
十
五
年
福
井
県
立
敦
賀
病
院
長

同
十
七
年
一
月
頃
静
岡
県
公
立
引
佐
病
院
長

同
十
七
年
九
月
頃
同
病
院
辞
職
、
上
京

東
京
で
の
仕
事
の
内
容
は
不
明
。
滞
京
年
月
も
不
明
だ
が
、
二
・
三
年
以

内
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
飯
田
に
帰
っ
た
が
、
飯
田
で
の
こ
と
は
前
述
の

「
下
伊
奈
医
業
史
」
に
の
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

三
、
論
説

慢
遊
詩
録
に
つ
づ
っ
て
あ
る
論
説
、
演
説
原
槁
類
は
公
立
引
佐
病
院
長
時

代
か
そ
の
直
後
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
左
に
三
篇
だ
け
転
載
す
る
。

１
（
明
治
十
七
年
、
遠
江
私
立
衛
生
会
の
主
唱
者
と
し
て
町
村
民
に
呼
び

か
け
た
も
の
）

無
病
息
災
長
寿
延
命
ハ
富
貴
繁
昌
富
国
強
兵
ノ
元
素
也
。
此
元
素
ヲ
養
成

シ
テ
而
シ
テ
民
権
勃
興
ス
ル
ニ
足
り
国
憲
大
成
ス
ル
ニ
足
ケ
リ
カ
美
。
吾
地

球
上
強
国
旗
ノ
旗
章
ヲ
雛
シ
慢
一
一
天
下
ヲ
脾
睨
ス
ル
所
以
ノ
者
ハ
英
米
仏
独

悉
ク
此
元
素
ヲ
養
成
シ
能
グ
其
庶
民
ヲ
シ
テ
健
全
蕃
殖
二
健
全
生
活
ヲ
誘
引

シ
タ
ル
、
功
其
一
半
ヲ
占
ム
ル
ト
云
フ
テ
可
也
。
鳴
呼
世
ノ
治
者
被
治
者
此

点
二
向
テ
針
路
ヲ
錯
ラ
ザ
レ
パ
文
明
ノ
策
期
シ
テ
可
待
也
。
今
乎
本
邦
海
外

萬
国
卜
以
テ
兄
弟
タ
リ
。
以
テ
唇
歯
タ
リ
。
此
秋
二
際
シ
彼
能
ク
健
全
長
寿

ヲ
保
チ
我
ニ
シ
テ
嬰
弱
短
命
也
ト
セ
パ
争
力
彼
我
対
等
ノ
実
権
ヲ
掌
握
ス
ベ

ケ
ン
ャ
。
是
則
チ
官
野
ノ
紳
士
主
ト
シ
テ
衛
生
会
ヲ
開
キ
我
同
胞
ヲ
シ
テ
健

康
一
一
安
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
人
種
二
別
ア
リ
土
地
二

寒
暖
ア
リ
菅
二
言
上
ノ
論
理
ヲ
以
テ
之
ヲ
実
施
シ
得
ベ
カ
ラ
ズ
。
見
ラ
レ
ョ

倫
敦
市
街
ノ
風
俗
ハ
紐
育
都
会
ノ
習
慣
卜
均
一
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
。
又
熱
帯
地
方

ト
寒
帯
地
方
ト
ハ
飲
食
物
ノ
忌
好
ヨ
リ
衣
服
家
屋
二
至
ル
迄
蓋
シ
其
様
同
一

般
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
如
此
固
有
天
稟
ノ
賜
ヲ
以
テ
強
テ
人
為
三
父
替
セ
シ
メ

ン
ト
欲
ス
ル
モ
其
害
却
テ
民
生
ヲ
碍
ク
ル
ナ
キ
能
ハ
ズ
。
是
吾
等
遠
江
私
立

衛
生
会
ヲ
創
設
シ
此
地
方
ノ
衛
生
的
関
係
ヲ
調
査
シ
避
害
就
利
ノ
緒
ヲ
開
カ

ン
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
抑
モ
無
病
息
災
長
寿
延
命
ノ
術
ヲ
実
行
セ
ン
ー
ー
ハ
各

自
二
公
衆
二
単
複
衛
生
的
対
抗
ノ
勉
ヲ
為
シ
テ
以
テ
其
成
功
ヲ
看
ル
ヲ
得
ペ

シ
。
蓋
此
事
難
キ
ー
以
テ
敢
テ
難
キ
ー
非
ザ
ル
ベ
シ
。
人
類
固
卜
死
物
二
非

ラ
ズ
活
物
也
突
。
活
物
ナ
ル
ガ
故
二
能
ク
外
来
ノ
侵
襲
二
応
ズ
ペ
キ
眼
耳
鼻

口
皮
膚
ノ
具
ハ
リ
智
識
発
達
ノ
器
関
二
至
ル
迄
悉
ク
備
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
避

害
就
利
進
ム
モ
退
ク
モ
得
テ
自
在
ナ
リ
。
況
ャ
人
類
ハ
萬
物
ノ
長
ニ
シ
テ
霊

妙
不
思
議
ノ
精
神
ヲ
有
ス
ル
’
一
於
テ
ヲ
ヤ
。
絃
二
洪
水
溢
レ
テ
将
二
民
家
ヲ
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（
マ
マ
）

覆
ン
ト
ス
。
逓
然
相
呼
シ
テ
衆
共
二
之
ヲ
安
然
ノ
地
二
避
ク
。
乃
チ
性
命
二

危
険
迫
レ
パ
ナ
リ
。
復
祝
融
天
ヲ
燐
シ
猛
火
屋
を
タ
リ
。
人
誰
力
之
ヲ
逃
し

ザ
ル
モ
ノ
ァ
ラ
ン
ャ
。
乃
チ
性
命
二
危
険
ヲ
及
セ
バ
ナ
リ
。
如
斯
三
尺
ノ
童

子
風
繍
白
痴
漢
卜
雌
モ
恐
ラ
ク
之
ヲ
避
ケ
以
テ
其
性
命
ヲ
衛
ル
ヲ
知
ル
。
、
然

ラ
パ
則
チ
衛
生
ハ
天
ノ
性
ナ
リ
。
豈
此
天
性
ヲ
養
ハ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
哉
。

然
し
ド
モ
眼
二
視
ル
ノ
色
相
ナ
ク
耳
一
一
間
ク
ノ
音
響
ナ
ク
深
浅
ノ
感
触
ヲ
興

ヘ
ズ
シ
テ
大
二
我
無
病
息
災
長
寿
延
命
ノ
楽
土
ヲ
壊
滅
シ
此
天
性
ヲ
傷
ケ
ン

ト
ス
ル
無
数
ノ
公
敵
ア
リ
知
ラ
ザ
ル
ァ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。
此
敵
兵
ハ
居
価
衆
庶

ノ
身
体
ヲ
包
僥
シ
能
ク
其
隙
二
乗
ゼ
ン
ト
ス
ル
ノ
性
質
ア
リ
。
故
二
飲
食
物

等
二
相
伴
テ
ハ
其
体
内
二
浸
入
シ
八
十
年
乃
至
百
年
モ
保
ツ
ペ
キ
生
命
ヲ
シ

テ
或
ハ
幼
一
一
或
ハ
中
年
二
之
ヲ
天
折
セ
シ
ム
。
此
ノ
様
ヲ
シ
テ
地
獄
ノ
道
案

内
卜
謂
フ
モ
証
言
二
非
ラ
ザ
ル
也
。
此
案
内
者
ハ
邦
ノ
文
明
野
蛮
二
論
ナ
ク

貴
甥
強
弱
長
幼
一
一
限
ラ
ズ
。
須
受
モ
相
離
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
密
接
ノ
関
係
ア
リ
。

恐
レ
テ
恒
レ
ザ
ル
可
ケ
ン
ャ
。
然
リ
而
シ
テ
此
敵
兵
等
ハ
如
何
二
我
衆
庶
ノ

同
胞
ヲ
賊
害
シ
如
何
二
其
兵
カ
ヲ
増
シ
富
国
ノ
資
ダ
ル
吾
生
命
一
一
向
テ
椙
鰍

ヲ
極
ム
ル
ャ
之
レ
ヲ
之
知
得
シ
又
相
避
ク
ル
ト
否
ハ
吾
等
智
識
発
育
ノ
程
度

ノ
昇
降
二
之
拠
ル
。
進
ン
デ
理
化
学
等
ヲ
実
用
セ
バ
如
此
敵
軍
ハ
追
討
ス
ル

決
シ
テ
難
ニ
ァ
ラ
ザ
ル
ペ
シ
。
之
一
一
反
シ
テ
智
育
降
テ
零
点
一
一
留
ラ
バ
無
病

息
災
長
寿
ノ
任
ハ
単
二
之
ヲ
神
仏
一
一
依
頼
シ
躬
親
ラ
却
テ
此
敵
兵
等
ヲ
招
待

シ
知
ラ
ズ
其
兵
ノ
術
中
二
陥
ル
ノ
愚
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
豈
警
戒
セ
ザ
ル
ヲ
得
ン

ャ
、
是
夫
ノ
提
雲
ノ
空
言
ニ
ア
ラ
ズ
。
往
昔
羅
馬
ハ
衛
生
ノ
美
法
二
其
名
ア

リ
シ
モ
中
古
此
法
ヲ
蔑
視
シ
却
テ
生
命
ノ
短
縮
ヲ
来
シ
命
数
大
概
二
十
年
乃

至
十
八
年
ノ
平
均
ヲ
為
セ
リ
ト
。
我
邦
維
新
以
後
治
世
ノ
変
革
二
沿
上
乱
リ

ニ
官
私
ノ
森
林
ヲ
禿
伐
シ
熱
病
等
ノ
流
行
ヲ
促
セ
シ
類
例
一
一
一
シ
テ
足
ラ
ズ
。

２
（
気
賀
町
養
老
会
に
お
け
る
祝
辞
）

明
治
十
七
年
四
月
六
日
妓
二
引
佐
郡
気
賀
市
街
ノ
紳
士
ノ
創
意
二
係
ル
気

賀
上
町
第
二
会
養
老
ノ
宴
ヲ
開
カ
ル
・
不
肖
虎
岩
武
又
妓
二
寄
留
ス
ル
ヲ
以

此
美
挙
ヲ
賛
助
シ
薄
力
賀
意
ヲ
副
ヘ
ン
ト
欲
シ
此
席
末
ヲ
汚
シ
此
盛
筵
ヲ
設

当
時
之
ヲ
神
仏
ノ
憤
怒
一
一
帰
シ
喬
木
ノ
崇
リ
ト
シ
タ
ル
ャ
諸
君
ノ
記
憶
セ
ラ

ル
、
所
ナ
リ
。
我
近
傍
豊
田
磐
田
山
名
ノ
三
郡
間
歌
熱
流
行
ノ
形
跡
ヲ
見
ラ

レ
ョ
。
明
治
十
二
年
十
二
月
係
官
ノ
調
査
二
拠
レ
バ
僅
二
山
名
一
郡
五
千
六

百
二
十
八
戸
人
口
二
万
五
千
零
三
十
三
人
ニ
シ
テ
患
者
ノ
数
一
万
三
千
九
百

八
十
三
人
ノ
多
キ
ー
居
り
之
ガ
為
幾
多
ノ
財
産
ヲ
耗
シ
沃
野
変
ジ
テ
荒
蕪
ト

為
り
其
惨
状
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
当
時
余
モ
地
方
衛
生
会
委
員
タ
リ
シ
ヲ
以
テ

自
ラ
往
テ
其
地
方
ヲ
実
践
セ
シ
コ
ト
ァ
リ
。
干
今
顧
テ
懐
然
タ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ

シ
。
而
シ
テ
此
原
因
ハ
主
ト
シ
テ
森
林
乱
伐
二
出
ル
ャ
先
輩
ノ
確
言
ス
ル
所

ナ
リ
。
既
二
山
林
間
接
二
於
テ
大
二
性
命
保
護
一
一
要
ア
ル
者
卜
感
セ
パ
何
ゾ

如
此
処
置
ヲ
為
シ
ャ
。
畢
寛
之
ヲ
知
ル
ノ
智
識
ナ
キ
｜
一
之
レ
ョ
ル
。
今
ャ
文

運
相
進
ミ
理
化
学
者
モ
朝
野
二
列
シ
衛
生
ノ
語
都
鄙
二
充
ッ
。
此
秋
二
乗
ジ

テ
健
全
ノ
事
業
ヲ
拡
張
セ
ン
ト
欲
シ
先
覚
者
ノ
汲
交
乎
ト
シ
テ
勉
ム
ル
ャ
誠

二
絶
世
ノ
美
ト
謂
フ
ベ
シ
。
今
ヲ
去
ル
千
三
百
年
ノ
頃
支
邦
ノ
昔
疫
病
大
二

行
ハ
ル
。
時
ノ
先
覚
者
長
沙
郡
ノ
大
守
張
城
字
中
景
傷
寒
論
ヲ
著
シ
以
テ
疫

病
予
防
ノ
助
ケ
ト
為
セ
リ
ト
。
洋
ノ
東
西
ヲ
問
ハ
ズ
時
ノ
古
今
ヲ
論
セ
ス
衛

生
ヲ
貴
プ
ハ
其
撲
一
也
。
鳴
呼
今
ニ
シ
テ
無
病
息
災
長
命
ヲ
保
テ
開
化
ヲ
鞭

（
不
明
）

達
セ
パ
東
洋
ノ
ー
英
国
タ
ラ
ン
モ
或
ハ
夫
レ
ロ
ニ
在
ン
乎
。

大
日
本
私
立
衛
生
会
遠
江
私
立
衛
生
会

首
唱
者
虎
岩
武
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ス
ル
也
。
凡
ソ
人
ニ
シ
テ
健
康
卜
強
壮
卜
長
寿
ト
ハ
最
モ
希
望
ス
ヘ
キ
針
路

一
一
シ
テ
又
慶
賀
ス
ベ
キ
状
態
也
実
。
健
康
ト
ハ
人
生
レ
テ
差
無
ク
婚
姻
期
一
一

連
ス
ル
ヲ
謂
上
強
壮
ト
ハ
充
分
二
子
孫
ヲ
繁
殖
ス
ル
ニ
適
ス
ル
ヲ
云
上
長
寿

ト
ハ
産
児
ノ
数
愈
々
多
ク
婚
姻
卜
死
亡
ト
ノ
間
一
一
経
過
ス
ル
時
期
ノ
愈
為
長

（
不
明
）

キ
者
ヲ
謂
也
ト
ハ
欧
米
諸
国
ノ
衛
生
的
典
籍
二
涼
々
□
□
口
夫
瞭
ナ
リ
。
抑

モ
本
日
此
賀
筵
二
集
合
セ
ラ
レ
タ
ル
来
賓
諸
君
ハ
此
健
康
強
壮
長
寿
ノ
三
者

ヲ
実
践
セ
ラ
レ
タ
ル
所
ノ
諸
君
ニ
シ
テ
諸
君
ノ
為
メ
’
一
賀
シ
又
吾
邦
ノ
為
メ

ニ
祝
サ
ズ
ン
パ
ア
ル
ペ
カ
ラ
ザ
ル
也
。
余
顧
フ
ニ
人
ニ
シ
テ
健
全
強
剛
長
命

ノ
三
者
ヲ
得
ズ
或
ハ
天
折
或
ハ
難
患
掴
疾
二
罹
リ
或
ハ
貧
弱
ニ
陥
り
斯
美
麓

ナ
ル
世
愉
快
ナ
ル
邦
国
二
生
し
却
而
苦
痛
ヲ
感
ジ
憂
為
欝
々
ダ
ル
者
ハ
勢
止

ム
ペ
カ
ラ
ザ
ル
不
幸
一
一
衝
着
シ
タ
ル
’
一
拠
ル
ト
雌
モ
亦
自
ラ
招
ク
所
ノ
映
二

外
ナ
ラ
ズ
。
之
ヲ
先
天
二
例
フ
レ
パ
眼
前
ノ
少
利
二
逆
上
幼
稚
ニ
シ
テ
子
孫

ノ
結
婚
ヲ
施
行
シ
又
遺
伝
病
等
ヲ
顧
慮
ス
ル
コ
ト
莫
ク
乱
リ
’
一
資
産
容
祝
一
一

着
眼
シ
遂
一
天
健
児
ヲ
挙
ゲ
得
ザ
ル
’
一
至
ル
。
仮
令
儒
倖
二
一
児
ヲ
生
ズ
ル

（
不
明
）

モ
或
ハ
滴
疾
ヲ
帯
ピ
或
ハ
不
具
ト
為
り
或
ハ
白
痴
漢
ト
為
リ
ロ
ノ
欲
望
頓
二

死
滅
ス
ル
ノ
例
ハ
世
間
往
々
見
ル
所
ナ
リ
。
如
斯
シ
テ
彼
ノ
健
全
長
寿
ヲ
実

践
シ
得
ペ
キ
乎
。
後
天
一
天
品
行
不
正
ヲ
以
テ
世
ノ
法
律
一
一
問
ハ
レ
其
極
端

（
不
明
）

一
天
断
頭
場
裏
ノ
鬼
卜
消
１
。
又
口
窓
ノ
下
一
一
坤
監
シ
又
ハ
淫
酒
二
耽
り
傾

家
破
産
兄
弟
父
母
一
一
陳
セ
ラ
レ
遂
二
路
傍
二
相
蕊
ル
ル
者
無
シ
卜
保
セ
ザ
ル

ナ
リ
。
鳴
呼
如
斯
ハ
其
人
ノ
為
メ
｜
一
難
シ
将
タ
国
ノ
為
メ
ニ
歎
ゼ
ズ
シ
テ
可

ナ
ラ
ン
ャ
。
本
日
来
賓
ダ
ル
所
ノ
仙
姿
産
顔
ダ
ル
志
翁
志
婦
ノ
諸
君
ハ
遠
ク

此
範
囲
ヲ
出
テ
能
ク
其
健
全
ヲ
保
チ
能
ク
其
強
壮
ヲ
逐
ゲ
能
ク
此
長
寿
ヲ
有

シ
加
之
腎
才
俶
女
ヲ
挙
ゲ
国
家
ヲ
益
ス
ル
蓋
シ
勘
ナ
カ
ラ
ザ
ル
也
。
実
一
一
人

襄
ノ
美
事
卜
謂
フ
ベ
シ
。
今
乎
百
花
燗
慢
ノ
候
二
際
シ
特
志
ノ
紳
士
此
養
老

３
祝
静
岡
県
隆
美
協
会
雑
誌
第
壱
号
領
布

在
東
京
会
員
虎
岩
武

大
艦
ノ
續
ヲ
解
キ
秒
々
ダ
ル
大
洋
二
航
シ
莫
路
ノ
際
能
求
其
方
向
未
失
其
期

（
マ
マ
）

図
者
何
哉
。
諏
チ
海
容
羅
針
盤
ノ
存
ス
ル
ァ
リ
。
至
シ
テ
疾
ク
此
ガ
進
路
ヲ

示
セ
バ
ナ
リ
。
或
ハ
暴
風
怒
涛
大
雨
甲
板
ヲ
衝
キ
進
退
谷
窮
ノ
象
変
ヲ
予
知

シ
艦
体
ヲ
シ
テ
能
避
其
危
者
何
哉
。
諏
チ
晴
雨
計
ヲ
利
用
ス
ル
ニ
拠
ル
者
也
。

鳴
呼
大
艦
ノ
進
退
保
安
ハ
ー
台
ノ
羅
針
盤
ト
ー
柱
ノ
晴
雨
計
二
之
拠
ル
。
其

徳
豈
不
賛
美
而
可
哉
。
鼓
二
静
岡
県
隆
美
協
会
計
画
既
二
成
り
其
雑
誌
一
号

領
布
ノ
挙
ア
リ
。
実
二
可
謂
熾
也
。
蓋
此
業
ャ
雌
於
有
志
諸
君
之
協
力
而
ル

モ
当
選
役
員
諸
君
其
人
ヲ
得
サ
レ
パ
焉
ゾ
能
到
斯
挙
哉
。
今
乎
県
下
三
州
同

（
不
明
）

胞
諸
士
者
愈
口
反
省
而
能
此
羅
針
盤
（
本
会
）
ノ
示
ス
所
二
則
り
以
テ
就
利

二
誤
ル
ナ
ク
又
能
ク
雌
有
些
細
之
兇
害
（
衛
生
教
育
勧
業
的
）
在
此
晴
雨
計

（
雑
誌
）
。
而
能
可
得
防
其
害
ヲ
未
発
也
突
。
識
者
日
制
治
ヲ
未
乱
保
邦
未
危
。

鳴
呼
綏
県
下
同
胞
者
夫
在
斯
乎
。
謹
而
祝
焉
。

明
治
十
七
年
七
月
壱
日

ノ
盛
筵
ヲ
張
ル
。
決
シ
テ
偶
然
一
一
非
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
不
肖
武
不
文
ヲ
顧
ミ
ズ

所
感
ヲ
記
シ
而
祝
ス
。
天
長
地
久
億
万
維
年
、

明
治
十
七
年
四
月
六
日

公
立
引
佐
病
院
長
虎
岩
武

四
、
詩
文

慢
遊
詩
録
に
筆
書
の
詩
文
は
全
部
で
六
十
一
、
う
ち
十
篇
を
転
記
す
る
。

送
湯
浅
氏
之
東
京
（
此
時
在
越
前
）
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多
年
呼
弟
又
呼
兄
況
復
相
親
枯
兼
栄

紅
事
消
時
君
且
去
何
辺
詩
酒
続
前
盟

送
奥
田
喬
治
氏
赴
東
京
（
此
時
在
浜
松
）

遠
笛
暮
砧
占
断
秋
何
慥
別
宴
会
高
楼

常
蛾
影
裏
人
如
玉
又
逐
美
雲
向
帝
別

常
蛾
影
裏
人
如
玉
又
逐
美
雲
古

送
八
田
健
一
氏
之
東
京
（
在
静
岡
）

旅
魂
徒
悩
青
燈
下
雨
槁

於
敦
賀
遇
亡
父
之
十
三
年
忌

青
雲
紳
士
馬
蹄
軽
早
抱
賢
戈
向
帝
京

笑
我
当
年
就
底
事
芙
容
峯
外
聴
君
名

静
岡
病
院
当
直
之
夜
聴
雨
有
感

自
汲
細
流
名
未
成
人
間
誰
免
想
郷
情

旅
魂
徒
悩
青
燈
下
雨
槁
芭
蕉
窓
有
声

請
見
多
年
風
雨
後
扶

辛
巳
歳
暮
（
在
掛
川
）

村
落
晩
晴
何
事
好
折
来
路
上
一

壬
午
切
夏
自
南
越
至
若
州
途
上
口
占

眸
見
風
光
更
可
憐
疎
砧
ｒ
語
役
詩
篇

炊
烟
深
処
為
家
黒
月
吐
渭
輝
影
有
権

与
名
古
（
屋
）
病
院
長
後
藤
氏
相
共
歩
成
馬
城
趾
之
外
有
感

秋
光
又
満
古
城
東
霜
露
空
如
吊
故
雄

村
落
晩
晴
何
事
好
折
来
路
上
一
枝
紅

五
月
当
年
否
入
門
紫
藤
纒
伍
緑
乾
坤

天
涯
蕊
客
家
千
里
一
讓
香
雲
招
瞑
魂

紅
消
白
死
花
魂
去
野
色
蒼
為
挙
緑
波

請
見
多
年
風
雨
後
扶
桑
文
物
又
如
何

登
浜
松
城
趾
之
公
園
観
月

〔
参
考
文
献
〕

下
伊
奈
業
史
（
信
濃
名
医
伝
）
昭
和
二
八
年
甲
陽
書
房

名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
昭
和
三
六
年
名
大
医
学
部

静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
、
（
土
屋
重
朗
著
）
昭
和
四
八
年
戸
田
書
店

東
駆
西
走
未
定
居
父
逝
母
離
音
信
陳

鴎
客
多
年
心
自
病
郷
園
風
色
又
何
如

壬
午
初
春
赴
任
福
井
県
を
立
敦
賀
病
院
長
作
之
以
示
某
氏
等

汽
笛
有
声
鳴
海
陸
余
眠
早
覚
越
山
人

廷
章
電
脚
今
非
他
蟇
写
欧
洲
天
地
新
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一
、
欧
州
医
学
・
看
護
史
の
旅
長
門
谷
洋
治

二
、
在
日
宣
教
医
弓
冨
○
冨
匡
渥
号
冨
口
思
冒
に
つ
い

て
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
調
査
報
告
蒲
原
宏

両
氏
は
、
第
認
回
国
際
医
史
学
会
に
参
加
し
た
機
会
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
調

査
さ
れ
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
で
供
覧
し
た
。
特
に
パ
ル
ム
に
つ
い
て
は
そ
の

子
孫
を
見
つ
け
出
す
ま
で
の
過
程
、
そ
の
た
め
に
再
度
渡
欧
し
て
得
た
新
発

見
の
資
料
の
紹
介
な
ど
興
味
の
つ
き
ぬ
話
題
が
提
供
さ
れ
た
。

三
、
種
子
島
の
痘
瘡
に
つ
い
て
河
内
和
夫

河
内
一
郎

本
講
演
は
原
著
と
し
て
本
誌
に
掲
載
し
た
。

一
、
横
浜
医
学
の
百
年
石
原
明

二
、
江
戸
時
代
の
史
蹟
、
「
道
立
橋
」
、
「
道
三
堀
」
に
つ

い
て
矢
数
道
明

富
士
川
勝
博
士
の
曲
直
瀬
玄
朔
東
井
先
生
伝
（
中
外
医
事
新
報
三
二
八
号
）

に
よ
る
と
、
慶
長
十
三
年
、
玄
朔
は
江
戸
に
招
か
れ
、
徳
川
秀
忠
の
病
を
治

三
月
例
会
三
月
一
一
十
四
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
一
一
番
教
室

二
月
例
会
二
月
二
十
四
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

し
、
殊
効
が
あ
っ
た
の
で
、
江
戸
城
内
に
第
邸
を
賜
り
、
以
後
隔
年
交
代
で

江
戸
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
江
戸
の
邸
は
常
盤
橋
の
内
に
あ
っ
て
、
溝
渠

を
距
て
て
二
ヶ
所
あ
っ
た
。
一
は
玄
朔
の
邸
で
、
一
は
そ
の
子
玄
鑑
の
邸
宅

で
あ
る
。
秀
忠
は
命
じ
て
両
邸
の
間
に
橋
を
架
せ
し
め
、
こ
れ
に
「
道
三
橋
」

と
命
、
そ
の
溝
渠
を
道
三
堀
と
名
づ
、
そ
の
河
岸
を
「
道
三
河
岸
」
と
呼
ば

し
め
た
と
い
う
。
秀
忠
の
殊
遇
の
厚
き
こ
と
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
。

そ
の
道
三
橋
、
道
三
河
岸
、
道
三
堀
と
呼
ば
れ
た
史
跡
は
現
在
の
ど
の
辺

に
当
る
の
で
あ
る
か
う
、
東
京
町
名
沿
革
史
に
よ
る
と
、
「
こ
の
道
三
堀
は

明
治
三
十
六
年
市
区
改
正
に
よ
り
埋
填
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
で
私
は
先
ず
江

戸
時
代
寛
永
以
後
の
地
図
、
明
治
初
期
の
地
図
、
明
治
末
期
の
地
図
と
、
現

代
の
地
図
等
十
数
枚
を
捜
し
求
め
、
こ
れ
を
重
ね
合
わ
せ
て
大
体
の
見
当
が

つ
い
た
。
そ
の
結
果
江
戸
時
代
、
幕
府
最
高
位
の
医
官
と
し
て
十
二
代
、
そ

の
名
を
紐
わ
れ
た
今
大
路
道
三
の
名
に
因
ん
で
秀
忠
将
軍
が
命
名
し
た
道
三

橋
や
道
三
堀
、
道
三
河
岸
を
現
在
の
町
名
や
場
所
と
比
較
し
て
み
る
と
大
体

次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）

道
三
橋
は
、
日
本
交
通
公
社
と
新
大
手
町
ビ
ル
そ
の
間
あ
た
り
か
ら
分
れ

て
あ
っ
た
。

（
２
）道

三
邸
は
交
通
公
社
と
新
大
手
町
ピ
ル
の
線
路
沿
い
の
あ
た
り
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

（
４
）道

三
堀
は
、
呉
服
橋
の
右
側
一
石
橋
よ
り
城
に
向
っ
て
途
中
曲
り
大
手
町

二
丁
目
と
、
丸
の
内
一
丁
目
に
か
け
て
、
和
田
倉
門
の
と
こ
ろ
ま
で
延
び
て

い
た
。

（
４
）

道
三
河
岸
は
、
大
手
町
二
丁
目
か
ら
丸
の
内
一
丁
目
、
堀
の
左
岸
を
名
ず

け
た
も
の
で
、
右
岸
は
邸
宅
の
石
垣
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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〔
附
記
〕
尚
当
日
は
明
治
十
三
年
一
月
廿
三
日
附
「
浅
田
宗
伯
の
服
部
政
世

宛
書
簡
」
と
「
仙
桃
集
」
に
つ
い
て
紹
介
解
説
し
た
。
ま
た
「
日
本
医
事
新

報
」
や
「
漢
方
の
臨
床
」
誌
で
は
地
図
入
り
で
詳
報
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
奈
良
朝
の
医
書
に
つ
い
て

本
講
演
の
内
要
は
「
銀
海
」
（
干
寿
製
菓
・
学
術
部
発
行
）

二
、
関
寛
斉
の
長
崎
在
学
日
記
よ
り

本
講
演
の
内
容
は
「
順
天
堂
医
学
」
（
順
天
堂
大
学
発
行
）

号
に
掲
載
。

一
、
古
方
派
の
系
譜

本
講
演
は
原
著
と
し
て
掲
載
予
定
。

二
、
江
戸
東
京
の
医
人
録

一
、
近
衛
家
旧
蔵
古
葉
籠
中
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て
矢
数
道
明

佐
賀
県
出
身
の
山
口
俊
之
氏
は
、
祖
母
の
時
代
に
近
衛
家
よ
り
拝
領
し
た

と
い
う
姫
路
革
製
の
古
薬
篭
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
の
鑑
定
を
紀

四
月
例
会
四
月
二
十
八
日
（
土
）

於
慶
応
大
学
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

五
月
例
会
五
月
二
十
六
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
二
番
教
室

六
月
例
会
六
月
二
十
三
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

中
泉
行
正

“
号
に
掲
載
。

小
川
鼎
三

第
十
八
巻
四

中
野
操

大
塚
恭
男

伊
国
屋
漢
薬
局
に
依
頼
し
や
紀
伊
国
屋
よ
り
私
の
と
こ
ろ
へ
そ
の
調
査
の
委

嘱
が
あ
っ
た
。

在
中
の
薬
物
は
、
当
時
宮
中
へ
献
上
さ
れ
た
優
れ
た
漢
方
薬
（
人
参
、
官

桂
な
ど
）
民
間
薬
（
白
牛
洞
は
じ
め
黒
焼
な
ど
）
、
製
剤
（
売
薬
紫
金
候
、

一
粒
金
丹
な
ど
十
二
種
）
ま
じ
な
い
薬
、
薬
関
係
の
器
物
等
合
せ
て
四
十
品

目
に
及
び
、
袋
の
上
に
は
拝
領
年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
中

期
二
五
○
年
前
に
、
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
た
薬
物
の
原
物
に
接
す
る
こ
と

が
出
来
て
、
こ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。

特
に
亨
保
十
五
年
麻
疹
流
行
の
と
き
、
霊
元
法
皇
（
七
十
七
才
）
と
中
御

門
天
皇
（
三
十
五
才
）
が
麻
疹
に
罹
ら
れ
、
将
軍
吉
宗
の
配
慮
に
よ
り
、
白

牛
洞
（
白
牛
の
糞
）
の
黒
焼
と
生
二
袋
を
宮
中
へ
献
上
し
た
際
に
、
と
き
の

老
中
松
平
伊
豆
守
と
松
平
左
近
将
監
が
連
名
で
京
都
所
司
代
牧
野
河
内
守
に

宛
て
た
送
り
状
と
、
そ
の
白
牛
洞
の
使
用
法
を
認
め
た
二
通
の
古
文
書
が
あ

り
、
そ
の
白
牛
洞
二
品
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。

と
き
の
お
取
次
役
伝
奏
職
は
、
中
山
兼
親
と
園
基
香
の
二
大
名
家
で
、
い

づ
れ
も
宮
中
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
老
中
と
所
司
代
も
姻
戚
に
当
っ
て
い

る
。
ま
た
天
皇
の
側
近
関
白
は
、
近
衛
家
久
で
あ
っ
た
。
家
久
の
母
は
霊
元

法
皇
の
女
憲
子
内
親
王
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
や
宮
中
献
上
品

が
、
近
衛
家
に
下
賜
さ
れ
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

二
、
古
書
の
修
理
方
法
石
原
明
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一
、
竹
内
流
眼
科
に
つ
い
て
竹
内
幹
彦
（
一
宮
市
）

二
、
河
田
熊
碩
と
岐
阜
県
の
種
痘
に
つ
い
て
青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

三
、
奈
良
家
の
医
言
及
産
科
器
具
安
井
広
（
愛
知
県
）

四
、
近
代
歯
科
学
の
先
駆
者
上
村
泉
三
に
つ
い
て
杉
本
茂
舂
（
大
阪
市
）

五
、
東
西
交
渉
史
の
ク
ス
リ
宗
田
一
（
阪
大
）

六
、
好
蘭
斎
漫
筆
寸
見
末
中
哲
夫
（
近
畿
大
）

七
、
蒲
爾
花
欧
・
万
病
沿
準
の
序
文
の
訳
に
つ
い
て

阿
知
波
五
郎
（
京
都
市
）

八
、
広
瀬
旭
荘
の
西
洋
認
識
杉
本
勲
（
東
京
都
）

右
の
講
演
の
他
、
内
藤
記
念
く
す
り
資
料
館
の
内
部
の
見
学
が
行
な
わ
れ

た
。
同
館
に
は
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
製
薬
道
具
、
医
療
器
具
、
生
薬
、
売

薬
看
板
な
ど
の
他
、
医
書
も
蒐
集
さ
れ
て
図
耆
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
同

館
は
地
理
的
に
は
幹
線
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
が
、
立
派
な
大
小
会
議
室
、
宿

泊
施
設
が
あ
っ
て
、
学
会
開
催
に
好
条
件
を
備
え
て
い
た
。

恒
例
の
大
会
を
蘭
研
関
西
支
部
、
東
海
蘭
研
之
会
、
東
海
医
学
史
研
究
会

の
共
催
で
、
去
る
五
月
十
三
日
（
日
）
、
岐
阜
県
羽
島
郡
町
エ
ー
ザ
イ
製
薬

内
藤
記
念
く
す
り
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ

ヲ
（
）
。

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
大
会

7
I

イ
ン
ド
伝
統
医
学
で
あ
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
故
厨
匡
冒
罵
言
“

野
呂
洋
詞
四
日
印
画
の
且
恥
言
『
日
四
２
凰
島
画
詞
鼻
呂
は
医
師
に
与
え
ら
れ

る
最
高
の
称
号
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
君
は
臨
床
家
と
し
て
、
学

者
と
し
て
、
ま
た
政
治
家
と
し
て
業
績
の
大
き
か
っ
た
人
で
あ
り
、
こ
の
父

の
も
と
で
、
き
わ
め
て
早
期
か
ら
厳
格
な
教
育
を
受
け
た
。
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
、
現
代
諸
科
学
、
英
語
、
イ
ン
ド
哲
学
な
ど
を
修
め
た
後
、
一
九
二
七

年
に
は
己
卸
冨
目
且
シ
百
コ
⑦
ｓ
ｏ
９
房
鴨
の
上
級
教
授
と
な
り
、
高
学

年
生
に
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
、
低
学
年
生
に
胃
①
日
の
皇
８
－
８
日
の
①
の
現

代
科
学
を
教
え
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
（
ゴ
ル
フ
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ホ
ッ
ケ
ー
、

テ
ニ
ス
、
ピ
ン
ポ
ン
等
）
に
も
万
能
で
あ
り
、
雄
弁
で
且
つ
著
述
に
も
た
け

て
い
る
。
そ
し
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
、
社
会
、
科
学
関
係
の
多
く
の
団

体
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
は
た
し
た
。
ま
た
国
際
的
に
も
活
躍
し
、
ロ
チ

ェ
ス
タ
ー
大
学
、
ユ
ネ
ス
コ
、
サ
ス
コ
な
ど
に
招
か
れ
た
り
し
た
。
そ
の
活

動
は
イ
ン
ド
政
府
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
詞
呂
冨
胃
胃
冒
目
大
統
領
は

一
九
六
五
年
彼
に
毛
呂
日
画
国
冒
の
冨
冒
と
い
う
科
学
者
に
与
え
る
最
高
の
称

去
る
四
月
三
日
、
イ
ン
ド
の
哲
学
者
パ
ン
デ
ィ
ト
・
シ
ヴ
ァ
・
シ
ャ
ル
マ

博
士
を
迎
え
て
、
日
本
学
術
会
議
大
講
堂
で
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
ア
ー
ュ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
い
て
講
演
演
会
が
本
学
会
と
日
本
学
術
会
議
な
ど
の
共
催
で

開
か
れ
た
。
こ
の
内
容
は
次
号
に
全
文
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
シ
ャ
ル
マ
博
士
の
略
歴
を
記
す
。

思
且
芹
竪
ご
豊
日
日
の
氏
の
略
歴

Ｉ
一
イ
ン
ド
医
学
講
演
会

〉
〆
ｊ
、
く
Ｊ
、
ｒ
Ｊ
、
く
ｆ
ｊ
‐
ｊ
１
ｆ
ｊ
１
く
Ｊ
～
！
ｒ
１
Ｉ
ｊ
ｉ
１
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号
を
与
え
た
。
又
国
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
た
。
故
宍
画
く
胃
星
昏
目
目
昏

野
口
は
彼
を
「
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
ネ
ー
ル
」
と
呼
ん
だ
。
彼
は
一
九
五

九
年
コ
ロ
ン
ボ
計
画
で
セ
イ
ロ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
セ
イ
ロ
ン
政
府
に
ア
ー
ュ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
発
展
の
た
め
の
助
言
を
し
た
。

独
立
的
の
イ
ン
ド
政
府
は
彼
に
ぐ
画
匡
冨
爵
冒
四
（
右
記
注
参
照
）
の
称

号
を
与
え
た
。
自
由
イ
ン
ド
共
和
国
大
統
領
雷
号
異
『
胃
ご
目
は
彼
を
名

誉
侍
医
と
し
、
以
後
現
在
の
段
『
』
ぎ
く
ｂ
言
大
統
領
に
至
る
ま
で
歴
代

こ
れ
に
な
ら
っ
た
。
ま
た
イ
ン
ド
政
府
の
伝
統
医
学
体
系
計
画
委
員
会
の
名

誉
顧
問
と
な
り
、
イ
ン
ド
厚
生
省
の
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ュ
ー
ダ
科
学
諮
問
委
員
会

会
長
、
中
央
イ
ン
ド
医
学
審
議
会
会
長
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
。
更
に

セ
イ
ロ
ン
は
彼
に
史
上
初
め
て
最
高
の
タ
イ
ト
ル
ェ
冒
弓
の
目
ｇ
異
国
函
昌

を
与
え
た
。
あ
る
セ
イ
ロ
ン
の
高
名
な
作
家
は
『
セ
イ
ロ
ン
日
曜
タ
ィ
ム
ス
』

誌
に
「
ネ
ー
ル
の
政
治
に
お
け
る
、
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
の
哲
学
に
お
け
る
、

タ
ー
タ
の
産
業
に
お
け
る
よ
う
に
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
シ
ヴ
ァ
・

シ
ャ
ル
マ
は
偉
大
で
あ
る
」
と
称
え
た
。

今
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
国
弓
胃
函
の
一
ｇ
ご
画
一
の
国
匡
且
昌
○
コ
の
招
き

で
一
ケ
月
余
に
わ
た
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
多
く
の
大
学
、
政
府
機
関
な
ど

で
講
演
を
行
な
い
、
そ
の
帰
途
訪
日
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
学
会
の
理
事
岡
西
為
人
先
生
は
去
る
五
月
五
日
（
土
）
午
後
五
時
に
肺

炎
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
先
生
の
碩
学
た
る
こ
と
は
こ
こ
で
述
る
ま
で
も
な

い
が
、
特
に
中
国
滞
在
中
に
な
さ
れ
た
仕
事
は
世
界
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
人
柄
と
共
に
多
く
の
人
々
が
先
生
を
慕
う
原
因
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
生
前

の
先
生
に
親
し
く
接
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
追
悼
文
を
掲
げ
、
冥
福
を
祈
る
。

岡
西
為
人
博
士
と
中
国
医
薬
書

赤
堀
昭

「
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
使
わ
な
け
れ
ば
結
論
が
出
る
筈
が
な
く
、
無
理
に

出
し
て
も
ひ
と
り
よ
が
り
の
も
の
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
」
こ
れ
が
本
年
五

月
五
日
に
逝
去
さ
れ
た
岡
西
為
人
博
士
の
信
条
で
あ
っ
た
。

大
正
末
年
に
南
満
医
学
堂
（
後
の
満
洲
医
科
大
学
）
に
勤
務
さ
れ
て
以
来
、

一
貫
し
て
中
国
医
、
薬
学
の
研
究
、
特
に
医
書
、
本
草
書
に
関
す
る
研
究

（
博
士
に
よ
れ
ば
漢
法
医
学
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
の
整
理
）
を

行
な
っ
て
来
ら
れ
た
。
こ
れ
は
大
谷
光
瑞
、
久
保
田
晴
光
、
黒
田
源
次
と
い

っ
た
人
達
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
博
士
の
著
作
に
つ
い
て
は

近
刊
の
中
国
医
書
本
草
考
の
末
尾
に
ま
と
め
て
あ
る
が
、
論
文
数
は
単
行
本

も
含
め
て
約
二
七
○
篇
、
そ
の
中
医
書
、
本
草
書
、
和
漢
薬
及
び
医
学
史
に

関
す
る
も
の
は
約
一
二
○
で
あ
る
。
満
大
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
分
野
の
仕
事

は
最
初
が
医
書
蒐
集
と
整
理
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
は
中
国
医
学
書
目
（
昭

和
六
年
）
、
続
中
国
医
学
書
目
（
昭
和
一
四
年
）
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
仕
事
の
際
の
書
誌
学
的
研
究
を
も
と
に
し
て
黒
田
源
次
、
日
名
精
一
両

岡
西
為
人
先
生
一
永
眠
さ
れ
る
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氏
と
検
討
を
重
ね
て
作
ら
れ
た
の
が
宋
以
前
医
籍
考
で
尋
一
輯
か
ら
四
輯
迄

が
昭
和
二
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
。
黒
田
、
日
名
の
両
氏

は
途
中
で
こ
の
仕
事
か
ら
離
れ
、
四
輯
以
後
は
岡
西
博
士
が
独
力
で
こ
れ
に

当
ら
れ
、
終
戦
後
も
現
地
に
残
っ
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
、
二
三
年
五
月
に
全

部
を
完
成
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
宋
以
前
医
籍
考
と
し
て
北
京
（
昭
和
三
三
年
）

で
刊
行
さ
れ
、
台
北
で
も
再
刊
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
研
究
の
一
部
は
脈
経
考

（
日
本
医
学
、
昭
和
一
三
年
）
、
支
那
産
婦
人
科
害
考
略
（
東
亜
医
学
研
究
、

昭
和
一
四
年
）
等
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
又
こ
の
知
見
を
も
と
に
し
て

博
士
は
戦
後
、
主
要
な
る
中
国
医
籍
の
解
題
（
漢
方
、
昭
和
二
七
、
八
年
）
、

漢
方
医
学
全
書
に
つ
い
て
（
漢
方
の
臨
淋
、
昭
和
四
四
年
）
等
の
論
文
を
書

い
て
居
ら
れ
る
。
宋
以
後
の
医
書
に
つ
い
て
は
金
元
医
書
の
書
誌
（
漢
方
の

臨
休
、
昭
和
四
四
年
）
等
を
発
表
さ
れ
、
更
に
徹
底
し
た
究
明
を
行
な
う
意

図
を
持
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
実
現
に
到
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論

文
の
主
な
も
の
は
中
国
医
書
本
草
考
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
草
関
係
で
の
最
も
大
き
な
仕
事
は
新
修
本
草
の
復
原
で
あ
る
。
こ
の
作

業
は
満
洲
で
完
了
し
て
い
た
が
、
帰
国
後
浄
書
さ
れ
、
昭
和
三
九
年
に
台
北

で
刊
行
さ
れ
た
（
重
輯
新
修
本
草
）
。
こ
の
間
に
得
ら
れ
た
知
見
は
そ
の
末

尾
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
新
修
本
草
の
構
成
（
生
薬
学
雑
誌
、
昭
和
三
四
年
）

等
と
し
て
も
発
表
さ
れ
、
こ
の
作
業
の
基
礎
と
な
っ
た
各
本
草
書
所
載
の
薬

品
の
比
較
の
結
果
は
新
修
本
草
及
び
証
類
本
草
の
薬
品
数
（
塩
野
義
年
報
、

昭
和
二
九
年
）
等
に
示
さ
れ
て
い
る
。
金
元
、
明
清
時
代
の
本
草
に
つ
い
て

の
研
究
結
果
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
科
学
史
研
究
班
の
宋
元
及
び
明

清
時
代
の
科
学
技
術
史
に
つ
い
て
の
報
告
（
昭
和
四
二
、
五
年
）
中
に
見
ら

れ
、
歴
代
の
本
草
に
対
す
る
見
解
は
集
注
本
草
、
大
観
本
草
、
紹
興
本
草
の

解
題
や
中
国
本
草
の
史
的
展
望
（
漢
方
の
臨
淋
》
昭
和
円
六
年
）
等
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
詳
し
く
は
近
く
日
本
と
台
湾
で
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
本
草
概
説
と
本
草
概
論
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
又
日
本
の

本
草
に
つ
い
て
は
明
治
前
日
本
薬
物
学
史
に
収
め
ら
れ
た
中
国
本
草
の
渡
来

と
そ
の
影
響
（
昭
和
三
三
年
中
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

和
漢
薬
に
つ
い
て
は
胡
満
蕊
、
雷
丸
、
鶴
融
、
防
己
、
窩
類
等
に
関
す
る

文
献
的
考
察
が
あ
る
が
、
特
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
の
は
丹
方
で
あ
っ
て
、

中
国
医
学
に
お
け
る
丹
方
（
中
国
中
世
科
学
技
術
史
の
研
究
に
収
載
、
昭
和

三
八
年
）
等
数
篇
の
論
文
が
あ
る
。
又
久
保
田
教
授
の
在
職
記
念
事
業
と
し

て
編
輯
さ
れ
た
日
本
和
漢
薬
文
献
（
昭
和
一
五
年
）
は
今
で
も
こ
の
分
野
の

研
究
者
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
書
と
な
っ
て
い
る
。

博
士
の
研
究
は
古
典
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
と
長
年
の
大
陸
生
活
の
経

験
を
も
と
に
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
容
易
に
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の

で
あ
り
、
宋
以
前
医
籍
考
を
始
め
と
す
る
多
く
の
著
作
は
今
後
の
漢
方
乃
至

医
学
史
の
研
究
を
志
す
者
の
指
針
と
し
て
永
く
そ
の
価
値
を
失
わ
な
い
も
の

で
あ
る
。
満
大
の
豊
富
な
蔵
書
と
離
れ
た
こ
と
は
博
士
の
そ
れ
迄
の
研
究
の

続
行
を
不
可
能
と
し
、
末
以
後
の
医
書
の
未
整
理
と
い
う
大
き
な
損
失
を
学

界
に
残
し
た
が
、
反
面
そ
れ
迄
の
詳
細
な
研
究
の
成
果
を
別
の
角
度
か
ら
眺

め
て
綜
合
す
る
と
い
う
機
会
を
博
士
に
与
え
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
こ
の
道

に
関
心
を
持
つ
者
が
広
く
博
士
の
業
績
に
接
し
得
る
い
と
ぐ
ち
と
な
る
よ
う

な
多
く
の
論
文
を
も
た
ら
し
た
。
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学
徳
の
人
岡
西
先
生
を
し
の
ぶ

三
木
栄

岡
西
為
人
先
生
が
今
春
亡
く
な
ら
れ
た
（
一
八
九
八
’
一
九
七
三
）
・
寂
し
さ
が

身
に
し
み
る
。
先
生
に
私
が
交
誼
を
得
た
の
は
昭
和
六
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

先
生
を
兄
と
敬
い
つ
つ
絶
え
る
こ
と
な
く
親
交
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
共
に
前
半
は
学
校
生
活
、
後
半
は
先
生
は
勤
務
、
私
は
開
業
で
過

ご
し
、
同
じ
よ
う
な
学
問
の
道
を
歩
み
、
戦
前
戦
後
の
転
変
極
ま
り
な
い
世

代
中
も
互
い
に
学
問
を
捨
て
ず
、
現
在
に
至
っ
た
。
し
か
し
先
生
は
先
に
逝

か
れ
た
。

先
生
の
専
門
学
問
は
、
薬
理
学
ｌ
生
薬
学
ｌ
本
草
学
で
、
殊
に
中
国
の
医

薬
本
草
書
の
書
誌
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
世
界
の
最
高
峯
で
あ
り
、
そ
の

深
奥
な
学
識
に
対
し
て
中
国
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
米
欧
の
学
界
か
ら
も
崇

敬
の
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

数
次
文
通
後
、
先
生
に
私
が
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
の
春
と

思
う
。
奉
天
の
満
洲
医
科
大
学
東
亜
医
学
研
究
所
を
訪
い
、
万
巻
の
古
医
書

の
書
架
に
囲
ま
れ
た
研
究
室
で
、
全
中
国
医
書
の
目
録
を
編
纂
さ
れ
て
い
る

先
生
の
温
容
に
接
し
た
。
こ
の
時
に
印
象
さ
れ
た
先
生
の
褐
色
の
御
顔
に
ひ

そ
む
透
徹
な
ま
な
ざ
し
、
静
か
な
物
腰
し
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
出
る
適
切
な

言
葉
は
、
私
に
焼
き
付
き
消
え
去
ら
ず
、
ご
他
界
の
前
に
京
都
の
病
院
で
お

目
に
か
か
っ
た
時
で
も
、
四
十
年
余
を
経
て
も
、
こ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

当
時
、
私
は
朝
鮮
に
在
っ
て
全
く
未
開
拓
の
朝
鮮
医
学
史
と
疾
病
史
と
の
完

遂
を
、
生
涯
の
研
究
と
し
て
精
進
し
て
お
り
、
早
左
同
研
究
所
収
蔵
の
朝
鮮

医
薬
書
類
を
尋
ね
諺
数
を
教
え
を
受
け
つ
か
く
て
談
進
み
、
互
い
に
江
戸
後

期
の
考
証
医
学
者
の
多
紀
家
一
門
、
渋
江
抽
斎
、
小
島
宝
素
、
森
父
子
等
の

追
求
あ
く
な
き
考
証
医
学
の
偉
業
を
語
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
方
面
の

研
究
は
満
鮮
瀞
を
列
べ
て
成
さ
れ
、
私
は
朝
鮮
医
学
の
根
本
資
料
追
究
上
に

て
最
大
の
収
獲
と
な
り
、
一
方
先
生
は
、
中
国
医
薬
本
草
原
典
の
発
掘
、
そ

の
解
明
大
成
の
縁
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
学
問
の
根
幹
は
、
東
亜
医
薬
本
草
学
の
本
源
の
究
明
、
そ
の
系
統

に
つ
い
て
の
正
確
性
の
具
現
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
終
始
一
貫
、
寸
時
も
休
む

こ
と
な
く
精
力
を
傾
け
ら
れ
、
戦
中
戦
後
の
苦
難
な
時
も
研
究
を
続
け
ら
れ

た
。
か
く
し
て
、
戦
前
「
中
国
医
学
書
目
」
「
続
中
国
医
学
書
目
」
「
宋
以
前

医
籍
考
」
等
の
編
纂
、
戦
後
に
「
新
修
本
草
」
そ
の
復
原
、
「
本
草
経
集
注
」

そ
の
訂
補
、
｜
紹
興
校
証
類
本
草
」
そ
の
解
説
、
な
ど
と
大
業
績
を
刊
行
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
中
国
本
草
学
の
貴
重
な
祖
本
群
は
、
夙
に
亡
供
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
先
生
の
努
力
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
ま
た
発
掘
さ
れ
、
全
系
統
が

明
白
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
発
表
論
文
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、

一
代
の
論
著
は
背
の
高
さ
に
も
達
し
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
に
は
雑
文
は
一
編

も
な
く
、
み
な
鍾
骨
彫
心
の
作
で
あ
る
。
先
生
の
学
問
は
挙
げ
て
基
礎
的
な

も
の
ば
か
り
で
、
後
進
学
者
の
受
け
る
学
恩
は
実
に
弘
大
で
、
こ
れ
に
依
拠

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
研
究
は
砂
上
の
楼
閣
と
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
私
も
随
分
頻
繁
に
疑
問
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
た
。
こ
れ
に

対
し
多
く
の
時
間
を
割
き
必
ず
折
返
し
端
整
な
美
し
い
筆
蹟
で
詳
し
く
明
快

に
懇
切
に
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

先
生
は
大
谷
光
瑞
門
下
の
仏
教
徒
で
あ
っ
た
。
し
か
も
孔
子
の
説
く
仁
の

人
で
あ
っ
た
。
ご
自
分
の
及
び
限
り
の
力
を
以
て
人
為
に
尽
く
さ
れ
た
。
こ
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れ
ら
は
み
な
真
心
か
ら
出
て
、
人
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
は
、
一
切
な
さ

れ
な
か
っ
た
。
先
生
は
人
の
為
め
に
親
切
を
尽
く
さ
れ
、
人
類
知
の
為
め
に

偉
大
な
業
績
を
遺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で
、
学
究
心
は
少
し
も
衰
え
な
か
っ
た
。

入
院
中
、
お
見
舞
申
上
げ
て
も
、
ご
病
気
の
こ
と
は
寸
言
で
終
わ
り
、
あ
と

ホ
ン

は
本
の
話
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ご
自
身
で
出
刊
を
見
ず
遺
書
と
な
っ
た
著
述

に
、
「
中
国
医
書
本
草
考
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
病
気
静
養
中
、
既
発
表
の
諸

論
稿
に
修
正
を
加
え
編
ん
で
一
言
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
の
原
典
篇

を
経
と
せ
ば
、
こ
の
篇
は
緯
と
な
る
も
の
で
、
論
考
の
総
決
算
で
ご
自
身
の

学
問
の
結
晶
と
も
見
な
さ
れ
る
。
近
く
Ａ
４
版
の
豪
華
大
典
と
な
っ
て
南
大

阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
か
ら
遺
著
と
し
て
記
念
出
版
さ
れ
る
。
私
の
旧
著
「
朝
鮮

医
書
誌
」
の
増
修
版
も
時
と
所
を
同
じ
く
し
て
姉
妹
篇
と
し
て
出
版
さ
れ
る
。

拙
著
が
日
の
目
を
見
得
た
の
は
、
先
生
が
東
亜
医
学
史
に
て
重
要
資
料
と
認

め
、
同
社
に
推
薦
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
生
の
遺
著
に
拙
著
が
並

ら
く
ら
れ
て
世
に
出
る
と
は
、
何
の
奇
縁
で
あ
ろ
う
。
脈
々
と
流
れ
る
四
十

余
年
間
の
好
誼
の
香
り
が
、
御
他
界
後
に
お
い
て
な
お
も
余
香
を
与
え
賜
う

と
は
、
感
無
量
で
あ
る
。
御
霊
前
に
静
か
に
焚
香
し
、
た
だ
冥
福
を
祈
る
・
巾

□
。
昭
和
四
八
年
六
月
末
日
記

Ｉ抄
録Ｉ笑

気
、
酸
素
麻
酔
の
雌
史
ｌ
笑
気
酸
素
の
発
見
の
歴
史
ｌ

Ｐ
出
諒
Ｂ
ｑ
ａ
ｚ
芹
３
匡
印
○
×
丘
①
四
国
ｇ
ｏ
ｘ
］
ぬ
①
。
湯
口
四
＄
吾

の
冨
弔
四
再
訂
．
弓
毒
①
ロ
ぢ
わ
○
ぐ
の
【
冒
旦
ｚ
弄
引
ｏ
匡
切
ｏ
ｘ
ａ
①
ｍ
ｐ
Ｑ
ａ

ｏ
ｘ
坦
函
印
ロ
．

二
言
．
己
．
聾
．
の
ヨ
茸
言
．

西
国
堂
の
写
］
○
匡
目
巴
具
ア
コ
四
閉
号
①
印
冨
一
二
恥
画
や
劃
’
四
一
鍔
這
忌
弓
司
噌

年
代
に
諸
説
は
あ
る
が
一
応
笑
気
は
一
七
七
二
年
に
卑
苛
豊
亀
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
実
際
に
は
一
七
六
七
年
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
一
七
七
六
年
に

同
じ
く
英
国
の
］
○
ｍ
の
吾
四
四
臭
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
囚
騨
呉
は
こ
の
事
実
を
出
版
し
な
か
っ
た
が
、
彼
の
講
義
録
一
台
、
ｏ
‐

首
席
⑫
。
ｐ
吾
の
国
①
ョ
ｇ
扇
旦
２
国
昌
翼
昼
ど
の
中
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
年
代
は
講
義
を
聴
い
た
目
冒
昌
画
め
９
３
国
画
の
や
⑦
①
○
侭
の
曾
邑
畠

の
筆
記
録
に
よ
っ
て
も
証
左
さ
れ
た
。

国
冨
呉
は
曾
冒
弓
二
旨
ヨ
コ
胃
呉
の
を
加
熱
し
て
笑
気
を
製
造
し
た
が
、

笑
気
に
燃
焼
を
助
長
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑

わ
し
い
。
勿
論
麻
酔
作
用
は
知
ら
な
か
っ
た
。
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Ｉ
会
員
通
信

Ｊ
、
毎
℃
岨
〃
、
ｆ
〃
、
ｆ
刀
迅
〃
、
Ｔ

広
島
県
医
師
会
の
江
川
義
雄
氏
を
介
し
て
、
広
島
県
医
師
会
を
中
心
に
医

聖
吉
益
東
洞
顕
彰
碑
建
立
委
員
会
の
発
足
し
た
こ
と
の
通
知
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
そ
の
趣
旨
を
掲
げ
、
本
学
会
を
員
の
協
力
を
求
め
、
目
的
達
成
の
一

助
と
し
た
い
。

二
百
回
忌
記
念

吉
益
東
洞
顕
彰
碑
建
立

趣
意
耆

広
島
の
生
ん
だ
偉
大
な
る
医
人
吉
益
東
洞
は
、
過
去
の
観
念
的
医
療
を
改

め
、
実
証
的
医
学
の
実
践
と
、
万
病
一
毒
の
疾
病
観
に
た
ち
、
漸
新
的
医
療

を
一
世
に
風
扉
さ
せ
た
。
そ
の
学
風
は
、
現
代
の
東
洋
医
学
に
於
て
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

彼
は
元
禄
一
五
年
畠
山
道
庵
の
長
子
と
し
て
、
広
島
市
山
口
町
に
於
て
狐

々
の
声
を
あ
げ
た
。
十
九
才
に
し
て
医
師
を
志
ざ
し
、
元
文
三
年
三
十
七
才

に
し
て
「
先
物
実
試
」
「
万
病
一
毒
」
の
学
理
を
究
め
て
京
都
に
上
る
。
赤

貧
洗
う
が
如
き
中
に
、
ひ
た
す
ら
医
学
医
術
の
研
讃
に
情
熱
を
傾
け
、
多
数

の
門
弟
を
育
成
す
る
と
共
に
、
『
薬
徴
』
『
類
聚
方
』
『
医
事
或
問
』
『
方
極
』

な
ど
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
た
。
安
永
二
年
七
十
一
才
に
し
て
没
し
、
菩
提

な
ど
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
た
。
安
永
一

寺
は
京
都
東
福
寺
塔
頭
荘
巌
院
で
あ
る
。

彼
の
学
問
に
対
す
る
情
熱
と
医
の
倫
理
性
は
、
「
餓
死
す
る
と
も
こ
の
道

世
に
行
な
わ
れ
ば
吾
生
涯
の
本
望
な
り
」
と
の
言
葉
と
し
て
残
り
、
ま
た
「
先

物
実
試
」
の
実
証
科
学
精
神
は
、
今
な
お
菅
に
医
人
の
み
な
ら
ず
学
問
を
志

す
者
へ
の
警
鐘
と
し
、
ま
た
道
し
る
べ
と
し
て
我
禽
を
激
励
し
て
や
ま
な
い
。

こ
の
た
び
二
百
回
忌
に
当
り
、
記
念
事
業
と
し
て
彼
の
偉
大
な
る
精
神
と

功
績
を
永
世
に
伝
え
る
た
め
、
生
誕
の
地
広
島
市
広
島
医
師
会
館
前
庭
に
顕

彰
碑
を
建
立
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。
趣
旨
ご
賛
同
の
上
、
応
分
の
ご
芳
志

を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
ご
出
宝
い
た
だ
い
た
方
に
は
『
芸
備
医
志
』
を
記
念
復
刻
し
謹
呈
申

し
上
げ
ま
す
。
内
容
は
芸
備
医
人
先
哲
伝
で
あ
り
、
現
在
入
手
不
能
の
稀
観

本
で
あ
り
ま
す
。

一
、
募
金
目
標
額
五
百
万
円

一
、
募
金
要
領
一
口
三
千
円
（
一
口
以
上
）

一
、
募
金
締
切
期
日
昭
和
四
十
八
年
七
月
三
十
一
日

一
、
申
込
先溜

広
島
市
観
音
本
町
一
丁
目
－
１
一

広
島
県
医
師
会
内

医
聖
吉
益
東
洞
顕
彰
碑
建
立
委
員
会

振
替
広
島
二
一
番

昭
和
四
十
八
年
六
月
吉
日

医
聖
吉
益
東
洞
顕
彰
碑
建
立
委
員
会

委
員
長
広
島
県
医
師
会
長
大
内
五
良
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
讓
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
唯
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
や

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ぺ

ｌ
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
筬
島
四
郎

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
塚
敬
節

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
蒲
原
宏

佐
藤
美
実
杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
宗
田
一
竹
内
薫
兵

津
崎
孝
道
戸
苅
近
太
郎
中
野
操

三
木
栄
矢
数
道
明
吉
岡
博
人

和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

杉
田
暉
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

青
木
一
郎
石
原
明
石
田
憲
吾

石
川
光
昭
今
市
正
義
今
田
見
信

岩
治
勇
一
内
山
孝
一
大
鳥
蘭
三
郎

大
塚
敬
節
大
塚
恭
男
王
丸
勇

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

岡
西
為
人
哉
島
四
郎
片
桐
一
男

川
島
恂
二
蒲
原
宏
金
城
清
松

今
年
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
生
誕
五
百
年
と
い
う

の
で
世
界
各
地
で
こ
れ
に
因
ん
だ
催
し
が
行
わ
れ

た
。
本
誌
で
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
生
地
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
の
寄
稿
が
あ
っ
た
。
地
動
説
の
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
彼

が
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

こ
で
医
師
と
し
て
の
コ
ペ
ル
’
一
ク
ス
を
知
り
、
彼

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
清
水
藤
太
郎

杉
靖
三
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
鈴
木
宜
民
瀬
戸
俊
一

関
根
正
雄
宗
田
一
高
木
圭
二
郎

高
山
担
三
竹
内
薫
兵
田
中
助
一

津
崎
孝
道
津
田
進
三
筒
井
正
弘

戸
苅
近
太
郎
中
泉
行
正
中
川
米
造

中
沢
修
中
西
啓
中
山
沃

長
門
谷
洋
治
中
野
操
服
部
敏
良

福
島
義
一
藤
野
恒
三
郎
本
間
邦
則

富
士
川
英
郎
古
川
明
丸
山
博

松
木
明
知
三
浦
豊
彦
三
木
栄

三
廼
俊
一
谷
津
三
雄
山
形
敞
一

矢
数
道
明
山
下
喜
明
山
田
光
胤

安
井
広
吉
岡
博
人
和
田
正
系

以
上

編
集
後
記

の
認
識
を
改
め
る
こ
と
で
彼
の
生
誕
五
百
年
を
祝

お
う
。な

お
、
本
号
か
ら
編
集
に
若
手
陣
の
動
員
を
か

け
て
、
毎
月
、
定
期
的
に
編
集
会
議
を
開
く
こ
と

に
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
八
年
六
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
九
巻
二
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
睦
率
史
惇
今
派
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
工

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

医
学
文
化
保
存
事
業
部

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
西

印
刷
者
五
協
印
刷
有
限
会
社

〒
一
茜
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
一
’
一
二
一
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１
１
１

May 3, 1824

Aug、21, 1824

Bissextile

Aug. 1, 1824

Sept. 8, 1824

tumorlO3g)

Sept、17, 1824

Apr、13, 1825

Apr、26, 1825

Ju1. 23, 1825

ibidem

Aug. 7, 1825

Sept. 2, 1825

Jan. 24, 1827

Mar. 16, 1827

Jun. 11, 1827

0ct. 2, 1827

Sept､26, 1828

0ct. 8, 1828

Mar. 2, 1829

Sept、 2, 1829

Sept.31, 1829

Mar、2, 1830

Oct. 20, 1830

MotherofTarozaemon

EldersisterofTsuneemonOhno

Motherof lchiroenonNishidawa(tumor lO3g)

DaughterofBonzeofKohzenjiTemple(26years inage,132）
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ノ
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ノ
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１
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皇
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Ｊ
１

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

DaughterofShinpachi (17years inage, tumorlO3g)

WifeofSeibeiNagamatsuya

WifeofYahei

WifeofDenjirO

WifeofKaemonMori

DaughterofRihei (23yearsinage)

WidowofKambeiMarukiya

DaughterofBonzeofSaikohjiTemple

MotherofYaheiKurodaniya

WifeofUhei

TsuruEnmanjiya

KaneShimakawa(35years inage, tumor55g)

WifeofYaemon(tumor36g)、

WifeofYaohachi (49years inage, tumorl6g)

DaughterofShichibei (35years inage, tumor525g)

YoungersisterofFutoshiMiki (tumorlOg)

WifeofTeisekiMatsubara(tumor35g)

ZenemonTambaya(re-reccurence)FirstexcisioninAug.

1827. SecondexcisioninOct. 1829bylseiSugitachi,pupil

ofHanaoka

WifeofKahei

WifeofKichisukeTsumezaki (39yearsinage)

WifeofBonzeofHonkohjiTemple

WifeofZempachi (39years inage)

WifeofSadaemon

WifeofGengoro
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ｊ
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ｊ
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ｊ
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２
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６

５
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１
１
１
１
１
１

Jan. 10,

Apr, 9,

Mar.25,

Apr, 3,

Apr. 6,

Jun. 16,

１
１
３
３
鍋
謁

蝿
蝿
蝿
皿
魁
鴫

(Donateswereabriviated.)
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WifeofTsujiemon

WifeofGihei

WifeofGembeiOhmiVa
竜

WifeofShinshiroHorino

WifeofJuzo

MotherofJiemonNaraya

WifeofTokujuroOkeya

WifeofSakujiro

WidowofSandayuMatsuda

Wifeoflsuke

WifeofChuemon

WifeofKengyoShibahara

WifeofKyubei

WifeofShichikuroHayakawa

MotherofJiemonMarayn(reccurence)

ibidem(re-reccurenCe)

WifeofGoroemon

WifeofMonjiro(tumor375g)

WifeofShojiro

93）

94）

95）

96）

97）

98）

99）

100)

101）

102)

103）

104）

105)

106）

107)

108)

109)

110）

111）

112）

Apr.22, 1819

May22, 1819

Sept.27, 1819

Nov. 1, 1819

Nov、24, 1819

Jan、 21, 1820

Feb、19, 1820

Feb. 22, 1820

Apr. 1, 1820

Jun. 4, 1820

Jun、11, 1820

Ju1. - 1820

Aug. 2, 1820

Sept. 1, 1820

Sept,-1820

May22, 1821

Aug,27, 1821

Sept.14, 1821

Sept.23, 1821

Bissextile

Jan. 26, 1822

Feb, 22, 1822

Feb, 25, 1822

Mar. 2, 1822

Mar.19, 1822

Ape. 3, 1822

May 21, 1822

Jun. 1, 1822

Ju1． 27, 1822

Au9．11, 1822

Ju1. 18, 1823

Ju1. 19, 1823

Ju1. 25, 1823

Oct’ 10, 1823

0ct、 10, 1823

0ct. 21, 1823

Feb. 1, 1824

WifeofShichikuroHayakawa(reccurence)

WifeofKiheiKohchiya

MotherofGijuroTakahashi (tumorl50g)

MotherofShoemonAburaya

WifeofTasuke

WifeofKansuke(tumorl88g)

WifeofChihoKikyoya

WifeofKichibeiYamaguchiya

WifeofTatsuemOnShimaya

WifeofTokubei

WifeofOtomatsu

MotherofJinzo

MotherofTasuke

WifeofJibuMeira

WifeofSensukeKasuriya

WifeofKakubeiOhsakaya

WifeofSensukeKasuriya(reccurence)

（ 29）

113)

114）

115）

116）

117）

118）

119）

120)

121）

122）

123）

124）

125）

126）

127）

128）
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MotherofSadajiro

WifeofJinzaburo

WifeofSeibeiKusuriVa

WifeofYatabeiAsaka

WifeofRiheiHiroseya

WifeofShinbei

MotherofYohzo

WifeofMasataroSawada

WifeofSeishichiKurokiya

WifeofRihei

WifeofSaheiMatsudaya

WifeofSeizaemonTachibanava

DaughterofGensuke(19yearsinage)

WifeofYasukeKaii

WifeofChodayu

WifeofSagoemon

WifeofShinkuro

WifeofKohsukeYabashi

WifeofSohshichi

WifeofYaemonMatsumoto

WifeofGisuke

WifeofKohshiroHashimoto

WifeofHambei

WifeofBonzeofKohrinjiTemple

WifeofYoheiDaimonjiya

WifeofShinsukeKitaguchi

WifeofHachibei
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Table1. TheRecurrentCasesofBreastCancer

DateofSecondorThirdOp.

..Sept、13, 1809

.･NOv、30, 1808･･･……Feb、12, 1809

．.Bis･Feb. 3, 1811

..Dateunknown

･･Sept.一, 1820 ..….May, 22, 1821

..Bis・ Jan. 26, 1822

．．Ju1. 25, 1823

･･Feb. 1, 1824

DateofFirstOp.

Feb、15, 1808･･･

Jun. 13, 1808..・

Dateunknown

Aug. 11, 1817

Jan、 21, 1820

Sept， 1, 1820

Mar. 19, 1822

0ct. 10, 1823

CaseNo.

11…．.……･25

14．．．18．．． 20

31．．．….．..･･33

80.….. .-.･･･88

98...107…108

106..…･…112

116..……・ 124

126..…...、 128

、
ノ
、
ｊ
、
ｊ
、
ｊ
、
Ｊ
、
ｊ
、
ｊ
、
ｊ

ｌ
２
３
４
５
６
７
９

Bis.: BissextileMonth

whetherthefirstthreecasesreceivedsurgical treament ornot. Out

ofl53caseswhichreceivedinternalorsurgical treatment, eightrecur-

rentswereobservedasshownintheTablel. Twoofthecaseshad

relapses･ Themeanintervalbetweentherecurrencewas8.7months.

ANameListofBreastCancer

1804WifeofKahei

1804WifeofSeiemonlkeda

1804 AuntofJubeiKamiya

1804MotherofRiheiAiya

1805WifeofHikoemon

1806WifeofTarobeiOhtaya

1806MotherofZenji

1807WifeofJisukeKaji (30years inage)

1807WifeofJisukeMukaino

1807WifeofHikohei

1808WifeofJiheiMikawaya

1808MotherofHeishichiMondo

1808MotherofSagoemon

1808WifeofJusuke

1808WifeofDembei

1808MotherofKohsakuKyoya

1808WifeofJusuke

1808WifeofJusuke

1809WifeofBunhachi
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anadequatedepthofanesthesiaforsurgerysoastobeable toper-

formtheoperationaboutnoon,becausesurgicalanesthesiawasusually

obtainedabout4-6hoursaftergiving"Tsusensan''.

3) PostoperativeCare

Toaccelerateawakeningfromanesthesia, a saline solutionwas

orallyadministeredtothepatientforthe6rsttimefollowedbyKanzo-

shashintoandOhren-gedokuka-sekkotoasdescribedpreviously.

W) AccurateDateoftheFirstSurgeryunderGeneralAnesthesia

Ithas longbeenbelievedthatHanaokaperformedtheexcisionof

breastcanceronawomannamedKanAiyaof60yearsofageonOcto-

berl3, 1805.

1nhis "ANameListofBreastCancer",Hanaokadescribes "Octo-

ber16. 1804,WashuGojonoEki,MotherofRiheiAiya"・ AndOctober

13, yearunknown,wasthedateofsurgeryinhis "Nyugan-Chikenro-

ku"2). Thediscrepancyof aboutayearwouldbeduetohypothesis,

thatshehadconsultedhiminl804, andshe received theoperation

thenextvear3)4).

Toexplicatethisproblemtheauthor5) investigatedthedeathdate

ofKanAiVawhichhadremainedunknownandfoundatlasthername｡
‐

inanecromancyoftheKohmidoji-Temple,GojoCity,NaraPrefecture､

Itreadsasfollows;

Adress: KitanoMachi,GojoVillage

Name: O-Kan,MotherofRiheiAiyO－Kan，MotherofRiheiAivO-Kan,MotherofRiheiAiya

Posthumousname: ShungetsuChiryoShinjo

DateofDeath: February26, 1805

"O"of "O-Kan" isaprefixtoawoman'sname・ It ismostlikely

thatKanAiyaunderwent theoperationonOctoberl3,1804. Thiswas

thefirsttrial forHanaokatoemploygeneralanesthesiawith"Tsusen-

san''・ ShediedonFebruary26, 1805、 aboutfourmonthsafterthe

surgery.

V)ANameListofBreastCancer

Thelist isgivenhere. Thenumberofpatientswithbreastcancer

thatHanaokatreatedamountedtol56, however, ithasnotbeenclear
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Seishude､ribeddifferentialdiagnosticmeasuresforbreastcancer

andacutemastitis but didnotmentionfibroadenomamammaeand

mastopathiachronicacystica. Itwasreasonabletothinkthatat that

timehecouldnotclearlydiscriminatebreastcancerfromthesesimilar

diseases. Therefore, severalotherdiseasesweresupposedlymingled

inl53casesofbreastcancer.

m) AnestheticManagementofPatients

1.) Pre-oDerativecare
ご 今

Hanaokaattachedmuchimportancetotheevaluationofpreopera-

tivephysicalstatusofpatients. Heinformedthemcarefullyof the

outlineoftheprocedurehelpful forreducinganxietybeforeoperation.

Heneverperformedanoperationonapatientwhohadcomplication

ofanyotherdiseases,whichweretobetreatediirstof all. In the

caseofKanAiyawithcomplicationsofberiberi, acutebronchitisand

inveteratecough,shewasorallygivensomedrugs for fortydays to

cvercomethem.

Administrationof ｣!Tsusensan''wascontraindicatedinthepatients

with i)congenital feebleness, pale face, emaciationofextremities,

･slightelevationofbodytemperatureandanorexia. ii)recentepisodes

ofbleedingfromanycause, refractorycoughandsputumor, iii)ab-

normal swellingofabdomen,palpitationofheart， Hanaokadesignated

theabovementioned signs "Zen-san-shin" meaning threewarmng

･signsbeforeanesthesia.

Toimprovethepoorphysical statusbeforeoperation, heusedthe

followingdrugssuchasNinjin-choei-to,Kaisho-san, Sandai-sanand

Shojin-sancontainingheartstimulants,analepticsandbloodcoagulants.

2) Careduringanesthesia

G:Go-san-shin''円月naokaestimated the onset of anesthesiaby

meaningtachycardia, drynessofmouthandpharyngeal cavity, pupil
dilatationandflushedface.

Extremitiesofthepatientsweretiedtightlytotheoperatingtable

toavoidsuddenbody-movement.

Hegave $KTsusensan" tothepatients in themorning toobtain
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GeneralAnesthesiaandSurgerybySeishuHanaoka

AkitomoMatSuki,M､，．

I) Introduction

In theprevious report the:author') gaveabriefbiographyof

SeishuHanaoka, a Japanesepioneer inanesthesia, whoperformed

excisionofbreastcancer inmanycases, employinggeneralanesthesia

withsatisfactoryresultsinthebeginningofthenineteenthcentury.

Theauthorgivesmoredetailedinformationastohis criteriaof

breastcancer,managementofanesthesia, thecorrectdateofthefirst

surgicaloperationforbreastcancerandtheresultsofsurgery,which

givesavividimpressionofhimbeforethereader.

II) Hanaoka'sCriteriaofBreastCancer

1) Apatientwithmastitiscomplainsofamassinthebreastwith

redsurfaceandpain. Shealsofeelsachillandfever.

2) Thetumorofacutemastitisismoistat the surface, soft in

consistencyandeasilydischargespuswhenpunctured. Thislnaylead

toasmoothandquickcure.

3) Apatientwithbreastcancer complains of a firm, movable,

painlesstumor, onthesurfaceofwhichdiscolorationappears, but it

formulatesacancerousulcerandis6rmlyfixedtothechestwall in

theterminal stage. Enlargedaxillar lymphnodesareoftenobserved.

4) Thecanceroustumordoesnotdischargepusevenbypuncture,

butpunctureor incisiollofthetumor is contraindiCated, for itmay

accelerateulcerationof thetumor.

5) Physical statusof thepatientwithcancermetastasistoaxillar

lymphglands isgenerallypoor, andrecurrenceoftenoccurs in these

casesevenpostoperatively.

* Lecturer inAnesthesiology,DepartmentofAnesthesiology,Univer●sityofHi-
rosakiSchool ofMedicine.Hirosaki,Aomoriken, Japan.
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Thisyearwecelebrate the iifthcentenaryof thebirthof this
greatscholarandphysician・ It ispossiblethatmodernmedicinehas
sufferedadisadvantageas the result ofMedicinenothavingbeen

Copernicus' primary interest. AsKepler, whocontinuedhiswork,,
expressedit: "Copemicuswasignorantofthe resourcesofhisown
mind..."HadCopernicusconcentratedonmedicalproblemsperhaps,1n
that fieldtoo, hewouldhavebeenapioneerofnewmethods. None-

theless, hehadanexcellentreputationas aphysicianandwasnot
behindhiscontemporaries.

Copernicus' greatness lies, however, currentlyseenprimarily in
histheoryoftheearthandplanets revolvingaround thesun. He
reducedhistheorytoasimpleandcomprehensivesystembasedonthe
convictionthatnatureisruledbysimplicityandreason・ Thedethron-
mentoftheearthasthecentreoftheuniversewasoneof themost

daringassertionsof theRenaissanceandit isforthatwepayhomage
●

tothememoryofthisgreatastrollomer, physicianandscientist. He
demonstratedthatthe criteriaof the truthof natural andmedical
theoriesshouldnotditferfromthoseapplicableinotherfieldsofscience.

TodavwecelebratethememoryofNicolausCopernicus, whose
universalmindcoveredphilosophy,medicine, chronology, astronomy,

history,aestheticsandotherfieldsofscience,the"manofbreakthrough''.
inthehistoryofmankind/7/.

ThelifeandWorksofCopernicusextendedthevisibleworldand

raisingwithallPolandhishandstothesky, he found the sunand
● ■

showedit totheworld.

（13）255



spiritualfatherofthefar-reachingachievementsofastronomyintheXW
XMandXIXcenturies･ JohannKepler/1571-1631/discoveredthelaws

ofmotionsofplanets,Galileo/1564-1642/wasthediscoverer of the

natureofgravity, free fallingofbodies and theperpendicularand

recitilinearmotions,Newton/1642-1727/stated, that themainlawsof

mechanicsmustbebasedontheheliocentricsystemandHalley/1654/
provedtheexistenceofcomets. Bradley/1728/discoveredtheaberra-

tionof light･ Heveliusdescribedtheliberationoftheterrestrial axis
の

andfinallyHendoronandBesselcalculatedtheparallaxof stars・Co-

pernicushadadversariesandopponents, amongthemFrancisBacon,

MiltonandHegel， Throughout thehistoryof science, ithas been

repeatedlydemonstratedthatnotall canendurea verybright light,
especiallyiftheeyeoftheviewerhasbeenaccustomedforalongtime
todarkness…．

CopernicusdiedonMay24,1543, at Frombork. TidemanGiese,
BishopofChelmno,wrotetoJerzyJoachimRetyk: "hegrewweaker

suddenlyandbloodcamegushingfromhismouth, then, all at once,
hisrightarmandsidebecameparalysed. Hisdeathwasquick,ashe

hadpredictedhimself". Byastrangecoincidenceon theverysame
daytherearrivedinFromborkthePrintedcopyofDe l'e"o/""o"坊"S,
senttotheauthorbyRetyk. Copernicus' fadinggaze restedfora

whileonthebookthatwastoensurehisimmortality. Severalcenturies

lateraPolishscholarJedrzejgniadeckiwrote: $$Copernicuswasdying
whenhisworkontherevolutionibusofheavenlybodies appeared in
print; itwas theriseof immortalityandthefadingawayofman….”
/27/・

〆

Inl802JanSniadecki, thedistinguishedscientist,mathematician

andastronomer, theelderbrotherofJedrzejgniadecki,whowasone
〆

ofthemostfamousPolishphysicians,philosophersandchemists,wrote

aboutCopemicusthat "hecameoutofthebosomofthePolishnation

...toredowntheveiloferrorsandillusions,ledthehumanmindtothe

waysoftruth, explainedthetruestructureof theuniverseand laid

firstfoundationsandprinciplesofthosegreatlawswhichhavebrought
astronomyattheheadofthemostprecisephysicalsciencesandbrought
gloryandhonourtothehumanmind...'' /27/.
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indicationsthathisnatural impulseforresearchappliedtosomeextent

tomedicineaswell・ AccordingtotheinformationleftbyFatherJan

BrozekofKurzelew/5/whohadaccesstoCopernicus'lettersandnotes,

nowlost,theastronomerworkedoutcomparisonsandanalogiesbetween

medicineandArchimedes'mechanics,andsoughtmathematicalformulae

inmedicalscience. Brozek'sintimationistheonlysignofCopernicus'

attempt tolinkbiologicalphenomenawithmathematicalproblemsand
withthoseofnatural science. Itwaseighty-fiveyearsafterCoperni-

cus' deaththatHarvey'swork,De"zo"c"diS, appeared. There for

thefirsttimeaphysiCianlookeduponman'sbodyasuponaphysiolo-

gicalmechanisminmotion; thismarkedthebeginningof anewera

intheexperimentalresearchinmedicine/18/.

TheCopemicanconcept thatmathematics plays a foundamental

roleinmedicinehasbeenfullyrecognizedtoday: coefficients,intheir

practicalapplicationtoalargepartoftheworld'spopulation,definethe
mostfavourableconditionsofhumanexistence. Savedfromoblivion

bVBrozek, theideaofthegreatphysicianandscientistmaybeeasily

referredtoastheCopernicanvisionofprogress inmedicine/25/.

Inadditiontohismedicalpracticeandtothedevelopmentofnew

concepts inmedicine,CopernicusworkedonperfectinghisDe""o"-
〃o秘め秘sol'6加加ce/es〃"加庇61'i s"・ Constantlydissatisiiedwiththe

results, hekeptpostponingitspublication. Itwasnotuntil theper-

sonal interventionofayoungprofessorof astronomyatWittenberg,

JerzyJoachimRetyk, thatCopemicus' doubtswere finally removed.
Fromtheauthor'sownpricelessmanuscriptacopywasmadefor the

printers. RetykcommissionedJanPetrejus' printinghouseinNurem-

bergandCopernicus' entireworkontheheliocentric systemof the
universewasfinallypublished.

Thefounderofthemodernastronomybelongedtotheseexceptio-

nalmenofgeniuswhohadthecourageofpointingouttheerrors of

traditional,time-honouredconceptsacceptedbyalltheircontemporaries,

Hemadeadiscoverywhichwascontrarytothe commonreasonand

experiencebut neverthelesswas true・ Thepowerofhis thought,
tremendouserudition, andgreat imagination, leftbehindnotonlyhis

contemporariesbutalsothegenerationstocome. Copernicuswasthe
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Euclid, isaprescriptionwritteninCopernicus/ownhandandcomposed

ofasmanyastwenty-oneingredientsofherbal, animal andmineral

origin. Amongthelastare includedpreciousstonesandmetals like

gold, silver, emerald, sapphire, andcoral. Thecostof suchmedica-

mentsmusthavebeenenormous, buttheireffectunknown. However,

nexttothosecomplexprescriptions, typicalofmedievalmedicine,we

findsimpleonesbasedonexperienceandfolklorewisdom. Forcoughs

Copernicusrecommendedcloveswithhoney; fordiarrhea, cloveswith

warmredwine/29/.

The lastmedical text-bookboughtbyCopernicuswastheworkof

Aegina:Z,必γi s""", (ﾉ沈め"sde"〃α〃"Ze"di γα"o”“fﾉjα オα"z i"

成“""“9"α加坤α""α“""coe/c〃""γgicoge""eco"ゆg""oco"""gj"γ

/Baslel538//15/・ Copernicushasnot leftanvworks fromthe field

ofmedicine,whichisratherunexpectedconsideringthathismindwas

particularlypronetophilosophical reasoning・ However,certainmanu-

scripts inpossessionofthe libraryinFromborkare thought tohave

beenwrittenbyhim. Towardstheendof theXVI centuryseveral

medicalmanuscriptswere entered in the catalogues of the library,

amongthematreatiseunderthetitle:Regi"ze"s""〃α"e, containing

hygienic instructionsarrangedinaccordancewiththemonths. This

treatisewasbelievedtohavebeenwrittenbyCopernicus, butaftera

thoroughinvestigationitwasfoundthatthissuppositionwasnottrue

/15/・

Aswellasafruitfulandversatilemedical practice・ Copernicus

showedparticular interest inhygieneandepidemiology/10,11,13,15/.

It isknown thatBishopFabianLuzjafiski askedhimtoworkout

sanitaryregulationsdesignedtocombattheepidemicofan infectious

diseasewhichspreadincoastaldistricts in1519. Copernicus due to

histhoroughknowledgeofmathematics, physics,mechanics, andhy-

draulicsgavethepeopleofVarmiaandPomeraniawholesomedrinking

waterbybuildingspecialwaterworks. AsimpleLatin inscriptionon

thewater installationinFromborkpraisesCopernicusasthemanwhose

"wisdomgavethepeoplewhatnaturebegrudgedthem...
”

Itappearsfromtheaccumulatedhistorical data thatCopernicus

wasapopular, experiencedand learnedphysician. AIso, there are
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vouthbutanenemvtowardsthecloseofhislife・ Anotherpatientofhis
勺

wasTidemanGiese,BishopofChelmno,Copernicus'schoolfriend,who

sufferedfrommalaria. Copernicus'medicalactivitywent farbeyond

Fromborkanditsvicinity. Hemadefrequenttripsto theDuchyof

Prussia, toGdaiiskandOIsztyn. PrinceAlbertofPrussia calledhim

tothebedsideofasickfriendandkepthimforamonthasaguest

inhispalaceatK6nigsberg. Copernicusdidnotconcentrateonlyon

peopleofhighstanding;manyofhispatientswerepeasantsonwhom

helavishedgenuineattention, oftensupplyingthemwithhisown

medicalpreparations.

Copernicus, constantlyeager toenrichhismedical knowledge,

boughtmedicalbooksforhisownuseandfor theVarmianLibrary.

Manvofhisbookswere lostbutanumberofthemsurvived,mostly

thosetakenawayfromVarmiainl626duringtheSwedishinvasionof

Poland. ThevarehousedintheuniversityLibraryinUppsala,andin
学

theCharterHouseLibraryinStrangas/Sweden/. Mostof thework

usedbyCopernicus consistedof the thenknown text-boOks, e.9.

B""i""ffzpγαc"cae""""@zebyBartolomeusdaMontagnana/Venice

1499/orPγαc"cα"αγ"C"〃"gicfzbyJoannis deVigo/1516/. We
findalsoancientclassicsinmedicinelikeHippocrates'Dg力γ幼αγα加卸g

"Ohzi"s,Galen'sDeqfeC"γ"”Jocoγ郷加”""α, andcommentariesto

Avicenna'sCa加冗ofMedici"eandalsotheGreekdictionaryofJohn

BaptistChrestoniuseditedinl499,whichCopernicususedduringhis
studiesinPadua. Forthemostpart, thebooksarepractical incha-

racterandthereforetypicalofamedievalmedical library/2, 3, 15/.

Thereisoneadditional reasonwhybooks leftbyNiColausCoper-

nicusareofsuchvaluetous，Theirownerwaswonttoread, penin
p

hand,markingpartsof interesttohimaudjottinghisremarksonthe

marginsoronunprintedpages. Thosemarginaliatellusagreatdeal
aboutthekindofmedical preparationsadministeredbyhim・ Some

werederivedfromfolk-medicine,somebasedontheworkofDioscorides

/2ndcentury/whichforadozenormore centurieswasusedasa
textbookontherapybypracticingphysicians. TheinHuenceofclassical

authorsisseenclearlyinallcaseswhenblood-lettingisindicated.

InoneofthebooksinUppsalaLibrary, amathematicalworkby
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heldbyCopernicus. However, themedicolegal regulationsin theXV

andXVIcenturies inPolanddidnotpermitapersonwithoutsuHicient

qualificationstopractisemedicine soextensivelyanduniversallyas
Copernicusdid. Furthermore, thepositionof ""zediczzsc"""/"is"

heldbyCopernicusat theindependentVarmianChapteralsorequired
highprofessional standardsasweregenerallyheldbydoctorsofmedi-

cineinPolandwithsuchqualifications/20/. It isalsosignificantthat,
inoneof theoldestportraitspaintedbyTobiasStimmer, Copernicus

holds inhishandnotthesymbolofastrology,butalilyofthevalley,
thesignofthemedicalprofession.

LucasWaczenrode,Copernicus' uncle, summonedhimtohis resi-

denceatLidzbark.ThereCopernicusworkedasaphysicianandbuiltup.
aconsiderablemedicalpracticewithoutderivingfromitanymaterial

benefits・ Devotinghisfreetimetoastronomy, hegavemuchthought
toaneworderoftheuniverse. CopernicusstayedatLidzbarkunti1

1512,whenBishopWaczenrodediedofsomeundefinedmetabolicdisor-

der. ThesameyearCopernicusmovedtoFromborkwherehe spent

therestofhis life, i.e. until 1543. There, intheseclusionandpeace
ofhisobservatorytower,heworkedonmathematicalcalculationswhich

werethebasisofthe epoch-makingastronomical discovery. At the

sametimehedidnotneglecthismedicaldutiesandwasalwaysready
toservethosewhoneededhishelp/10,15,22,24/.

Onthesubjectofmedicinehe correspondedamongotherswith

JanBenedyktSolfa, theoutstandingprivatephysician to thePolish

KingZygmunt theOld, andwithJanTesler ofWroclawandJerzy
JoachimRetyk. Historicaldocumentsofferagreatdealofinformation

aboutCoperniCus'medicalactivity・ Hetreated,andinmostcaseswith

goodresults, amemberofprominentpersonalities・ Oneofhispatients

wasBishopFabianLuzjahski, asuffererfromaseriouschronicdisease.

Anotherwashisownbrother,Andreas,who, onhisreturnfromltaly,
was strikenwith leprosy. Hewasalso frequentlycalledupon to.

givemedicaladvicetoBishopMaurycyFerberofLidzbark,whosuffered

fromintestinal disorders andgout; and toAleksander Scultenills,

historianandgeographer, supporter ofLuther; toJanDantyszek,
classical scholar, successorofFerber, a friendof Copernicus inhis
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argumentsofSzumowski/26/, Prowe /21/,Kersten/14/andothers

whomaintainedthat lackofmedical qualifjcationsdidnotprevent,

fromtheformal standpoint, forthemedical studentsof theXVand

XVIcenturies inundertakingmedicalpractice・ This argument, how-

ever, isrefutedbymany legal acts issuedat that time inPoland,

particularlythestatusesoftheMedicalFacultyinCracowandbylaws

ofmanycities intheKingdomofPoland,whichmadethepracticeof

medicineupontheappropriatemedicalqualificationsofthepractitioner.

KoSmihski/17/,andothersfailedtodiscoverdocumentaryevidence,

thatthefamousastronomeractuallyhadreceivedthedegreeofdoctor

ofmedicine. Notraceofthisdegreehavingbeenconferreduponhim

canbefoundinthearchivesof theUniversityofPadua, since the

dOCumentsoftheCollegiumMedicorumfroml503 to l507were lost

underunknowncircumstances/20/.

Thesinglebriefreferencetotheceremonyof conferment of the

M.D･ degree inPaduacanbefoundinanextensiveworkoftheGreek

historianM.PapadopolifromCandia:HisioJ'"Gy"""s"P""i"/Venice

1728//12/,wherehewroteonpagel95asfollows: "NicholasCoper-

niCusstudiedfor4yearsphilosophyandmedicineinPaduaasevidenced

bythePolishalbumwherehewasenrolledasadiscipleofM.Passara

andM.VerniaofChietiandhereceivedthedoctor'sdegree inboth

thesedisciplines as it iswritten in thearchives of theCollegium

Medicorumfromtheyearl499".

Fora longtimemanyhistoriansstudyingthe lifeofCopernicus

acceptedthisstatementofPapadopoliatfacevalue. But in theXIX

centuryPolkowskiandWolyhskiquestionedthereliabilityofthework

ofPapadopoli, raisingdoubtsontheworkofthishistorian/20/.

Anothersourceof informationonthemedicaldegreeofCopernicus

istheepitaph, erectedinl581byMarcinKromorofBiecz, whowas

atthattimetheBishopofVarmia. Thisepitaphwas inthecathedral

inFrombork, andthescientistfromTorufiwascalledon it "artium

andmedicinedoctor''・ OneofthelettersofPrinceAlbrechtofPrussia

alsomentionsNicolausCopernicusasadoctorofmedicine.

Wemustadmit thattheinformation,collectedfrommanyhistorical

sources, doesnotshedenoughlightonthemedicaldegreeandpositions
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manyscholarlybooks. TheanatomistMarcoAntoniodellaTorre/1473-

1506/, afriendofLeonardodaVinci, andGabrieleZerbi /1468-1505/,

authorofdissertationsontheanatOmyofthehumanbodyandthatof

achild,wereforemost･ TheoreticalmedicinewastaughtbyGirolamo

deUrbino, PhilippoPomodoraandGirolamoPindemonte; practical

medicine, byGiovanniAquilaandAlessandroBenedettiwho, inaddi-

tiontobeingarespectedsurgeon,wasalsothefounderofthe anato-

mical theatrewhereautopsieswere regularlyperformed. Benedetti

regardedclinicalandanatomicopathological observationas thebasis

ofmedicalprogress. CopernicusalsoattendedthelecturesofGirolamo

Fracastore/1478-1533/,arenownedphysician,physicist,astronomerand

andpoet, theauthorofabookoninfectiousdiseasesandof apoem

onsyphilis. AmongtheprobableteachersofCopernicusweshouldbe

mentionedthephysicianPetroTrapoliniwhowasalsoamathematician

ofnote, andBartolomeodaMontagnanatheYounger, anoutstanding

hygienist andanatomist. NicolausCopernicuswasundoubtedlyan

attentivestudent; healsocompletedhispracticalmedical trainingat

Padua, althoughhistoricalsourcesdonotsayunderwhichphysician;

inadditionhestudiedGreek, alanguageessential forreadingmedical

texts intheoriginal. Hisstudies inPaduawereinterruptedforatime

byhisendeavourstoobtainthedoctorate indecretals towhichhis

previousstudiesinBolognahadentitledhim, andwhichhe finally

receivedon31stMayl503, inFerrara, therebybeingpromotedtowhat

wastheequivalentofadoctorofCanonLaw.

II11505NicolausCopernicusfinishedhisstudiesinPadua, probably

withthetitleofa"Licentiate"entitlinghimtopractisemedicine.

ManyessentiallyimportantdetailsfromthebiographyofNicholas

Copernicushavenotyetbeenexplainedsu伍ciently/10, 15,23/. One

ofthemistheproblemoftheuniversitydegree inmedicineobtained

byCopernicuswhichis important for the studyofhis activitiesas

aphysician. Thehistoricalsourceswhichareavailablenowareindirect

andoftencontradictory. Szumowski /27/maintained thatNicholas

CopernicushadnouniversitydegreeinMedicinebut thisstatementis

anoversimplificationof historical researchandgives rise tomany

erroneous conclusions． These conclusions are substantiatedbv the
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thought, themembersoftheChaptergrantedtherequest, instructing
NicolausCopernicustoreadmedicine・ Theyoungscholar.left imme-

diatelyforltalyandassoonashebeganattendinglecturesinPadua,
inOctoberl501, hefouJ1dhimselfsurroundedbyPolishstudents:

It isdifficulttoknownowwhatmadeCopernicus choosePadua

forhismedical studies・ It iscertain,however,thatthefameofPadua

asacentreofeminentscholarswasspreadbyltaliansvisitingPoland

whoreferredtoitas $L"do"α' /learned/. PaduaUniversityhadan

additional reasonforitsgoodreputation: itenjoyedspecialprivileges

toensurefreedomofthoughts・ TheprofessorsandtheRectorofthe

universitywereelectedbystudents・ SeveraloutstandingPolishphy-
siciansgraduatedfromthemedical facultythere: JanofLudzisko,
MarcinofZ6rawica, friendofJanDlugosz,thewellknownastronomer,

doctorofmedicineandhumanistJanWels, and, foremost,Maciej of

Miech6w, oneof themost enlightened intellectsat the Jagiellonian

University. JanUrsinus,whomCopernicususedtomeetwhilestudying
inCracow, leftPaduainl487・ JanLudzisko, professoroftheMedical

Faculty,CracowUniversityinhisaddressat thedepartureofKing
KazimierzJagiellon for his coronation, spoke indefenseof human

rights:q"od0"z"""owz"zes〃α"〃αgg"郡〃“"αJes…/9, 15, 19/.
｡

O,leoftheimportantfactorsinHuencingthechoiceofPadua for

medicalstudieswastheuniversity'sapparenttendencytodepartfrom

therOutineofscholastiCismanddogmatismand to theprinciplesof

freedomandindependenceofthought,tothesearchfortruthbymeans

ofcloseobservationofnaturalandhumanphenomena/8,9, 15,23/.
InPadua,medicalstudies lastedthreeyears andembracedfour

mainsubjects,whichformedseparatedepartments・ Professorsoftheo-
●

reticalmedicine lecturedonAvicenna's, C"zo"ofMediciwe, and
ﾌ

Hippocrates'"/io"sw@s; thirdyearstudentsreadGalen'sMicrotegmus.
Thethirdandfourthsubjectsdealtwithpracticalstudies,i.e. lectures

onbodytemperatureandspecialdiseases. Aftertwoyears, students
couldgetabachelordegree; afterthreeyears,alicentiateinMedicine.
Moreoveroneyearofpracticeunderthedirectionofaseniorphysician

wasobligatory.

Contemporaryprofessorsofmedicine atPaduawereauthorsof
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de""02"9sib"s"2o/zfzMzcoeJes"脚加αSe"WS"ｵ"〃SCO加加g〃α"oIfzs"/c.

1515/andlater inthebook, "Dg7'gzJoZ"抑"泌況SOγ玩秘漉"Jcs"""〃bγf

“鯵".Writtenoveraperiodofmore than tenyears, this bookwas

revisedmanvtimestoincluderesultsofnewobservationsof thesky
‐

madebyCopernicusduringthat time/1,2,"

SomebiographershavemaintainedincorrectlythatCopernicusatten-

dedthemedicalfacultyattheCracowAcademy. Inrealityheattended

the !fac""αSαγ"""',whichgavehimapreliminaryphilosophical

trainingforfurtherstudies. Thiswidenedhishorizonsofknowledge

andhelpedhimgainpractical experienceof thewayonebranchof

sciencecomplemelllZallother/6, 10, 15, 18,23/.

Theexact lengthofCopernicus' stayinCracowinnotknown,but

accordingtohisbiographer, L.Birkenmajer/2, 3, 4/, hestayedthere

till thespringor summer of l495･ Nicolaus andhiselderbrother,

Andreas, spent theautumnof thesameyearwithLucasWaczenrode,

BishopofVarmia,whotwelvemonths later, sentNicolaustoBologna

toreadlawbeforetakingupahighoHice in thechurch/1,11/. In

BolognaandRome, apartfromcontinuinghislegalstudies,Copernicus

devotedparticularattentiontoastronomyandfrequentlyobservedthe

sunandotherplanets. Healsoattendedthelecturesofsuchillustrious

professorsastheLatinistFilippoBeroaldo,theHellenistAntonioUrceo,

theversatilehumanistGiovalmiGarzoni, thephilosopherAlessandro

Achilliniwhodescribedthecaecalvalve,whichis nowknown incor-

rectlvasBauhin'svalve, andothers. However itwas,theastronomer

DomenicoMariaNovara/1454-1504/whomadethegreatestimpression

onCoperniCusbyredirectinghismindfromcritical negation towards

positiveobservationalldscientificresearchinordertobuildanewand

fullyvalidsystemontheruinsofPtolemy's theory・ His stud"s at

Bologna ledCopernicus to think that theprinciple concerning the

immobilityofearthwasnotasself一evidentaswasgenerallysupposed

/4, 9, 15, 23,28/、

Afterhisfouryears' stayinltalyCopernicusreturnedtoVarmia

inthespringofl501andbythe27thJulyl501,theVarmianepiscopal

council inFromborkwereconsideredtheapplicationsof thebrothers

AndreasandNicolausfor financialaidtostudyabroad・ Aftermuch
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creditedwiththepowerofinfiuencingdifferentorgans. Theconnection

betweenthepositionoftheplanetsandconstellationsofstars,andthe

conditionandfunctioningoftissuesandorgans, was thesubject of

abstruseresearchandserious scientificargument. Evensuchgreat

scientistsasRogerBacon, thepioneerof inductive andexperimental

researchonnature, andServetus, thediscovererofpulmonarycircula-

tion,wereardentbelievers inastrology.

Inl491NicolausCopernicusstepped into theworldofuniversal

knowledgesymptomaticforthatepoch・ Soonhisstudieswere toac-

quireafar-reachingsignilicanceinthe fields of natural historyand

medicine. Thetrend, propagatedinantiquitybyDemocritus, of in･

terpretmgnaturalphenomenainmaterialisticterms, diedout in the

MiddleAges. YoungCopernicus, studyingattheJagiellonianUniver-

sity,wasnotawareatthetime that his future achievementswould

representalandmarkinscience, a turning-point inastrologyanda

proofoftheextent towhichtruescienceneeds/whatwasthencalled/

freedomofspirit, @α"j加郡S""'. DuringhisstudiesillCracowCoper-

nicusbecameinterestedinastronomyandhemadeaboldandmomen-

tuouspronouncementconcerningtheorderof theuniverseand the

movementofcelestialbodies. Astronomicalprinciples,ormorestrictly
speaking-theoriesofthestructureofuniverse,werederivedfromGreek

philosophy. OneofthosetheorieswasbasedontheworksofAristotle

andhiscommentators; ontheotherwasput forwardbyPtolemyand

hisfollowers. Theprincipal thesisofboththeorieswastheassumption

thattheEarth isimmobileandlies inthecentreoftheuniverse. Both

thesesystemswerethusgeocentric・ Homocentricspherescarryingstars

andplanetswerebelievedtobespinningroundtheEarth. Thissystem

ofhomocentricsphereswassupplementedwiththesystemof"elecen-
tricsandepicyclics"byPtolemy/2, 3, 4/.

DuringhisstudiesinCracowCopemiCusbegantoseeincollsistencies

inthesystemofPtolemyandtheneedfor itsradicalalterationofthis

system・ Hedecidedtodesignamodelofanewheliocentricsystem

duringhissubsequentstudiesinPadua. Thismodelmarkingtheulti-

materevolutioninastronomy,requiredlongobservationsextendedover

manyyears.Thesewerepromulgatedinthetreatise, !qNicoﾉajCol""icf
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Wloclawek'scathedral school， His teacherwasNicolausWodkaof

Kwidzyh-on-Vistula, awell-knownphysician,humanistandastronomer.

MostprobablyWodkainfusedhispupilwithan interest in､ience,

particularlymedicine.

Inl491Copernicugnameappearedas"NicolausNicolaideThuronia''

onthelistofstudentsoftheJagiellonianUniversity. Theiirstperiodof

studiesofCopernicusattheCracowUniversity/1491-1495/occurredat

thetimewhenthisschoolwasat theheightofitsfameandprosperity.

AccesstotheUniversitywasthenopen toall irrespectiveof social

class. Lectureswereheld inLatin. TheUniversitvcontainedfour

faculties; Theology, Law,Medicine andPhilosophy. Thefaculties,

howeverwerenotequal,thefirstthreeconstitutedtheUniversityproper

andtoenteroneofthethreeprincipal faculties, onewasobliged to

attendfirstthepreliminarycoursecalled"F"c"〃"sAγ〃郡加".Coperni-

cusattendedthisfacultyandhefoundnumerousexamplesofhowman

canmasterwidefieldsofwisdomandscience, howsciencecancom-

plementscienceandhowhumanismCanbecultivated inagreement

withtheexactsciences…/2, 7, 15/.

CopernicusreadphilosophywhichintheMiddleAgesopenedthe

waytoTheology,Medicine andLaw. His further studies included

astronomy, astrologyandmathematics, under the tutelageof such

outstandingastronomersasJanofGlog6wandWojciechofBrudzewo,

andthemathematiciansBernardofBiskupieandWojciechKrypaof

Szamotuly. CopernicusalsocameintocontactwithStanislawBylina,

withthegeographerWawrzyniecKorwinandthehumanist, naturalist

andphysicianJanUrsinus. It isprobablethatCopernicus listenedto

lecturesontheAristoteliantreatiseO〃ノルeHe""2"sandonPtolemv's
l

fourbooksexplainingthetheoryandmovementsof heavenlybodies.

Healsotookagreat interest inastrologicalpredictionsconcerninglife

anddeath・ This ledhimeventually tomedical studies, because in

thesedaysastronomy, astrologyandmedicinewerecloselyinterlinked.

Itwasgenerallybelievedthat heavenlybodies inHuence thehuman

constitution, andthat theirmovementsandpositionsaffectedthestate

ofman'shealth・ Macrocosm-theuniversewassupposedtobereHected

inthemicrocosm-man'sorganism・ The individualZodiacsignswere
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NICOLAUSCOPERNICUSASPHYSICIAN"

1473-1543

Ontheii仕hcentenaryofhisbirth

WitoldRudowski,M.D.Warsaw,Poland

ThelifeofNicolausCopemicusisthestoryofamanwhosought

orderintheuniverseandharmonyinthemovementofcelestialbodies,

andbroughtaboutaradicalchangeinMedievalsciencebydiscovering

objectivetruthabouttheworld. Duetohisheliocentrictheory,Coper-

nicusisknownprincipallyasanoutstandingastronomer. Untilrecently,

onlvafewscholarsofhis lifeandworkknewthathewasalsoa
ご

physicianofgreatpersonalability, deeplydevotedtohispatients, and

:scrupulousincarryingouthisdutieS.

Inthefieldofmedicine (hewasworshipedlikeanotherAesculapius

becauseheknewvariousmedicinalsubstanceswhichhetested,prepared
”

himself,andadministeredtothepoorwhoadoredhimlikeadeity...

ThusthehistorianSzymonStarowolski, inhis biographyof famous

Poles,Scγゆわγz""Po/OWOγ〃”〃“α""as, portrayedthemanwhosefifth

contenarvwenowcelebrateasonewhocreatedanewcosmology, an
ご

excellentphysician, statesman, pastmaster in6neartsandevenecono･

mist/3, 13, 15, 18, 23/.

NicolausCopernicuswasbomonl9thFebruaryl473, inTorufi, to

afamilywhichhadmovedfromLoWerSilesia toCracowabout l350

andeventuallysettledinTorufi・ Theboy's father, Whoalsocalled

Nicolaus,wasamerchantandtradedona largescalewithGdahsk.

NicolausCopernicuSsenior#diedabouttheyearl483・ HiswidowBar-
ー j 、

barawasleftWithfourchildren,､ twodaughtersandtwosons. 、It is

possiblethat immediatelyfollowing"herhusband'sdeath, BarbaraCo.
pernicussoldallherpropertyandmOvedfromToruri toWloclawek, to

herbrotherLucasWaczenrode,whotOokover#theCareofher family.
、』 .-. . t； ．‐さ .

ﾛ 己 巳q■ b■■
E 4

NicolausCoperniCus,. thentwelveyears:91d, :beganhiS!農§education in

芒＝*TheInstituteofHaematology,DepartmentofSurgery,Warsaw,Poland
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